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Study on the Impact of Tightening Regulations on Shipping 

Operations in Global Logistics Management 

 

YI XING 

 

The progress of economic globalization has been remarkable in recent years, and in particular 

the expansion of the economic zone in Asia has made the possibility of global logistics greater 

than ever. However, the Japanese-based manufacturing industry procures and imports parts 

from overseas, such as ASEAN, that is, they are assembled in Japan, and exports the finished 

products to China, which is said to be the "world's consumption area;" this scheme is not 

always smooth. 

Certainly, customs operations are becoming simpler and more electronic due to the expansion 

of the economic zone due to globalization. However, regarding shipments and exports, the 

operations are complicated by list controls and catch-all controls, and procurement and 

arrival operations. These regulations are also being tightened by the Subcontract Law, or the 

Act against Delay in Payment of Subcontract Proceeds, Etc. to Subcontractors. In general, 

the economic zone is expanding due to the simplification of customs operations, or the like, 

while the regulations are being tightened at the stage of import and export related receipts 

and shipments.  

Therefore, after grasping the current state of the global economy, the Japanese companies 

will manage exports based on prompt and efficient shipping operations and regulations, and 

at the same time, import and receive parts quickly and smoothly, while complying with the 

Subcontract Law from Japan and overseas. It is necessary to do business and procure from 

overseas or domestic factories. 

Therefore, this paper will consider the current situation and clarify the issues regarding the 

impact of tightening regulations on receipt and shipment operations in the global logistics 

management of Japanese companies facing manufacturing sites in the Asian economic zone 

centered on ASEAN and China and japan. 
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第 １ 章  序 論  

 

1 . 1  本 研 究 の 目 的  

近 年 の 経 済 グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 は 目 覚 ま し く ， と く に ア ジ ア に お

け る 経 済 圏 の 拡 大 は 国 際 物 流 の 可 能 性 を こ れ ま で 以 上 に 大 き な

も の と し て い る ．  

 し か し な が ら ， 日 本 に 拠 点 を 置 く 製 造 業 が A S E A N （ 東 南 ア ジ ア

諸 国 連 合 ） な ど の 海 外 ， あ る い は 日 本 国 内 か ら 部 品 を 調 達 ， 輸

入 し ， 日 本 国 内 で 組 立 工 程 な ど を こ な し ， 完 成 品 を 「 世 界 の 消 費

地 」 と い わ れ る 中 国 に 輸 出 す る ス キ ー ム を 円 滑 に こ な し て い る か と

い う と 必 ず し も そ う で は な い ．  

 確 か に グ ロ ー バ ル 化 に よ る 経 済 圏 の 拡 大 で 税 関 業 務 は 簡 略 化 ,

電 子 化 さ れ る 方 向 に あ る . し か し , 出 荷 ・ 輸 出 に 関 し て は リ ス ト 規

制 , キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 に よ り 業 務 が 複 雑 化 さ れ て お り , 調 達 ・ 入

荷 業 務 に つ い て も 下 請 法 に よ る 規 制 強 化 が 進 ん で い る . 大 枠 で

は 税 関 業 務 の 簡 略 化 な ど で 経 済 圏 の 拡 大 が 進 め ら れ て い る 一

方 で , 輸 出 入 に 係 わ る 入 出 荷 の 段 階 で は 規 制 強 化 が 進 ん で い る

の で あ る .  

 そ れ ゆ え , グ ロ ー バ ル 経 済 の 現 状 を 把 握 し た う え で , 輸 出 に つ い て

迅 速 か つ 効 率 的 な 出 荷 業 務 と 規 制 に 基 づ き , 輸 出 管 理 を 行 い ，

同 時 に 国 内 外 か ら 部 品 を 下 請 法 に 従 い な が ら ， 迅 速 か つ 円 滑 な

輸 入 ・ 入 荷 業 務 を こ な し ， 海 外 ， あ る い は 国 内 工 場 な ど か ら 調 達

す る 必 要 が あ る ．  

 そ こ で 本 研 究 で は A S E A N と 中 国 を 中 心 に ア ジ ア 経 済 圏 に お

け る 製 造 業 の 現 場 が 直 面 す る 国 際 物 流 管 理 に お い て ， 入 出 荷

業 務 の 規 制 強 化 の 影 響 に つ い て ， そ の 現 状 を 考 察 し ， 課 題 を 明

ら か に す る ．  
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1 . 2  本 論 文 の 構 成  

 本 論 文 の 構 成 は 次 の 通 り に な る ．  

 第 １ 章 は 序 論 で あ り 本 論 文 の 目 的 と 構 成 を 示 し て い る ．  

 第 ２ 章 で は グ ロ ー バ ル 経 済 の 拡 大 に よ る 国 際 物 流 の イ ン フ ラ ス ト

ラ ク チ ャ ー （ 社 会 基 盤 ） の 強 化 , 並 び に 税 関 業 務 の 簡 素 化 の 現 状

と 方 向 性 を 示 す . A S E A N の 急 速 な 発 展 を 踏 ま え て ， 物 流 施 設 ・

設 備 の 近 代 化 に 大 き な 遅 れ が 見 ら れ る 国 も 多 い な か ， 物 流 に お い

て 各 国 が ど の よ う な 改 革 ， 改 善 を 進 め る 必 要 が あ る か を 論 じ る ．  

 第 ３ 章 で は 中 国 に お け る 税 関 シ ス テ ム , 物 流 園 区 , 並 び に 物 流

中 心 の 機 能 を 確 認 し , 同 時 に 中 国 へ の 輸 出 に 係 わ る 規 制 に つ い

て 現 状 を 分 析 し ， 課 題 を 抽 出 し , 考 察 を 行 う ．  

第 ４ 章 で は 製 造 業 の 輸 出 に 係 わ る 出 荷 業 務 に お い て 細 心 の

注 意 を 要 す る リ ス ト 規 制 ， キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 に つ い て 出 荷 業 務

の 一 連 の フ ロ ー を 示 し ， 考 察 す る .  

第 ５ 章 で は 出 荷 業 務 に お け る 工 場 倉 庫 , 物 流 セ ン タ ー な ど で の

構 内 運 搬 の 効 率 化 に つ い て ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 効 果 を 提 案 し ,

そ の 効 果 を 検 証 す る ．  

第 ６ 章 で は 製 造 業 の 国 内 外 の 部 品 調 達 業 務 に お い て , 発 注 か

ら 納 品 の 過 程 に お け る 下 請 法 に よ る 規 制 に 係 わ る 一 連 の プ ロ セ

ス を 考 察 し , 国 際 物 流 管 理 に お け る 発 注 業 務 の あ る べ き 姿 を 検

討 す る ．  

 第 ７ 章 で は ， ２ 章 か ら 6 章 ま で の 内 容 を 踏 ま え て ， 経 済 の グ ロ ー

バ ル 化 に よ る 国 際 物 流 の 利 便 性 の 向 上 と , 入 出 荷 業 務 に お け る

規 制 強 化 の 影 響 を 比 較 , 考 察 す る .  

 第 ８ 章 は 結 論 で あ り , グ ロ ー バ ル 化 時 代 に 求 め ら れ る 国 際 物 流

業 務 の あ り 方 に つ い て 輸 出 入 業 務 の 規 制 強 化 の 影 響 を 踏 ま え た

円 滑 か つ 効 率 的 な 業 務 体 制 の 構 築 と い う 視 点 か ら ま と め て い る ．  
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第 ２ 章  経 済 圏 の 拡 大 に よ る 国 際 物 流 の 基 本 ス キ ー ム の

変 化  

 

2 . 1 本 章 の 目 的  

経 済 の グ ロ ー バ ル 化 の 進 展 に よ り , ア ジ ア ワ イ ド で の 関 連 イ ン フ ラ

ス ト ラ ク チ ャ ー の 強 化 や ， 輸 出 入 シ ス テ ム の 高 度 化 が 進 ん で い る ．  

図 ２ － １ が 示 す よ う に ， 多 く の 企 業 が ア ジ ア 戦 略 を 構 築 す る う え

で ， 最 適 な 輸 送 モ ー ド の 選 択 や グ ロ ー バ ル 管 理 に よ る 在 庫 レ ベ ル

の 決 定 な ど の ロ ジ ス テ ィ ク ス （ 戦 略 物 流 ） の 高 度 化 に 力 を 入 れ て い

る ． 工 場 か ら 製 品 な ど を 輸 送 し ， 物 流 セ ン タ ー を 経 由 し て ， 販 売

拠 点 に 納 品 す る と い う 一 連 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン プ ロ セ ス も グ ロ ー バ

ル に 広 が る 傾 向 が 強 ま っ て い る ．  

 製 造 業 は そ の 生 産 拠 点 を ア ジ ア 全 域 に 広 げ て い る ． グ ロ ー バ ル

生 産 さ れ る 企 業 の 製 品 は ， 海 上 輸 送 ， 航 空 輸 送 を 経 て ， 各 国 内

に 輸 入 さ れ た り ， 第 三 国 に 輸 出 さ れ た り す る こ と に な る [ 1 ] ．  

ア ジ ア ワ イ ド の モ ノ の 流 れ と そ れ に 関 す る 商 取 引 は ， 輸 出 と 輸 入

を 両 軸 と し て 行 わ れ る ． あ る 国 が 原 材 料 ・ 部 品 な ど を 海 外 か ら 購

入 し ， 当 該 国 内 の 工 場 で 製 品 を 生 産 し ， ア ジ ア の 第 三 国 に 輸 出

す る 場 合 は ， 原 材 料 ・ 部 品 な ど の 輸 入 ， 完 成 品 の 輸 出 と い う ２ つ

の 国 際 物 流 プ ロ セ ス が 存 在 す る ．  

 以 上 を 踏 ま え て ， 本 章 で は ， ア ジ ア を 中 心 と し た 物 流 の 基 本 ス キ

ー ム を 確 認 し ， 現 状 を 把 握 し ， そ の 課 題 を 抽 出 ， 考 察 を 行 う ．  
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図 2 - 1   ア ジ ア ワ イ ド で の ロ ジ ス テ ィ ク ス ネ ッ ト ワ ー ク の 高 度 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アジア各国への企業進出

ロジスティクスネットワークの強化及び高度化

製造業：生産拠点を中国、東南アジアなど、アジア全域に拡大
中国などの工場で生産される製品は、海上輸送、航空輸送を
経て、各国に輸出入される

グローバル輸送モードの選択
グローバル在庫管理の最適化など
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2 . 2 ア ジ ア 物 流 マ ー ケ ッ ト の 概 観  

 本 節 で は ア ジ ア 物 流 の 大 枠 を 概 観 す る .  

 国 際 物 流 の 機 能 を 踏 ま え た う え で 製 造 業 の サ プ ラ イ チ ェ ー ン が コ

ス ト 低 減 と 経 済 圏 の 伸 張 を 念 頭 に , 製 造 拠 点 の 日 本 か ら の 物 理

的 な 距 離 が 拡 大 し て い る こ と を 確 認 す る .  

 

2 . 2 . 1  国 際 物 流 の 機 能  

国 際 物 流 の 機 能 と し て は ， 国 際 輸 送 ， 蔵 置 ， 保 税 地 域 で の 荷

役 ， 海 外 ・ 保 税 地 域 の 流 通 ， コ ン テ ナ 及 び パ レ ッ ト の 包 装 ・ 梱 包 ，

国 際 貨 物 の 情 報 管 理 が あ げ ら れ る ． な お ， 保 税 と は ， 外 国 貨 物 が

通 関 を 済 ま せ て い な い 状 態 を 指 す ． 輸 出 許 可 及 び ， 輸 入 許 可 を

受 け て い な い 貨 物 は 保 税 地 域 に 蔵 置 さ れ る [ 2 ] ．  

 国 際 輸 送 は 海 上 輸 送 ， 航 空 輸 送 ， 国 際 複 合 輸 送 に 大 別 さ れ

る ． 海 運 が 中 心 に な る が ， 空 運 ， 陸 運 が 併 用 さ れ る ． 航 空 輸 送 は

緊 急 性 ， 季 節 変 動 性 の 高 い 製 品 や サ ン プ ル 製 品 の 輸 送 に 用 い ら

れ る こ と が 多 い ．  

  

2 . 2 . 2  サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 物 理 的 距 離  

 日 本 の 製 造 業 は 近 年 ， そ の 生 産 拠 点 を 中 国 ， 東 南 ア ジ ア な ど ，

世 界 各 国 に 広 げ て き た ． 海 外 の 工 場 で 生 産 さ れ た 日 本 製 品 は ，

海 上 輸 送 ， 航 空 輸 送 な ど を 経 て ， 日 本 国 内 に 輸 入 し た り ， 第 三

国 に 輸 出 さ れ た り し て い る ．  

た だ し ， 労 働 コ ス ト が 上 昇 す る と ， よ り 賃 金 の 安 い 地 域 に 生 産

拠 点 を シ フ ト さ せ て き た ．  

一 例 を あ げ る と ， 上 海 地 域 の 労 働 コ ス ト が 上 昇 す る と ， 生 産 拠

点 は 低 コ ス ト で 工 場 運 営 が 可 能 な ベ ト ナ ム や バ ン グ ラ デ シ ュ な ど に

移 る ． 換 言 す れ ば 日 本 を 起 点 と し た 場 合 ， グ ロ ー バ ル サ プ ラ イ チ ェ

ー ン の 物 理 的 距 離 は 図 2 - 2 の よ う に 生 産 コ ス ト に 反 比 例 す る ．   
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日 本 か ら の 海 外 進 出 に つ い て 一 般 化 し て み る と ， あ る 任 意 の

労 働 コ ス ト の 安 い 国 へ の 進 出 の 場 合 ， 安 価 な 労 働 力 と 安 価 な 設

備 で 対 応 で き る ア パ レ ル 産 業 が 進 出 す る ケ ー ス が 多 く ， 次 い で 日

用 品 や 食 品 ， 電 気 ・ 電 子 部 品 ， 自 動 車 と い っ た 順 に 進 出 し て い く

傾 向 が あ る ． 工 場 建 設 や 設 備 投 資 の コ ス ト も か か ら ず ， 現 地 労 働

力 も 高 度 な 専 門 知 識 を 有 し て な く て も 現 地 作 業 に 従 事 で き る の

で 教 育 コ ス ト も か か ら な い こ と か ら 生 産 コ ス ト を 最 小 限 に 抑 え る こ

と が 可 能 と な る ．  

 

 

図 2 - 2  サ プ ラ イ チ ェ ー ン に お け る コ ス ト と 距 離 の 関 係  

注 ： 縦 軸 に コ ス ト ， 横 軸 に 距 離 を 取 っ た イ メ ー ジ 図  

 

た だ し ， 図 ２ － ３ の よ う に サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 物 理 的 距 離 が 拡 大

す れ ば ， 日 本 や 中 国 起 点 の 国 際 輸 送 コ ス ト も 上 昇 し ， リ ー ド タ イ ム

も 長 く な る ． 企 業 は 生 産 コ ス ト の 低 減 に は 成 功 し て も ， 国 際 貨 物

輸 送 関 連 の 物 流 コ ス ト は 上 昇 し て し ま う ． 生 産 コ ス ト 低 減 の メ リ ッ

ト は 物 流 コ ス ト の 上 昇 で 結 局 ， 相 殺 さ れ て し ま う こ と も 少 な く な い ．

グ ロ ー バ ル サ プ ラ イ チ ェ ー ン 全 体 を 見 渡 し ， 可 能 な 限 り ， 国 際 間 の

日本 A B C E E F G

コスト 距離
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エ シ ェ ロ ン 在 庫 [ 3 ] の 重 複 も 避 け る 努 力 も 必 要 に な っ て く る ．   

ま た サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 物 理 的 距 離 が 拡 大 す れ ば ， 輸 送 に 係 わ

る さ ま ざ ま な リ ス ク も 増 大 す る こ と に な る ． 海 上 輸 送 で は コ ン テ ナ の

ぬ れ 損 な ど を 被 る リ ス ク も 大 き く な る ．  

 

図 2 - 3  サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 物 理 的 距 離 の 拡 大  

 

2 . 2 . 3 ア ジ ア 市 場 の 規 模  

中 国 は 内 陸 部 の 大 都 市 で の 販 売 網 の 拡 張 に あ わ せ て 国 内 外

を 連 動 さ せ た 物 流 シ ス テ ム の 高 度 化 を 推 進 し て い る [ 4 ] ．  

 他 方 ， A S E A N （ 東 南 ア ジ ア 諸 国 連 合 ） の 人 口 は 図 2 - 4 の よ う

に ２ ０ ２ ５ 年 に は 約 ７ 億 人 に 達 し ， イ ン ド ネ シ ア だ け で ２ 億 ８ ４ ５ ０ 万

人 に 達 す る ． 少 子 高 齢 化 で 退 行 す る 日 本 の 消 費 市 場 に 悩 ま さ れ

て い る グ ロ ー バ ル 日 系 企 業 に と っ て は き わ め て 魅 力 的 と な っ て い る ．  

 

日本/中国起点のサプラ
イチェーン

より安価な生産拠点へ
のシフト

サプライチェーンの物理
的な距離の拡大

労働/生産コストの低下 輸送/物流コストの上昇
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図 2 - 4  A S E A N 主 要 国 の 人 口 推 移 予 測 [ 5 ]  

＊ A S E A N 全 体 の 人 口 は 6 2 9 3 8 7 千 人 （ 2 0 1 5 年 ） ， 6 6 2 7 7 1

千 人 （ 2 0 2 0 年 ） ， 6 9 2 7 2 千 人 （ 2 0 2 5 年 ）  
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A S E A N 諸 国 に つ い て は ， タ イ ， ベ ト ナ ム ， カ ン ボ ジ ア ， ラ オ ス と い

う 内 陸 部 に あ る 「 陸 の A S E A N 」 と ， フ ィ リ ピ ン ， イ ン ド ネ シ ア ， マ レ ー

シ ア ， シ ン ガ ポ ー ル と い っ た 島 嶼 部 に あ る 「 海 の A S E A N 」 に 分 け て

考 え る 見 方 も あ る [ 6 ] ． 「 陸 の A S E A N 」 の 大 陸 間 を 輸 配 送 す る

イ ン ド シ ナ 物 流 の 高 度 化 ， 「 海 の A S E A N 」 を い か に 効 率 的 に 活

用 す る か と い う 海 上 輸 送 や 航 空 輸 送 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 な ど も 重

要 な 課 題 で あ る が ， A S E A N の 優 位 性 は 中 国 ， イ ン ド と い う ２ 大

国 （ 両 国 の 人 口 を 加 え る と ， ２ ６ 憶 人 に 達 す る ） を 後 背 地 と し て い

る 点 で あ る ．  

中 国 に つ い て は ， 今 後 ， ８ ０ 年 間 は 人 口 が 逓 減 し て い く も の の ，

2 1 0 0 年 の 時 点 で も １ ０ 億 人 の 人 口 を 有 す る 中 国 ( 図 2 - ５ ) と も

陸 続 き で リ ン ク さ れ て い る ． A S E A N 諸 国 に 生 産 ， 物 流 ， 消 費 の

拠 点 を 設 け ， そ の 生 産 地 を 起 点 に グ ロ ー バ ル 戦 略 を 展 開 す る こ と

が 可 能 に な る ． A S E A N 諸 国 で 生 産 し ， 関 税 が か か ら な い 中 国 に

輸 出 す る と い う 貿 易 構 造 を 念 頭 に A S E A N 諸 国 に 進 出 す る 企

業 も 増 え て い る ．  

加 え て ， A S E A N は 図 2 - ６ の 示 す 通 り ， イ ン ド の １ ４ 億 人 市 場

（ 2 0 5 0 年 の 国 連 予 測 で は １ ６ 億 1 0 0 0 万 人 ） と も 陸 続 き で リ ン ク

し て い る ．  

A S E A N の 人 口 ７ 億 人 を 加 え る と ， お よ そ 3 3 億 人 （ 2 0 2 0 年 ）

も の 人 口 を 有 す 超 巨 大 市 場 と な っ て い る ．  

 こ の 超 巨 大 市 場 の 国 境 検 問 が 廃 止 さ れ ， 輸 出 入 の 手 続 き が 大

幅 に 緩 和 さ れ れ ば ， 後 述 す る よ う に 国 際 物 流 コ ス ト の 大 幅 な 低 減

も 可 能 に な り ， 市 場 の 活 性 化 に 大 き な 進 展 が 見 ら れ る こ と は 間 違

い な い だ ろ う ．  
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図 2 - 5  中 国 の 年 齢 層 別 の 人 口 推 移 [ 7 ]  
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図 2 - 6  イ ン ド の 人 口 推 移 [ 8 ]  
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2 . 2 . 4  日 本 企 業 の 「 ア ジ ア 移 転 」  

A S E A N 市 場 の 統 合 に よ り 自 由 物 流 圏 が 構 築 さ れ れ ば ， 経

済 活 動 の さ ら な る 活 性 化 が 予 想 さ れ る ．  

 こ れ ま で 日 本 企 業 の 多 く が 進 出 し て き た 中 国 は 人 件 費 ， 労 働

費 ， 地 価 ， 物 価 全 般 の 急 騰 も あ り ， 日 本 企 業 は A S E A N と の 連

携 を よ り 一 層 ， 強 め る 傾 向 に あ る ．  

日 本 企 業 が A S E A N へ の 投 資 を 行 う こ と で ， A S E A N 全 域 に

お け る 企 業 活 動 の 自 由 度 が 高 ま り ， 輸 送 や 販 売 に 最 も 都 合 の 良

い 場 所 を 選 ん で 工 場 な ど を 建 設 す る と い っ た 生 産 プ ロ セ ス の 最 適

化 な ど も 進 ん で い く こ と が 考 え ら れ る ．  

一 例 を あ げ る と ， タ イ に は 「 ミ ニ 大 田 区 」 と 呼 ば れ る 日 本 の 中 小

企 業 が 相 次 い で 進 出 し て い る 地 域 が あ る ． す な わ ち タ イ の バ ン コ ク

郊 外 に あ る ア マ タ ナ コ ン 工 業 団 地 に あ る 「 オ オ タ テ ク ノ パ ー ク 」 で ，

中 小 企 業 向 け の 集 合 工 場 が 建 設 さ れ て い る が ， 当 該 団 地 に 大

田 区 の 中 小 企 業 が 進 出 す る こ と を 大 田 区 が 支 援 し て い る の で あ

る ． 少 子 高 齢 化 な ど で 日 本 国 内 で の 操 業 が 難 し く な っ た 東 京 都

大 田 区 の 中 小 企 業 が 相 次 い で ， 移 転 し て い る ． さ ら に 「 ミ ニ 大 田

区 」 で 生 産 さ れ た 製 品 は A S E A N 全 域 ， さ ら に は 日 本 ， 中 国 な ど

に も 輸 出 さ れ る [ 9 ] ．  

 他 方 ， 日 本 で も 対 外 経 済 政 策 推 進 対 策 事 業 が 進 み ， シ ー ム レ

ス な 物 流 圏 構 築 と 国 内 物 流 イ ン フ ラ 整 備 に よ る ア ジ ア ワ イ ド の 効

率 的 な 物 流 シ ス テ ム の 構 築 が 進 め ら れ て き た ． な お ， シ ー ム レ ス 物

流 と は ， 「 継 ぎ 目 の な い 物 流 」 と い う 意 味 で ， 複 数 の 荷 主 が 複 数

の サ ー ビ ス を 統 合 し て 利 活 用 す る こ と を 念 頭 に お い て い る ．  

た だ し ， A S E A N の 物 流 網 の 現 代 化 に あ わ せ て ， サ プ ラ イ チ ェ ー

ン セ キ ュ リ テ ィ の 視 点 な ど か ら ， マ ラ ッ カ 海 峡 に 出 没 す る 海 賊 問

題 ， コ ン テ ナ ジ ャ ッ ク ， あ る い は テ ロ に よ る 貨 物 襲 撃 な ど の リ ス ク に

対 す る 十 分 な 備 え な ど も 必 要 に な る ．  
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2 . 3  国 際 物 流 イ ン フ ラ の 強 化  

 本 節 で は 地 域 経 済 統 合 に よ り , 国 際 物 流 に お け る イ ン フ ラ ス ト ラ

ク チ ャ ー の 強 化 と 関 税 の 撤 廃 な ど が 行 わ れ , 貿 易 の 促 進 が 国 際 レ

ベ ル で 推 進 さ れ て い る こ と を 確 認 す る .  

 

2 . 3 . 1  地 域 経 済 統 合 の 進 展  

 国 際 的 な 視 点 か ら 考 え る と ， ア ジ ア で 近 年 ， 自 由 貿 易 協 定 や 地

域 経 済 統 合 が 本 格 的 に 進 展 し て き た こ と が あ げ ら れ る ． 自 由 貿

易 協 定 （ F r e e  T r a d e  A g r e e m e n t ） と は 表 2 - 1 の 示 す よ う に ，

地 域 経 済 統 合 の 派 生 型 の 1 つ で ， 物 品 の 関 税 や 制 約 の 多 い 通

商 ル ー ル ， サ ー ビ ス 貿 易 な ど の 障 壁 を 撤 廃 す る 国 際 協 定 で あ る ．

代 表 的 な も の と し て 北 米 自 由 貿 易 協 定 （ Ｎ Ａ Ｆ Ｔ Ａ ） が あ げ ら れ る

が ， ア ジ ア で は こ れ ま で そ れ ほ ど 注 目 さ れ て こ な か っ た が ， 近 年 の 進

展 を 踏 ま え た 先 行 研 究 も 出 て き て い る [ 1 0 ] ．  
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表 2 - 1  主 な 地 域 経 済 統 合 [ 1 1 ]  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済統合の種類 概要 具体例

自由貿易協定 域内での関税を撤廃する

TPP（環太平洋パートナーシップ協
定）、北米自由貿易協定（NAFTA）、
ASEAN（東南アジア諸国連合）、
EFTA（欧州自由貿易連合）

関税同盟
域内での関税撤廃に加え
て、域外に対して共通関税
を設定する

MERCOSUR（メルコスール：南米
南部共同市場）

経済同盟

域内での関税撤廃に加え
て、域外に対して共通関税
を設定することに加えて、
域内の資本、労働力の移動
の自由化、共同通貨、共通
金融政策を実施

EU（欧州連合）
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A S E A N 諸 国 は 「 A S E A N 自 由 貿 易 地 域 」 （ Ａ Ｆ Ｔ Ａ ） を 締 結

し ， A S E A N 域 内 の 関 税 ， 非 関 税 障 壁 を 段 階 的 に 撤 廃 す る 流 れ

が あ る 程 度 ， 加 速 し た ２ ０ ０ ０ 年 代 に ， 中 国 ， 台 湾 ， 韓 国 ， 日 本 な

ど の 東 ア ジ ア 諸 国 が ， ２ 国 間 の 自 由 貿 易 協 定 を さ ま ざ ま な か た ち

で 組 み 合 わ せ て い く よ う に な り ， 次 第 に 巨 大 な ア ジ ア 自 由 貿 易 圏

が 形 成 さ れ て い っ た ． そ し て 関 税 が 撤 廃 さ れ た こ と で ， 生 産 拠 点 や

物 流 拠 点 の A S E A N 規 模 で の 集 約 が 行 わ れ ， こ れ ま で は ， 図 2 -

７ の よ う に タ イ な ら タ イ で ， ベ ト ナ ム な ら ベ ト ナ ム で 物 流 と 貿 易 を 完

結 し て い た が ， 関 税 撤 廃 に よ り 図 2 - 8 の よ う に 「 イ ン ド シ ナ ワ イ ド で

の 物 流 シ ス テ ム と 貿 易 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 」 が 可 能 に な っ た [ 1 1 ] ．  

な お , 日 & A S E A N の E P A （ 自 由 貿 易 協 定 ） に よ り 日 本 は 貿

易 額 ９ ３ ％ の 部 分 に つ い て 関 税 撤 廃 を 行 い , そ の 他 の も の の 一 定

割 合 に つ い て , 関 税 率 を 一 定 水 準 以 下 に , ブ ル ネ イ , イ ン ド ネ シ ア ,

マ レ ー シ ア , フ ィ リ ピ ン , シ ン ガ ポ ー ル , タ イ は 貿 易 額 ・ 品 目 数 と も に そ

の 9 0 ％ に つ い て 関 税 撤 廃 を 行 い , そ の 他 の も の の 一 定 の 割 合 に

つ い て 関 税 率 を 一 定 水 準 以 下 に す る と の 規 律 を 導 入 し て い る . ま

た カ ン ボ ジ ア , ラ オ ス , ミ ャ ン マ ー , ベ ト ナ ム に つ い て も 関 税 撤 廃 ・ 引

下 げ を 進 め て い る [ 1 2 ] .  

実 際 ， A S E A N 域 内 に 散 在 す る 複 数 の 工 場 や 物 流 セ ン タ ー で

製 品 を 生 産 し ， 管 理 し ， 検 品 し ， 出 荷 す る よ り も ， 巨 大 な 生 産 拠

点 ， 在 庫 拠 点 を １ か 所 に 設 け ， 当 該 セ ン タ ー を 起 点 に 生 産 ， 物 流

ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し た ほ う が 効 果 的 で 低 コ ス ト 化 が 図 れ る ． 部 品

や 完 成 品 の 品 目 ご と に 生 産 拠 点 ， 物 流 拠 点 を 集 約 し ， 相 互 補

完 を 徹 底 さ せ つ つ ， 域 内 自 由 化 の ス ケ ー ル メ リ ッ ト を 享 受 で き る の

で あ る ．  

さ ら に い え ば A S E A N 市 場 の 成 熟 が 見 込 め 始 め た こ と か ら ，

「 チ ャ イ ナ ・ プ ラ ス ワ ン 」 を 推 進 し て い こ う と い う 流 れ も 強 く な っ て き て

い る [ 1 3 ] ．  
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な お ， A S E A N な ど の 経 済 統 合 や 貿 易 に 関 す る 条 約 の 影 響 を

評 価 す る た め に ， 用 い ら れ て き た 貿 易 に お け る 重 力 モ デ ル は 式 ( 1 )

で 示 さ れ る ． 先 行 研 究 に よ り ， E U ，  A S E A N な ど の 顕 在 的 な 経

済 統 合 の 効 果 が 明 ら か に な っ て い る [ 1 4 ] ．  

 

i j
ij

ij

M M
F G

D
                                    ( 2 . 1 )  

こ こ で ， F i j  は 貿 易 量 ，  

M  は そ れ ぞ れ の 国 の 経 済 規 模 ，  

D  は 距 離 ，  

G  は 定 数 で あ る．  

 

 ま た , 重 力 モ デ ル の 推 計 式 は 次 の 式 に な る .  

1 2

3 4 5 6 7 8

( ) ( )
( )

ij i j i j

ij ij ij ij ij ij ij

InT In GDPGDP In GDPPCGDPPC
In Dist Border Language ASEAN EU NAFTA
  

      

  

      
 

( 2 . 2 )   

 

こ こ で ,  

T : 2ij 国間の貿易額 

GDP :GDPi jGDP の積   

GDPPC : GDPi jGDPPC １人当たりの の積  

:ijDist ２国間の距離  

:ijLanguage 共通言語の有無のダミー 

ASEAN :ij ASEANダミー  
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EU :ij EUダミー  

:ijNAFTA NAFTAダミー  

 

 以 上 か ら A S E A N 地 域 が 他 の 貿 易 圏 以 上 に 域 内 貿 易 を 創

出 し て い る か ど う か を 重 力 モ デ ル に よ り 推 計 し た . 重 力 モ デ ル と は ２

国 間 貿 易 の 決 定 要 因 を 考 察 す る 際 に 多 用 さ れ る 推 計 モ デ ル で あ

り , 経 済 規 模 や 所 得 水 準 , ２ 国 間 の 距 離 が 主 な 説 明 変 数 と し て

用 い ら れ る .  

 推 計 の 結 果 , A S E A N ダ ミ ー 係 数 は 1 9 8 0 年 以 降 , 一 貫 し て 統

計 的 に 正 で , 有 意 で あ り , 距 離 の 近 さ と 絶 対 値 で 見 て ほ ぼ 同 程 度

と な る .  
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表 2 - 2  重 力 モ デ ル に よ る 推 計 結 果  

 

出 典 ： 苅 込 俊 二 , 宮 崎 貴 之 , A S E A N に お け る 経 済 統 合 の 進 展

と 日 本 企 業 の 対 応 , み ず ほ 総 研 論 集 , p p . 9 - 1 0 , 2 0 1 4 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差 係数 標準誤差
GDPの積 0.93 0.01 1.03 0.01 1.06 0.01 1.04 0.01 1.03 0.01
1人当たりのGDPの積 0.15 0.01 0.07 0.01 0.05 0.01 0.05 0 0.07 0.01
２国間の距離 -1.22 0.03 -1.32 0.02 -1.32 0.03 -1.24 0.02 -1.29 0.03
２国間の国境の共有の有無のダミー 0.73 0.13 1.16 0.12 1.15 0.12 1.13 0.12 1.15 0.13
共通言語の有無のダミー 0.77 0.05 0.85 0.05 1.19 0.05 1.11 0.05 1.14 0.05
ASEANダミー 1.08 0.28 1.37 0.29 1.51 0.31 1.12 0.28 1.1 0.29
NAFTAダミー -0.32 0.11 -0.29 0.11 -0.25 0.12 0.11 0.12 0.12 0.12
EUダミー -0.52 0.13 0.06 0.1 0 0.12 0.51 0.11 0.5 0.11
定数項 -9.69 0.29 -9.99 0.24 -10.95 0.26 -11.7 0.26 -11.79 0.27

1990年 ２０００年 ２００５年 ２０１０年 ２０１２年



19 
 

 

 

 

 

図 2 - 7  関 税 障 壁 の 高 い A S E A N の 部 品 サ プ ラ イ チ ェ ー ン （ 例 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

部品C部品B部品A 部品D

ベトナム タイ カンボジアラオス

中国

生産 生産 生産

完成品

生産

日本

輸出

ASEAN域内の部品サプリチェーンには関税障壁
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図 2 - 8  関 税 障 壁 の な い A S E A N の 部 品 サ プ ラ イ チ ェ ー ン （ イ メ

ー ジ ）  
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2 . 3 . 2  ア ジ ア 物 流 イ ン フ ラ の 強 化  

次 に A S E A N を 中 心 に 物 流 イ ン フ ラ の 構 築 状 況 に つ い て 概 観

す る ．  

日 本 か ら A S E A N を 構 成 す る 東 南 ア ジ ア 諸 国 に 至 る 物 流 の

動 線 は ， 東 西 南 北 四 方 に 9 0 0 0 k m を 超 え る が ， 現 代 的 な 物 流

ネ ッ ト ワ ー ク は 構 築 さ れ て い な い ． だ が 日 本 や 中 国 と A S E A N 市

場 の 結 び つ き が 強 ま っ て き た こ と を 受 け て ， 物 流 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ

ャ ー （ 以 下 ， 物 流 イ ン フ ラ ） の 整 備 が 大 き な 課 題 と な っ て い る ． 以 下

で ト ラ ッ ク 輸 送 ， 鉄 道 輸 送 ， 海 上 輸 送 ， 航 空 輸 送 に つ い て 概 観 す

る ．  

 

( 1 ) ト ラ ッ ク 輸 送  

 A S E A N 諸 国 で 進 め ら れ て い る 物 流 ネ ッ ト ワ ー ク の 強 化 に 「 ア ジ

ア ハ イ ウ ェ イ 」 が あ る ． ア ジ ア 3 2 カ 国 を 横 断 す る 高 速 道 路 網 で ， ア

ジ ア を 横 断 し ， 近 東 の ト ル コ か ら は 欧 州 自 動 車 道 路 に つ な が る ． そ

の 取 り 組 み は 国 際 連 合 の ア ジ ア 太 平 洋 経 済 社 会 委 員 会

（ U N E S C A P ） を 中 心 に １ ９ ６ ０ 年 代 か ら 行 わ れ て き た ． 主 要 幹 線

ル ー ト は 次 の ８ ル ー ト で あ る ．  

①  東 京 を 起 点 と し て ソ ウ ル ， 北 京 を 経 由 し ， ト ル コ ， ブ ル ガ リ ア に 至

る ル ー ト  

②  イ ン ド ネ シ ア の デ ン パ サ ー ル を 起 点 に イ ラ ン に 至 る ル ー ト  

③  ロ シ ア の ウ ラ ン ウ デ を 起 点 と し ， タ イ ， ミ ャ ン マ ー に 至 る ル ー ト  

④  ロ シ ア の ノ ボ シ ビ ル ス ク を 起 点 と し ， パ キ ス タ ン の カ ラ チ ま で の ル

ー ト  

⑤  上 海 を 起 点 と し ， 南 京 ， 西 安 ， 蘭 州 ， ウ ル ム チ ， タ シ ケ ン ト を 経

由 し ， ト ル コ ， ブ ル ガ リ ア に 至 る ル ー ト  

⑥  釜 山 を 起 点 に ピ ョ ン ヤ ン ， ウ ラ ジ オ ス ト ク ， ハ ル ピ ン を 通 り ， ロ シ ア ，  

ベ ラ ル ー シ に 至 る ル ー ト  
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⑦  ロ シ ア の エ カ テ リ ン ブ ル ク か ら パ キ ス タ ン の カ ラ チ に 至 る ル ー ト  

⑧  ロ シ ア ， フ ィ ン ラ ン ド を 起 点 に サ ン ク ト ペ テ ル ブ ル ク ， モ ス ク ワ を 経

由 し ， イ ラ ン に 至 る ル ー ト  

以 上 の ８ ル ー ト で ア ジ ア 全 域 を ほ ぼ 網 羅 で き る こ と に な る ． な お ，

ア ジ ア ハ イ ウ ェ イ で は ， 中 国 ， 北 東 ア ジ ア ， 中 央 ア ジ ア ， A S E A N 諸

国 な ど の 東 南 ア ジ ア ， 南 ア ジ ア が プ ロ ジ ェ ク ト の 優 先 エ リ ア と な っ て

い る ．  

 

( 2 ) 鉄 道 輸 送  

 ア ジ ア 横 断 の 鉄 道 網 で の 貨 物 輸 送 を 推 進 す る 計 画 も あ る ． ル ー

ト は 次 の ４ ル ー ト で あ る ．  

① 朝 鮮 半 島 か ら 中 国 ， カ ザ フ ス タ ン へ 抜 け る 北 回 廊 ル ー ト  

② 中 国 雲 南 省 か ら タ イ を 経 由 し て ト ル コ に 抜 け る 南 回 廊 ル ー ト  

③  イ ン ド シ ナ 半 島 か ら マ レ ー 半 島 を 経 て ， イ ン ド ネ シ ア に 至 る ル ー ト  

④ ロ シ ア か ら ペ ル シ ャ 湾 に 抜 け る ル ー ト  

た だ し ， ア ジ ア 各 国 の 鉄 道 技 術 や 方 針 が 異 な る た め ， 整 合 性 を

強 め る 必 要 が あ る ． 鉄 道 規 格 の 相 違 な ど か ら 貨 車 間 の 積 み 替 え

な ど に 時 間 が か か り ， 作 業 効 率 性 な ど に 課 題 も あ る ．  

 

( 3 ) 海 上 輸 送  

 イ ン ド ネ シ ア ， フ ィ リ ピ ン ， マ レ ー シ ア ， シ ン ガ ポ ー ル ， ブ ル ネ イ に つ い

て は 前 述 し た よ う に 「 海 の A S E A N 」 と 呼 ぶ こ と が あ る が ， 海 の

A S E A N の 域 内 ， あ る い は 中 国 ， 日 本 な ど の 域 外 に 向 け て は 海

運 に よ る 国 際 物 流 ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ て い る ． 特 に フ ィ リ ピ ン や

イ ン ド ネ シ ア な ど の 島 嶼 部 で は 鉄 道 網 や 高 速 道 路 門 で 拠 点 間 の

物 資 移 動 を 円 滑 に 行 う こ と な ど が 難 し い と い う こ と も あ り ， 域 内 の

主 要 島 群 は R o R o 船 を 用 い た 航 路 を 活 用 し て い る [ 1 5 ] ．   

た だ し A S E A N 間 の 海 上 輸 送 ネ ッ ト ワ ー ク は 発 展 途 上 に あ る ．
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コ ン テ ナ 港 の 拡 充 や フ ェ リ ー 航 路 の 増 設 な ど が 必 要 に な っ て き て い

る ． ま た イ ン ド シ ナ 半 島 部 と の 物 流 的 な 連 動 も 大 き な 課 題 と な っ て

い る ． 表 3 - 2 及 び 表 3 - 3 の 示 す よ う に A S E A N の 物 流 ネ ッ ト ワ

ー ク の 充 実 も 急 が れ る 状 況 と な っ て い る ．  

と は い え ， シ ン ガ ポ ー ル の よ う に 世 界 最 高 水 準 の 港 湾 イ ン フ ラ を

備 え る 国 も あ る ． シ ン ガ ポ ー ル 港 は コ ン テ ナ 港 と し て 高 い 水 準 の 設

備 を 備 え て い る ． コ ン テ ナ の 荷 役 作 業 は ブ ラ ニ ， ケ ッ ペ ル ， パ シ ル パ

ン ジ ャ ン ， タ ン ジ ョ ン パ ガ ー の ４ つ の コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル で 行 わ れ て い

る が ， そ の な か で も パ シ ル パ ン ジ ャ ン の 機 能 は 高 く ， 最 先 端 技 術 を

導 入 し た ハ イ テ ク タ ー ミ ナ ル で ， シ ン ガ ポ ー ル 港 の 水 深 １ ５ m の バ ー

ス と コ ン テ ナ １ ８ 列 に 対 応 で き る 岸 壁 用 ク レ ー ン が 設 置 さ れ て い る ．

貿 易 に つ い て も 港 湾 関 連 の 申 請 業 務 は す べ て Ｉ Ｔ 化 さ れ て い る

[ 1 6 ] ．  

な お ， 中 国 に つ い て は 上 海 港 が ， 中 国 最 大 の 港 湾 で ， 長 江 中 ，

上 流 域 か ら の 貨 物 も 集 積 し て い る ．  
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表 3 - 2  A S E A N 諸 国 の 物 流 イ ン フ ラ の 現 状 と 課 題  

 

出 典 ： 鈴 木 邦 成 , ア ジ ア 物 流 と 貿 易 の 実 務 、 日 刊 工 業 新 聞

社 , 2 0 1 3 年 を 参 考 に 作 成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

項目 現状 課題

空港

タイ,シンガポール,マレーシアなどの一
部の国がハブ機能を有している。海の
ASEAN,インドシナ半島の空港は老朽化
が課題である。

貨物ターミナル、保税エリアの拡充

港湾
コンテナ港が少なく、水深の浅い
旧式の港湾が多い。

港湾荷役作業の効率化、IT化、コンテ
ナ港の拡充、水深の世界標準への対応

鉄道
線路および施設の老朽化が進ん
でいる。車両も旧式のものが多
い。

軌道の統一、貨物ターミナルの拡充、新
路線の敷設

道路
大都市圏の交通渋滞が深刻であ
る。高速道路の建設は進行中の
国が多い。

道路網の拡充、都市鉄道、都市バス網
の充実などによる市内渋滞の緩和

国際物流・
貿易実務

税関のIT化の遅れどにより通関
業務が高コスト化、非効率化して
いる。

IT化の推進、通関システムの簡便化



25 
 

表 3 - 3  ア ジ ア 諸 国 の 国 際 物 流 イ ン フ ラ の 比 較  

国 名  解 説  

シ ン ガ ポ ー ル  チ ャ ン ギ 国 際 空 港 ， シ ン ガ ポ ー ル 港 な ど の Ｉ Ｔ 化 さ れ た

国 際 物 流 イ ン フ ラ が 世 界 最 高 水 準 で あ る  

香 港  航 空 貨 物 タ ー ミ ナ ル に 力 を 入 れ る 香 港 国 際 空 港 ，

中 国 大 陸 を 後 背 圏 に 持 つ 唯 一 の 港 湾 で あ る  

タ イ  バ ン コ ク ・ ス ワ ン ナ プ ー ム 国 際 空 港 や バ ン コ ク 港 ，  

レ ム チ ャ バ ン 港 を 有 し ， 国 内 道 路 網 も 強 化 し て い る  

台 湾  高 雄 港 ， 台 湾 桃 園 国 際 空 港 を 有 し ， ハ イ テ ク ，  

家 電 ， 半 導 体 な ど の 台 湾 主 要 産 業 の 生 産 ， 調 達 物

流 ネ ッ ト ワ ー ク で ， ア ジ ア 諸 国 と 密 接 に リ ン ク し て い る  

韓 国  仁 川 国 際 空 港 ， 釜 山 港 な ど で 東 ア ジ ア の ハ ブ 機 能 を

集 約 し て い る ． 日 中 間 の 物 流 ハ ブ 拠 点 と し て 活 用 さ

れ る  

日 本  ア ジ ア に お け る 物 流 ハ ブ 機 能 の 回 復 が 課 題 ． 羽 田 の

再 国 際 化 な ど を 推 進 し て い る  

出 典 ： 鈴 木 邦 成 , 国 際 物 流 の し く み と と 貿 易 の 実 務 、 日 刊 工 業

新 聞 社 , p . 2 1 3 ,  2 0 1 0 年  
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 ( 4 )  航 空 輸 送  

 ア ジ ア 諸 国 の 航 空 輸 送 に 係 わ る イ ン フ ラ に つ い て 見 る と 、 シ ン ガ

ポ ー ル ， 香 港 ， さ ら に は 中 国 （ 上 海 ） ， 台 湾 な ど の 空 港 は 国 際 物 流

に お け る 一 定 以 上 の 水 準 を 有 し ， ハ ブ 機 能 も 備 え て い る ．  

 し た が っ て A S E A N ， 中 国 な ど に 集 約 し た 生 産 拠 点 の さ ま ざ ま な

製 品 を 国 際 物 流 に お け る ハ ブ 機 能 を 有 す 中 国 （ 上 海 ） ， 韓 国 （ 仁

川 ） ， シ ン ガ ポ ー ル ， 香 港 ， マ レ ー シ ア ， さ ら に は タ イ の バ ン コ ク ・ ス ワ

ン ナ プ ー ム 国 際 空 港 な ど で 荷 合 わ せ し ， グ ロ ー バ ル 貨 物 輸 送 に 活

用 す る と い う 方 策 が と ら れ て い る ．  

  

 

2 . 3 . 4  地 域 経 済 統 合 に お け る 国 際 物 流 コ ス ト  

 本 節 で は 地 域 経 済 統 合 に お け る 国 際 物 流 コ ス ト を 概 観 す る .  

 

( 1 ) 国 際 輸 送 コ ス ト  

国 際 輸 送 コ ス ト は ， 図 2 - 9 の 示 す よ う に ， ま ず 輸 出 側 の コ ス ト

と し て ， 出 荷 元 （ 発 荷 主 ） と な る 生 産 拠 点 ・ 工 場 で の 梱 包 費 用 ，

工 場 ・ 港 湾 / 空 港 間 な ど の ト ラ ッ ク 輸 送 費 ， 輸 出 通 関 料 ， 仕 向 け

地 ま で の 輸 送 単 価 / ｋ ｍ も し く は コ ン テ ナ あ た り の 輸 送 単 価

/ 2 0 f e e t コ ン テ ナ （ 4 0 f e e t コ ン テ ナ ） ， さ ら に 輸 入 側 の コ ス ト と し

て ， 通 関 費 用 ， 内 陸 の ト ラ ッ ク 輸 送 費 な ど の 総 計 で あ る ． な お ， 港

湾 / 空 港 の 諸 経 費 ， 手 数 料 ， セ キ ュ リ テ ィ 費 用 ， 燃 料 サ ー チ ャ ー ジ

な ど も 含 ま れ る [ 1 7 ] ．  
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図 2 - 9  国 際 輸 送 コ ス ト の 内 訳  
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( 2 ) 関 税 額  

関 税 が 課 せ ら れ る 品 目 の 場 合 ， 関 税 額 の 算 出 は 「 関 税 評 価

額 （ C I F 価 格 ）  x  関 税 率 」 で 計 算 さ れ る 国 が 多 い ． ① 製 品 の 価

格 を 下 げ る か ， ② 関 税 率 を 下 げ る か ， あ る い は ③ そ の 両 方 が 実 現

で き れ ば 関 税 関 連 の コ ス ト は 削 減 で き る [ 1 8 ] ．  

A S E A N に お い て は ， 最 適 生 産 地 を 選 択 す る こ と で 製 品 価 格

を 下 げ ， さ ら に A S E A N 域 内 で の 物 資 輸 送 に つ い て は ， 関 税 が か

か ら な い と い う メ リ ッ ト を 生 か し て い け ば ， ① ， ② を と も に 実 現 し た ③

に よ り 関 税 関 連 の コ ス ト を 削 減 で き る ．  

 

( 3 ) 輸 送 単 位  

F C L （ 大 口 貨 物 ： F u l l  C o n t a i n e r  L o a d ） と し て コ ン テ ナ を 1

個 単 位 で 借 り 切 る 輸 送 形 態 で 輸 出 す る か ， L C L （ 小 口 貨 物 ：

L e s s  t h a n  C o n t a i n e r  L o a d ） と し て 1 コ ン テ ナ に 複 数 荷 主 の

貨 物 を 混 載 す る 輸 送 形 態 で 輸 出 す る か を 確 認 す る ． 運 賃 は ，

F C L が 1 コ ン テ ナ 単 位 ， L C L は 重 量 ま た は 体 積 の 大 き い 方 に 基

づ き 計 算 さ れ る が 貨 物 が ま と ま れ ば F C L の 方 が 割 安 と な る [ 1 9 ] ．  

品 目 に よ っ て は 輸 出 国 で 完 成 品 に し な い 状 態 で 輸 出 し た ほ う

は 関 税 が 安 く な る ケ ー ス も あ る が 一 連 の 「 設 備 」 と し て F C L に よ り

輸 出 し た ほ う が 関 税 の 減 免 効 果 が 得 ら れ る こ と も あ る ．  

 

( 4 )  H S コ ー ド の 精 査  

貿 易 に お け る 物 品 に は H S コ ー ド （ H S 番 号 ） [ 2 0 ] が 振 ら れ て い

る が ， 関 税 率 は H S コ ー ド ご と に 決 め ら れ て い る ． 製 品 の 性 質 ・ 仕

様 の 誤 解 な ど か ら 本 来 採 番 さ れ る べ き 番 号 と は 異 な る H S コ ー ド

に 振 ら れ て い る 可 能 性 も あ る の で ， 適 切 な H S コ ー ド か ど う か を 再

確 認 す る 必 要 が あ る ．  

前 も っ て 現 地 税 関 に 書 面 で H S コ ー ド を 照 会 す る 事 前 教 示 制
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度 が 存 在 す る 国 が 多 い が ， 開 発 途 上 国 の 多 く で は 事 前 教 示 制

度 が 存 在 し な か っ た り ， 機 能 し て い な か っ た り す る ケ ー ス も あ る ．  

本 来 の Ｈ Ｓ コ ー ド と は 異 な る Ｈ Ｓ コ ー ド が つ け ら れ て 通 関 を 通 り ，

関 税 を 必 要 以 上 に 払 う こ と の な い よ う に 努 め る ．  

な お , H S コ ー ド は 第 ５ 章 で 考 察 す る キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 に お い て

も 適 用 さ れ る こ と か ら , 地 域 経 済 統 合 に お け る 効 率 化 と 規 制 強 化

に 係 わ る ツ ー ル と し て の 両 面 を 持 ち 合 わ せ て い る と も い え る .  

 

( 5 ) 優 遇 税 制 制 度  

外 資 誘 致 の た め ， 一 定 期 間 の 法 人 税 の 免 除 な ど を 行 っ て い る

国 も あ る が 関 税 に つ い て も 一 定 の 要 件 を 満 た す 企 業 の 輸 入 品 の

関 税 を 減 免 す る ケ ー ス も あ る ． 企 業 投 資 を 促 進 す る こ と が 目 的 で

あ る ．  

 

( 6 ) 付 加 価 値 税 / 消 費 税 / 増 値 税  

国 内 製 品 の 流 通 に 付 加 価 値 税 な ど が か け ら れ て い る た め ， 輸

入 品 に つ い て も 輸 入 の 際 に か け る ケ ー ス が 多 い ， 特 定 の 条 件 を 満

た す こ と で 還 付 が 可 能 の 場 合 も あ る ． 返 品 な ど に よ る 修 理 ， 修 繕

な ど で 一 度 輸 出 し た も の を 「 再 輸 入 」 し た 場 合 に は 付 加 価 値 税 な

ど が 免 除 さ れ る こ と も あ る ．  

 

( 7 )  通 関 業 務 の 人 件 費  

 通 関 業 務 に つ い て は , 電 子 化 ， 自 動 化 ， 省 人 化 な ど を 推 進 す る

こ と で コ ス ト 削 減 を 図 る 動 き も 進 ん で い る ． R P A （ ロ ボ テ ィ ク ス ・ プ

ロ セ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン ） の 導 入 な ど に よ り 完 全 自 動 化 を 目 指 す

動 き も 強 ま っ て い る [ 2 1 ] ．  



30 
 

 ま た ， 現 地 の 業 務 に あ た る ス タ ッ フ の 入 れ 替 わ り が 激 し い と ， 業

務 が 円 滑 に 進 ま ず ， 効 率 が 悪 く ， コ ス ト 高 に な る ． 現 地 の 労 働 環

境 や 文 化 な ど に 十 分 配 慮 し て 人 材 を 確 保 す る こ と も 望 ま れ る ．  

 

2 . 4 考 察 及 び ま と め  

 日 本 を 起 点 と し た グ ロ ー バ ル 調 達 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 考 え た 場

合 ， 本 章 で 概 観 し た よ う に 日 本 国 内 か ら 労 働 力 が 安 価 な 海 外 に

拠 点 を 移 し て い く 場 合 ， 生 産 コ ス ト の 低 減 を 実 現 で き る 代 わ り に

サ プ ラ イ チ ェ ー ン の 物 理 的 な 距 離 が 伸 び る と い う こ と に な る ．  

近 年 ， A S E A N で 進 む 経 済 統 合 の 動 き を 踏 ま え る と ， 税 関 手

続 き の 簡 素 化 や 関 税 の 軽 減 措 置 と い う 恩 恵 を 受 け る こ と に な り

国 際 物 流 コ ス ト に 係 わ る 負 担 増 は 少 な い ． し か し 現 時 点 で は 税

関 手 続 き の 簡 素 化 は シ ン ガ ポ ー ル な ど の 一 部 の 国 の み で し か 行 わ

れ て お ら ず ， 税 関 業 務 に 時 間 を 要 す る 国 も 多 く , 簡 素 化 が ア ジ ア

全 域 に 行 き 渡 る に は な お 時 間 を 要 す る ．  

他 方 ， A S E A M 諸 国 の 国 際 物 流 イ ン フ ラ は 強 化 , 発 展 の 方 向

に あ る が , い ま だ 途 上 段 階 に あ り ， よ り 一 層 の 整 備 が 必 要 と な っ て

い る ． 物 流 イ ン フ ラ の 老 朽 化 や 現 代 化 の 遅 れ に よ り ， 円 滑 な 物 流

シ ス テ ム の 構 築 に 対 す る 早 急 な 対 応 も 課 題 で あ る ．  

以 上 を 踏 ま え , 第 ４ 章 で は 中 国 の 物 流 園 区 な ど の 保 税 ， 税 関

及 び 港 湾 シ ス テ ム を 概 観 し ， A S E A N 諸 国 と の 比 較 か ら ， そ の 国

際 物 流 シ ス テ ム に お け る 優 位 性 を 検 証 す る こ と に す る ．  
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第 ３ 章  中 国 に お け る 輸 入 管 理 体 制  

 

3 . 1  本 章 の 目 的  

本 章 で は 議 論 の 対 象 を 中 国 に 絞 り ， 国 際 業 務 に お け る 輸 入

規 制 に つ い て 考 察 し , 加 え て コ ン テ ナ ヤ ー ド の 実 地 調 査 も 踏 ま え て

分 析 ， 考 察 し ， 検 討 を 行 う ．  

 

3 . 2  中 国 の 国 際 物 流 イ ン フ ラ  

表 3 - 1 が 示 す よ う に 中 国 に は 世 界 最 大 の 取 扱 貨 物 量 を 誇 る

上 海 を 筆 頭 に , 寧 波 の 舟 山 港 ， 広 州 港 ， 天 津 港 ， 青 島 港 ， 天 津

港 , 大 連 港 が 世 界 1 0 大 港 湾 に 入 る 取 扱 貨 物 量 を 上 げ て い る ．   

な お ， 中 国 の 国 際 イ ン フ ラ は 直 近 の 1 5 年 で 急 速 に 発 展 し て い

る ． 2 0 0 3 年 の 資 料 で は 世 界 1 0 大 港 湾 に 入 る 中 国 の 港 湾 は 上

海 港 ， 広 州 港 の 2 港 湾 の み で あ り ， 上 海 に つ い て も シ ン ガ ポ ー ル

港 や ロ ッ テ ル ダ ム 港 に 後 れ を 取 っ て い た [ 1 ] ．  

ま た ， 空 港 イ ン フ ラ に つ い て の 整 備 も 進 み ， 上 海 ， 広 州 ， 北 京 の

3 空 港 が ハ ブ 機 能 を 有 し て い る ． 空 輸 に つ い て も 中 国 を 起 点 と し

た ア ジ ア ， 並 び に ワ ー ル ド ネ ッ ト ワ ー ク が 構 築 さ れ て い る ．  

さ ら に ， 雲 南 省 を 起 点 に イ ン ド シ ナ と の 鉄 道 ， お よ び ト ラ ッ ク に よ

る 物 流 ル ー ト の 強 化 が 進 ん で い る ． 「 メ コ ン 経 済 圏 」 の 視 点 か ら の

物 流 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 強 化 し ， さ ら に ロ シ ア な ど の 鉄 道 を リ ン ク

さ せ る こ と で ， シ ベ リ ア 鉄 道 に 接 続 ， ユ ー ラ シ ア 大 陸 を 網 羅 し た 鉄

道 貨 物 輸 送 も 可 能 で あ る ．  

こ の よ う に 中 国 の 国 際 物 流 イ ン フ ラ は ア ジ ア で 群 を 抜 い て お り ，

東 南 ア ジ ア の 発 展 途 上 な 国 際 物 流 イ ン フ ラ に 大 き な 差 を つ け て い

る ． そ れ ゆ え ， 日 本 企 業 に お い て も 円 滑 な 部 品 調 達 や 完 成 品 の

輸 入 や 部 品 ・ 素 材 ， 完 成 品 の 輸 出 を 進 め る う え で も 中 国 の 存 在

は 重 要 で あ る ．  
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表 3 - 1  世 界 の 港 湾 取 扱 貨 物 量  

 

出 典 ： S H I P P I N G  S T A T I S T I C S  Y E A R B O O K  2 0 1 9 よ り

国 土 交 通 省 港 湾 局 作 成  

 

 

 

 

 

 

 

 

順位 港湾 国・地域名 取扱貨物量（百万t）

1 上海 中国 684

2 シンガポール シンガポール 630

3 寧波 中国 552

4 広州 中国 534

5 ポートヘッドランド オーストラリア 513

6 青島 中国 495

7 ロッテルダム オランダ 469

8 釜山 韓国 461

9 天津 中国 366

10 大連 中国 343

11 光陽 韓国 302

12 厦門 中国 282

13 サウスルイジアナ 米国 275

14 香港 香港 259

15 ヒューストン 米国 244

16 アントワープ ベルギー 235

17 イタキ ブラジル 235

18 深圳 中国 225

19 秦皇島 中国 222

20 ポートケラン マレーシア 221
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3 . 3  中 国 税 関  

輸 出 入 管 理 の 実 務 は 税 関 を 起 点 と し て 行 わ れ て い る ．  

中 国 の 輸 出 入 通 関 は E D I （ 電 子 デ ー タ 交 換 ） の 導 入 が 進 ん で

い て ， 通 関 は ペ ー パ ー レ ス 化 さ れ ， オ ン ラ イ ン 電 子 申 告 で 輸 出 入

手 続 き が 行 え る よ う に な っ て い る ．  

貨 物 の 輸 出 入 申 告 手 続 き は 中 国 の 税 関 法 に 定 め ら れ て い る ．  

輸 出 申 告 の 場 合 は 原 則 と し て 税 関 の 監 督 管 理 保 管 場 所 に

搬 入 し て か ら ， コ ン テ ナ 船 な ど へ の 積 込 み 作 業 を 行 う 1 日 （ 2 4 時

間 ） 前 ま で に 行 う 必 要 が あ る と さ れ て い る ．  

輸 入 申 告 の 場 合 は 申 告 さ れ た 本 船 入 港 日 か ら 2 週 間 （ 1 4 日 ）

以 内 と さ れ て い る ． 税 関 の 検 査 な ど を 受 け て 輸 入 手 続 き を 完 了 す

る ま で ， あ る い は 開 発 輸 入 な ど で 再 輸 出 さ れ る ま で に 事 後 管 理 が

行 わ れ る こ と に な る ．  

な お ， 中 国 税 関 （ 税 関 総 署 ） は 表 3 - 2 の よ う に 税 関 企 業 信 用

管 理 弁 法 に 基 づ い て ， 企 業 を 認 証 企 業 （ 高 級 認 証 企 業 及 び 一

般 認 証 企 業 ） ， 一 般 信 用 企 業 ， 信 用 失 墜 企 業 に ラ ン ク 分 け す る

「 税 関 信 用 ラ ン ク 制 度 」 を 設 け て い る ． 日 本 の A E O

（ A u t h o r i z e d  E c o n o m i c  O p e r a t o r ： 認 定 事 業 者 ） 制 度 に

相 当 す る 重 要 な 制 度 で あ る ．  

認 証 企 業 は 高 級 認 証 企 業 と 一 般 認 証 企 業 に 分 け ら れ る ． 一

般 認 証 企 業 に 対 し て は ， 優 先 的 な 通 関 手 続 の 実 施 ， 税 関 に 提

出 す る 担 保 の 減 額 が ， 高 級 認 証 企 業 に は そ の 免 除 の 申 請 が ， そ

れ ぞ れ 認 め ら れ て い る ．  

な お ， 一 般 信 用 企 業 と は 標 準 的 な ラ ン ク 付 け で あ り ， 通 常 ， 税

関 へ の 登 録 は 一 般 信 用 企 業 で 基 準 を 満 た す こ と で 認 証 企 業 へ

と 昇 格 さ れ る ． 反 対 に 懲 罰 に 値 す る 行 為 を 行 え ば 信 用 失 墜 企 業

に 降 格 さ れ る ． 信 用 喪 失 企 業 に 降 格 さ れ た 企 業 の 輸 出 入 貨 物

の 検 査 率 は 8 0 ％ 以 上 と な る [ 2 ] ．  
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中 国 の 輸 出 入 通 関 シ ス テ ム は 区 域 内 の 企 業 は ， 輸 出 入 通 関

の 申 告 方 法 と 申 告 税 関 を 自 主 的 に 選 択 で き る よ う に な っ て い る ．   

ま た ， 輸 出 入 通 関 シ ス テ ム の 一 体 化 も 図 ら れ て お り ， 長 江 流 域

に お け る 一 体 化 （ 長 江 一 体 化 ） で は ， 上 海 ， 南 京 ， 杭 州 ， 寧 波 ，

合 肥 ， 南 昌 ，  武 漢 ， 長 沙 ， 重 慶 ， 成 都 ， 貴 陽 ， 昆 明 の 1 2 税 関

（ 十 二 関 如 一 関 ） が 一 体 化 の 対 象 と な っ て い る ．  通 関 シ ス テ ム を

一 体 化 さ せ る こ と に よ っ て ， 税 関 ご と に 生 じ る 懸 念 の あ る 書 類 審

査 で 生 じ る バ ラ つ き を 解 消 す る 狙 い が あ る ．  

 

 

表 3 - 2  中 国 税 関 ラ ン ク の 格 付 け  

 

出 典 ： 中 国 税 関 総 署 , 税 関 企 業 信 用 管 理 弁 法 （ 税 関 総 署 令

[ 2 0 1 8 ] 2 3 7 号 ） ,  2 0 1 8 年 5 月 1 日 施 行  

 

 

 

 

 

 

 

格付け 概要 輸出入貨物検査率

認証企業（高級認証企業・一般認証企業）
認証企業への昇格は、税関への申請が必要。認
証企業に対しては、優先的な通関手続の実施、

輸出入貨物の平均検査率が一般
信用企業平均検査率の20％以
下、一般認証企業は、同一般信
用企業の50％以下

一般信用企業
標準ランクであり、税関への初登録に際しては
一般信用企業となる。

標準的な検査率

信用喪失企業
密輸、税関に対する虚偽の申告や隠ぺいなどが
ある場合懲罰的な対応となる

輸出入貨物平均検査率が80％
以上
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3 . 4  中 国 の 輸 入 規 制  

中 国 で は ， 海 外 輸 出 規 制 に 関 連 す る 法 令 規 定 や 関 連 通 達 も

膨 大 な 数 に 上 り ， ま た 改 正 な ど も 頻 繁 に 行 わ れ て い る ． 以 下 は 代

表 的 な 規 制 で あ る ．  

な お ， 中 国 に よ る 輸 入 規 制 は 日 本 側 か ら 見 た 場 合 は 日 本 の 輸

出 に 対 し て か か る 中 国 に よ る 制 約 と い う こ と に な る ． 日 本 側 が 自 ら

の 輸 出 に 対 し て 自 ら 制 約 を 与 え る 「 日 本 の 輸 出 規 制 及 び 輸 出 管

理 」 に つ い て は 第 ４ 章 で 考 察 す る ．  

 

( 1 )  中 国 版 R o H S へ の 対 応  

中 国 版 R o H S の 対 象 と な る 物 質 は 欧 州 の R o H S と 同 じ ６ 物

質 で ， 電 子 レ ー ダ ー ， 電 子 通 信 機 器 ， ラ ジ オ ・ テ レ ビ ， コ ン ピ ュ ー タ ，

家 庭 用 電 子 製 品 ， 電 子 応 用 製 品 な ど の 電 子 情 報 関 連 の 製 品 ，

部 品 な ど と な る ． 有 毒 有 害 物 質 の 名 称 ， 含 有 量 ， リ サ イ ク ル の 可

否 の 表 示 な ど が 必 要 で あ る ． 該 当 製 品 に は 国 家 標 準 に 基 づ く 梱

包 リ サ イ ク ル 標 識 を 用 い た 包 蔵 材 料 コ ー ド を 表 示 し な け れ ば な ら

な い ．  

 

( 2 )  木 製 梱 包 規 制  

木 製 梱 包 材 に つ い て は ， 国 際 植 物 防 疫 条 約 の 「 国 際 貿 易 に

お け る 木 材 梱 包 材 の 規 制 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン 」 に 基 づ い て 制 定

さ れ た 「 入 国 貨 物 木 材 製 梱 包 材 検 疫 監 督 管 理 弁 法 」 に よ り ， 燻

蒸 処 理 な ど が 義 務 付 け ら れ て い る ． 針 葉 樹 ， 広 葉 樹 に 付 着 す る

害 虫 の 侵 入 な ど を 回 避 す る [ 3 ] ．  

輸 入 貨 物 に 木 箱 梱 包 が 使 用 さ れ る 場 合 は ， 輸 出 国 ・ 地 域 の

政 府 の 検 疫 主 管 部 門 監 督 の も と ， I P P C （ 国 際 植 物 防 疫 条 約 ）

の 要 求 に し た が っ て 害 虫 駆 除 処 理 を 行 う ． 処 理 後 は I P P C 専 用

マ ー ク を 貼 付 す る ．   
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( 3 )  三 検 （ 動 植 物 検 疫 ・ 衛 生 検 査 ・ 商 品 検 査 ）  

「 三 検 」 と い わ れ る 3 種 類 の 検 査 が 通 関 の 前 段 階 に お い て 実

施 さ れ る ．  

 動 物 検 疫 は 動 物 ， 植 物 な ど の 加 工 製 品 な ど を 対 象 に し た 検 疫

検 査 で あ る ． 図 3 - 1 は ， 一 例 と し て ， 馬 お よ び 動 物 遺 伝 物 質 の 輸

入 検 疫 手 続 の 流 れ を 示 し た も の で あ る ．  

衛 生 検 査 と は 食 べ 物 や 肌 に 触 れ る も の に つ い て ， そ の 成 分 や 病

原 菌 な ど を 調 べ る 検 査 で あ る ． 輸 入 食 品 （ 飲 料 ， 酒 類 ， 糖 類 を 含

む ） ， 食 品 添 加 物 ， 食 品 容 器 ， 包 装 材 料 ， 食 品 製 造 器 具  お よ び

設 備 が 対 象 と な る ． 中 国 の 輸 入 食 品 は 2 2 類 に 大 き く 分 け ら れ て

い る [ 4 ] ．  

な お ， 衛 生 検 査 は 通 関 前 の 書 類 審 査 と 通 関 時 の 現 物 検 査 に

分 け て 2 段 階 で 実 施 さ れ る ．  

商 品 検 査 は 自 動 車 や 家 電 な ど 商 品 の 品 質 と 安 全 に 関 す る 検

査 で あ る ．  
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図 3 - 1  馬 お よ び 動 物 遺 伝 物 質 の 輸 入 検 疫 手 続 の 流 れ  

出 典 ： 平 成 1 7 年 度 調 査  農 林 水 産 物 ・ 食 品 輸 出 マ ニ ュ ア

ル , p . 5 9  

 

 

 

 

 

 

輸入時の検疫申請

検査

輸入港現場検疫

不合格の場合

合格の場合

隔離検疫

試験室検疫

検査結果

合格の場合

不合格の場合

合格の場合は『入境貨物通関単』
が発行

不合格の場合は、返送または処分
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( 4 )  中 国 強 制 認 証 制 度 （ C C C 認 証 ）  

C C C 認 証 と は ， 電 化 製 品 ， 自 動 車 部 品 お よ び 自 動 車 本 体 ， 玩

具 な ど に つ い て 消 費 者 の 安 全 に 係 わ る ， 中 国 の 国 家 安 全 基 準 に

対 す る 適 合 証 明 す る 認 証 で ， 当 該 マ ー ク が な け れ ば ， 輸 入 通 関 を

通 す こ と は で き ず ， 中 国 国 内 で の 販 売 も 不 可 能 で あ る [ 5 ] ．  

 

( 5 ) 中 古 機 器 の 規 制  

中 国 で は 中 古 品 の 輸 入 が 厳 し く 規 制 さ れ て い る ． 輸 ⼊ に つ い

て ， A （ 輸 ⼊ 禁 ⽌ ） ， B （ 輸 ⼊ 制 限 ） ， C （ 輸 入 自 由 ） に 分 類 し て 対

応 し て い る ． 産 業 廃 棄 物 を リ サ イ ク ル な ど で 用 い る 古 紙 ， 廃 プ ラ ス

チ ッ ク 類 な ど の 輸 入 に つ い て も 規 制 さ れ て い る [ 6 ] ．  

 

 

3 . 5 関 税 及 び 保 税 地 域 で の 業 務  

3 . 5 . 1  日 本 の 関 税 の 概 要  

日 本 の 関 税 に 関 す る 法 律 に は ， 関 税 法 ， 関 税 定 率 法 ， 関 税

暫 定 措 置 法 （ 特 恵 関 税 ） が あ り ， こ れ ら を あ わ せ て ， 関 税 ３ 法 と 呼

ん で い る [ 7 ] ．  

関 税 法 で は ， 関 税 の 賦 課 や 徴 収 ， 輸 出 入 通 関 手 続 き な ど に つ

い て 定 め て い る ．  

関 税 定 率 法 で は 輸 入 さ れ る 貨 物 （ 商 品 ） の 関 税 率 が 定 め ら れ

て い る ． 価 格 の 決 定 ， 特 殊 関 税 ， 減 免 税 と 戻 し 税 な ど に つ い て も

定 め て い る ．  

関 税 暫 定 措 置 法 は 特 恵 関 税 制 度 の 適 用 要 件 ， 原 産 地 制 度 ，

適 用 停 止 な ど に つ い て の 法 律 で あ る ．  

 

3 . 5 . 2  中 国 の 関 税 の 概 要  

中 国 の 関 税 は ， 従 価 税 ， 従 量 税 ， 複 合 税 が あ る ． ち な み に 複
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合 税 は 従 価 税 ， 従 量 税 の 特 徴 を 併 せ 持 っ て い る ．  

従 価 税 の 税 率 は （ 関 税 価 格 ） × （ 税 率 ） で 求 め ら れ る が ， 従 量

税 の 課 税 の 基 準 は ， 重 量 ・ 面 積 ・ 長 さ ・ 容 積 ・ 数 量 な ど に よ る ． 従

量 税 で ， （ 輸 入 数 量 ） × （ 単 位 ご と の 税 額 ） で 求 め る ．  

関 税 価 格 は ， 取 引 価 格 を も と に 税 関 で 決 め ら れ る が ， 輸 送 費 ，

保 険 費 な ど も 含 ま れ る ．  

 ま た ， 修 理 ・ 修 繕 な ど を 経 て 一 年 以 内 に 日 本 に 再 輸 出 さ れ る 場

合 は 減 税 措 置 が 適 用 さ れ る ． な お ， 修 繕 は た と え 単 純 な 作 業 な ど

で 輸 出 元 に 戻 し て も ， 減 税 が 認 め ら れ る ． 損 傷 や 変 質 な ど を 起 こ

し て い る こ と が 判 明 し た 場 合 ， 減 税 さ れ る こ と も あ る ．  

 

3 . 5 . 3  中 国 の 保 税 地 域  

 中 国 に は 表 3 - 3 に 示 す よ う に ， 多 く の 保 税 開 発 区 が あ り ， 輸 出

入 管 理 の 観 点 か ら 考 え る と ， 物 流 園 区 と 保 税 物 流 中 心 の 重 要

性 が 高 い [ 8 ] ．  

 2 0 0 0 年 代 に は 日 本 の 製 造 業 の 多 く は 生 産 コ ス ト の 削 減 を 目

的 に 工 場 を 建 設 し ， 中 国 に 進 出 し た ．  

日 本 か ら 資 材 ・ 部 品 な ど を 調 達 し ， 中 国 の 工 場 で 完 成 品 を 生

産 し ， 日 本 に 輸 出 す る ケ ー ス も 多 い ． 中 国 で の 生 産 量 が 増 え る に

つ れ て ， 品 質 検 査 や 検 品 作 業 な ど を 中 国 内 で 済 ま せ る こ と で 通

関 業 務 や 国 際 的 な 返 品 業 務 の 手 間 を 省 き 効 率 化 を 行 う 傾 向 が

強 ま り ， そ の 結 果 ， 中 国 の 保 税 開 発 区 ， あ る い は 保 税 倉 庫 ・ 保 税

中 心 に 多 く の 物 流 倉 庫 ， 検 品 セ ン タ ー な ど も 多 数 ， 建 設 さ れ る よ

う に な っ た ．  

た だ し ， 中 国 の 保 税 区 ， 輸 出 加 工 区 ， 物 流 園 区 な ど の 特 徴 の

詳 細 は 異 な る ．  

中 国 で 保 税 区 と し て も っ と も 早 く 認 可 さ れ た の は 上 海 の 外 高

橋 保 税 区 で あ る ． 輸 出 加 工 区 は 2 0 0 0 年 以 降 に 認 可 さ れ ， 輸
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出 加 工 業 に 関 連 す る 物 流 企 業 の み が 拠 点 を 設 置 で き る ．  

物 流 園 区 は 保 税 区 に 隣 接 す る 形 で 設 置 さ れ た 物 流 拠 点 を 指

し ， 2 0 0 3 年 よ り 認 可 ， 活 用 さ れ て い る ．  

ま た ， 委 託 加 工 貿 易 も 日 中 間 で は 盛 ん だ が ， 委 託 加 工 に は 来

料 加 工 と 進 料 加 工 が あ る ． 来 料 加 工 と は 日 本 の 加 工 委 託 会 社

な ど が 原 材 料 を 中 国 の 加 工 企 業 に 提 供 し て ， 中 国 で 加 工 し て か

ら ， 日 本 に 再 輸 出 さ れ る か た ち の 加 工 貿 易 を 指 し ， 進 料 加 工 と は

原 材 料 を 保 税 輸 入 し て 加 工 す る 形 態 を い う ．  

 

3 . 5 . 4  物 流 園 区  

中 国 の 物 流 園 区 [ 9 ] は ， 表 ３ - ４ の 示 す よ う に , 保 税 区 域 内 に

お け る 配 送 ， 保 管 ， 物 流 全 般 を 円 滑 に 推 進 す る こ と を 目 的 と し て

設 置 さ れ た ．  

物 流 園 区 で 認 め ら れ て い る 業 務 は ， 通 関 手 続 き を 終 え て い な

い 貨 物 の 保 管 や 簡 単 な 流 通 加 工 ， 検 品 ， 補 修 ， 配 送 ， 輸 出 入

貿 易 業 務 な ど で あ る ． な お ， 簡 単 な 流 通 加 工 と は ， 仕 分 け ， 計 量 ，

梱 包 ， マ ー ク 印 刷 ， ラ ベ ル 貼 り ， 組 立 て な ど を 指 す ．  

ま た ， 園 区 外 か ら 園 区 内 に 貨 物 を 搬 入 す る 際 に 増 値 税 の 輸

出 還 付 が 認 め ら れ て い る ． 搬 入 貨 物 を 一 度 に 輸 出 す る の で は な く ，

分 割 し て 輸 出 す る こ と も で き る ． ち な み に ， 通 常 の 保 税 区 で は 船 積

み ま で は 還 付 さ れ な い ．  

 

3 . 5 . 5  保 税 物 流 中 心  

保 税 物 流 中 心 （ 保 税 物 流 セ ン タ ー ） [ 1 0 ] は 保 税 物 流 業 務 に

特 化 し た 施 設 で あ り ， A 型 と B 型 が あ る ． Ａ 型 は 特 定 企 業 向 け の

保 税 物 流 セ ン タ ー で ， Ｂ 型 は 公 共 性 の 高 い 共 同 物 流 セ ン タ ー で あ

る ． 物 流 園 区 と 保 税 物 流 中 心 は 認 可 ・ 管 轄 が 同 じ で は な く ， 物

流 園 区 が ， 国 務 院 が 認 可 す る 保 税 開 発 区 で あ る の に 対 し て ， 保



43 
 

税 物 流 中 心 Ｂ 型 の 認 可 は 中 国 税 務 総 署 が 行 っ て い る ．  

ま た ， 物 流 園 区 は 港 湾 に 隣 接 し て い る こ と が 設 置 の 条 件 と な っ

て い る が ， 保 税 物 流 中 心 に は そ の 条 件 は な い ． 補 修 ， 検 査 ， 商 品

展 示 な ど は 物 流 園 区 で し か で き な い ．  

保 税 港 区 は 上 海 ， 天 津 ， 大 連 ， 海 南 島 ， 寧 波 な ど に あ る 加 工

企 業 ， サ ー ビ ス 企 業 向 け の 保 税 開 発 区 の 一 種 で ， 中 国 国 内 の

貨 物 を 区 内 に 搬 入 す れ ば ， 増 値 税 の 輸 出 還 付 を 適 用 す る こ と が

で き る ． 貨 物 の 保 税 保 管 輸 出 入 や そ の 他 の 税 関 手 続 き の 未 了

貨 物 の 保 税 寄 託 な ど が 可 能 で あ る ．  
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表 3 - 3  中 国 保 税 区 域 一 覧 表  

名 称  概 要  

保 税 区  外 高 橋 保 税 区 （ 1 9 9 0 年 認 可 ： 上 海 ） が 代 表 的 な 保 税

区 で あ る が ， 他 に 天 津 ， 大 連 ， 広 州 ， 青 島 ， 寧 波 ， 海 南

島 海 口 な ど が あ る ． 貨 物 を 区 内 に 搬 入 し た 段 階 で は 増

値 税 の 輸 出 還 付 は 認 め ら れ て い な い ．  

輸 出 加 工

区  

上 海 （ 松 江 ， 金 橋 ， 青 浦 な ど ） 大 連 ， 天 津 ， 北 京 ， 杭

州 ， 深 セ ン ， 青 島 ， 瀋 陽 な ど が 輸 出 加 工 区 で あ る ． 区 内

で の 委 託 加 工 貿 易 に は 増 値 税 は 課 さ れ な い ．  

物 流 園 区  外 高 橋 保 税 区 ， 青 島 ， 大 連 ， 寧 波 ， 天 津 ， 張 家 港 な ど

に 物 流 園 区 が あ る ． 保 税 区 域 と 港 湾 区 域 を 連 動 さ せ

物 流 業 務 を 円 滑 に 行 う こ と が 設 置 の 目 的 で あ る ． 税 関

の 許 可 を 受 け て 集 中 的 に 通 関 を 受 け る こ と が 可 能 で あ

る ． 選 別 ， マ ー ク 貼 り な ど の 簡 単 な 加 工 を 行 う こ と も で き

る ．  

物 流 中 心 A  企 業 単 位 の 保 税 物 流 セ ン タ ー で ， 自 社 あ る い は 自 社 グ

ル ー プ の 保 税 施 設 と し て 用 い る ． ３ 年 以 上 の 賃 貸 契 約

が 義 務 と な っ て い る ．  

物 流 中 心 B  複 数 企 業 が 運 用 す る 公 共 性 の 高 い 保 税 物 流 セ ン タ ー

が 対 象 で あ る ． 設 置 さ れ る 倉 庫 面 積 の 大 き さ は 中 西 部

地 域 で ５ 万 ㎡ 以 上 ， 東 部 地 域 で は 1 0 万 ㎡ 以 上 で あ る ．  

保 税 港 区  上 海 ， 天 津 ， 寧 波 な ど で 貨 物 の 保 税 保 管 輸 出 入 な ど の

活 動 を 認 め て い る ．  

出 典 ：陈 志 卷 ， 区 域 物 流 园 区 规 划 方 法 研 究 ， 首 都 经 济 贸 易

大 学 出 版 社 ， 2 0 1 7 年 な ど を 参 考 に 作 成  
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表 3 - 4  中 国 保 税 区 内 の 物 流 園 区 ・ 物 流 中 心 ・ 配 送 中 心  

 

出 典 ：张 立 国 ， 广 西 北 部 湾 经 济 区 物 流 园 区 建 设 理 论 与 实

践 ， 冶 金 工 业 出 版 社 ， p . 1 2 ,  2 0 1 4 年 を 参 考 に 作 成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概念 園区規模 総合レベル サービス対象 園区機能 階層

物流中心
サービスの対象次第
で規模は異なる

ある程度の総合レ
ベルがあるが、物
流園区よりは低い

主に物流会社対象で
局所的な領域内物流
サービスの提供

主に企業商品のディスト
リビューター機能

専門範疇の
総合型ロジ
スティクス
ノード

配送中心
専門分野と市場の規
模による。一般的に
規模が小さい

専門性レベルが比
較的に高い。提供
するサービスが比
較的に限られてい
る、主に配送中心

特定顧客と市場向け
専門的サービスを提
供

主にエンドカスタマー向
け

専門化が明
確である。規
模は専門性
ロジスティク
スノードの需
要に適用

物流企業、生産企業な
どが対象で網羅され

る範囲が広い
物流園区

規模一般的に多く、
投資額は数億元に達
する。敷地面積は数
百haに及ぶ

建設の目的によっ
て、総合レベルも違
う。現在中国国内
の物流園区は総合
型が多い

園区の機能が比較的に
完全。総合運送、多様化
一貫運送、貨物トラン
ジット、幹線と端末運輸
等大規模貨物処理及び
物流関連サービス

総合的な大
型ロジスティ
クスノード
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3 . 6  中 国 港 湾 業 務  

 中 国 に お け る 港 湾 業 務 に つ い て は ， 大 連 港 に お け る コ ン テ ナ ヤ ー

ド ， す な わ ち ， 船 積 み 待 ち 出 荷 バ ー ス と そ の 一 連 の バ ッ ク ヤ ー ド の

実 例 を 踏 ま え て 説 明 す る [ 1 1 ] ．  

 当 該 施 設 は ， 大 連 経 済 技 術 開 発 区 内 に あ り ， 図 3 - 2 の よ う に

コ ン テ ナ ヤ ー ド ， 物 流 倉 庫 ， コ ン テ ナ の 保 管 ・ 修 理 ・ 冷 却 の 施 設 ，

事 務 所 な ど を 有 し て い る ．  

 

 

 

図 3 - 2 大 連 港 の コ ン テ ナ ヤ ー ド の 作 業 プ ロ セ ス  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  

 

トラックでコンテナヤード
（国外出荷エリア）

船積みされ、出港

船から荷降
ろし

コンテナヤード
（仮置き・保管エリ
ア）

物流倉庫
（検品・通関）

中国国内
へ出荷

空コンテナの修
理・メンテナン
ス
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3 . 6 . 1  コ ン テ ナ ヤ ー ド  

( 1 ) コ ン テ ナ の 積 上 げ  

大 連 港 の コ ン テ ナ ヤ ー ド で は 2 0 f e e t コ ン テ ナ な ど が , 図 3 - 3 が

示 す よ う に 8 段 に 積 ま れ て い る ．  

な お ， 日 本 で は 台 風 ， 地 震 な ど に よ る 自 然 災 害 の 多 発 な ど か ら

業 界 内 で の 申 し 合 わ せ た 安 全 基 準 と し て ， コ ン テ ナ の 最 大 積 上 げ

数 は ， 5 段 積 み ま で 決 め ら れ て い る ． し か し ， 中 国 で は 台 風 ， 地 震

な ど の 被 害 が 少 な い こ と か ら ８ 段 積 み ま で 認 め ら れ て い る ．  

 

 

図 3 - 3  コ ン テ ナ の 積 上 げ  
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 な お ， 当 該 コ ン テ ナ ヤ ー ド は １ ６ 万 ㎡ で １ 万 t の コ ン テ ナ 保 管 が 可

能 に な っ て い る ． 図 3 - 4 は そ の コ ン テ ナ 保 管 エ リ ア の ビ ッ グ ピ ク チ ャ

ア （ 全 体 外 観 ） を 示 し た も の で あ る ．  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図 3 - 4  コ ン テ ナ ヤ ー ド  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  

 

 

( 2 )  上 屋  

 コ ン テ ナ ヤ ー ド 内 に あ る 混 載 貨 物 専 用 倉 庫 は ， 保 税 倉 庫 （ 図

3 - 5 ） ， ま た は 保 税 上 屋 ( 図 3 - 6 ) と 呼 ば れ る ．  

な お ， 保 税 上 屋 と は ， 保 税 地 域 に あ っ て ， 本 船 積 み 込 み 前 と 本

船 荷 揚 げ 後 の 貨 物 の 一 時 保 管 ・ 荷 捌 き を 行 う 物 流 施 設 を 指 す ．  

一 時 保 管 に 特 化 し て い る と い う 点 で 保 管 や 貯 蔵 が 主 た る 目 的

で あ る 一 般 の 保 税 倉 庫 と 区 別 さ れ る ． 建 築 物 の 構 造 と し て は ， 貨

物 を 雨 露 か ら の 保 護 を 目 的 に 柱 に 屋 根 を か け た 簡 易 的 な も の と

な っ て い る こ と が 多 い ．  

な お ， 日 本 で は 上 屋 は 港 湾 運 送 事 業 法 に 属 し ， 一 般 の 倉 庫 は

倉 庫 業 法 に 属 す ．  
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図 3 - ５  保 税 倉 庫  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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図 3 - 6  保 税 上 屋  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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( 3 )  入 荷 バ ー ス  

 保 税 倉 庫 の 出 荷 バ ー ス は 図 3 - 7 の よ う に な っ て い る ． 当 該 バ ー

ス で 貨 物 を 仮 置 き し ， バ ン ニ ン グ （ 積 込 み ） 作 業 を 行 い ， 海 外 に 向

け て 出 荷 す る ．  

 

 

図 3 - 7  入 荷 バ ー ス  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  

 

 

 

 

 

 

 



52 
 

( 4 )  検 品 及 び 仮 置 き  

入 荷 さ れ た 貨 物 は 図 3 - 8 の ス ペ ー ス で 検 品 を 行 っ た う え で 図

3 - 9 の よ う に 仮 置 き し ， 出 荷 指 示 に 基 づ い て バ ン ニ ン グ 作 業 を 行

う ．  

 

 

図 3 - 8  検 品 ス ペ ー ス  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  

 

 

 

図 3 - ９  仮 置 き ス ペ ー ス  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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( 5 )  出 荷  

 大 連 港 に 到 着 し た コ ン テ ナ 貨 物 は デ バ ン ニ ン グ （ 荷 卸 し ） 作 業 を

経 て ， 図 3 - 1 0 の よ う に 中 国 国 内 向 け に 出 荷 さ れ る ．  

 

 

図 3 - 1 0  出 荷  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  

 

( 6 )  コ ン テ ナ 修 理 ・ 補 修 エ リ ア  

 コ ン テ ナ の 輸 送 中 に 生 じ る 損 傷 や 経 年 劣 化 に よ る 部 品 な ど の ダ

メ ー ジ を 修 理 ， 修 繕 す る た め の コ ン テ ナ 修 理 エ リ ア が ， 図 3 - 1 1 に

示 す よ う に 設 け ら れ て い る ． 当 該 エ リ ア で 図 3 - 1 2 の よ う に コ ン テ

ナ の 損 傷 を 直 し ， 継 続 的 な 使 用 を 図 る こ と に な る ．  

具 体 的 に は ド ア ス ト ッ パ ー ， ド ア パ ッ キ ン グ ， ド ア ヒ ン ジ ， ハ ン ド ル

ラ ッ チ ， ラ ッ シ ン グ ポ イ ン ト ， 通 気 口 な ど の 修 理 や ド ア ロ ッ ク ロ ッ ド の

調 節 も 必 要 に な る ． さ ら に 穴 あ き 補 修 や 錆 補 修 ・ 再 塗 装 ， フ ロ ア

パ ネ ル の 補 修 な ど も 適 時 行 う こ と に な る ． な お ， 修 理 ， 修 繕 の 完 了

し た コ ン テ ナ は 図 3 - 1 3 の よ う に 指 定 エ リ ア に 仮 置 き さ れ る ． ま た コ

ン テ ナ は 直 射 日 光 な ど で 極 度 に 加 熱 す る こ と を 回 避 す る た め ， 図

3 - 1 4 の よ う に 冷 却 エ リ ア や 図 3 - 1 5 の よ う に 港 湾 消 防 も 設 け ら

れ て い る ．  
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図 3 - 1 1  修 理 ・ 補 修 エ リ ア  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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図 3 - 1 2  コ ン テ ナ 修 理 作 業  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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図 3 - 1 3  修 理 済 み の 空 コ ン テ ナ  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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図 3 - 1 4  コ ン テ ナ の 冷 却  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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図 3 - 1 5  港 湾 消 防  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  
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( 7 )  ト ラ ッ ク 入 場 ゲ ー ト  

 ト ラ ッ ク の 入 場 に つ い て は 図 3 - 1 6 の よ う に 行 わ れ て い る ． ト ラ ッ ク

が 手 待 ち や 荷 待 ち な ど で 縦 列 待 機 す る こ と は ほ と ん ど な い ．  

 

 

図 3 - 1 6  ト ラ ッ ク 入 場 ゲ ー ト  

出 典 ： 当 該 関 連 企 業 ・ 施 設 の 現 地 調 査 に よ り 作 成  

 

 

 

 

 

 

 

 



60 
 

3 . 7 考 察 及 び ま と め  

本 章 で は ， 中 国 の 輸 出 入 に 係 わ る 貿 易 及 び 国 際 物 流 業 務 を

体 系 的 に 概 観 し ， そ の う え で コ ン テ ナ ヤ ー ド の 実 地 調 査 に よ り ， 中

国 の 港 湾 業 務 を 分 析 ， 考 察 し た ． 中 国 の 税 関 及 び 保 税 地 域 は

法 整 備 が 行 わ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た ． ま た ， 港 湾 エ リ ア の

物 流 イ ン フ ラ に つ い て も ， ア ジ ア 標 準 を 上 回 る 高 い レ ベ ル で あ る こ

と が 確 認 で き た ．  

大 連 港 の コ ン テ ナ ヤ ー ド に つ い て は ， 設 備 な ど に お い て 旧 式 な 面

も あ り ， 今 後 ， よ り 一 層 の 現 代 化 の 必 要 が あ る が ， 一 連 の コ ン テ ナ

荷 役 に つ い て は 円 滑 に 行 わ れ て い る ． 当 該 荷 役 の 質 や 効 率 に つ

い て は 第 ２ 章 で 概 観 し た ア ジ ア 各 国 の 物 流 イ ン フ ラ の 標 準 的 な 仕

様 と 照 ら し 合 わ せ て 考 え る と ， ア ジ ア の な か で は 群 を 抜 い て 高 い レ

ベ ル に 位 置 す る と 考 え ら れ る ．  

中 国 の 国 際 物 流 イ ン フ ラ は ア ジ ア の 中 で は 際 立 て 高 い レ ベ ル で

東 南 ア ジ ア の 発 展 途 上 な 国 際 物 流 イ ン フ ラ と の 格 差 は 歴 然 と し て

い る ． し た が っ て 日 本 企 業 が 円 滑 な 部 品 調 達 や 完 成 品 の 輸 入 や

部 品 ・ 素 材 ， 完 成 品 の 輸 出 を 進 め る う え で は 中 国 と の 関 係 を 密

に す る こ と は 必 要 不 可 欠 と も い え る ．  
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注 ：  

[ 1 ]  S H I P P I N G  S T A T I S T I C S  Y E A R B O O K  2 0 0 3 を 参 考

に 国 土 交 通 省 港 湾 局 作 成  

[ 2 ]  中 国 税 関 総 署 , 税 関 企 業 信 用 管 理 弁 法 （ 税 関 総 署 令

[ 2 0 1 8 ] 2 3 7 号 ） ,  2 0 1 8 年 5 月 1 日 施 行  

[ 3 ] 岩 見 辰 彦 , 中 国 税 関 実 務 マ ニ ュ ア ル , 成 山 堂 書 店 , p p . 3 0 -

3 2 , 2 0 0 5 年  

[ 4 ] 平 成 1 7 年 度 調 査  農 林 水 産 物 ・ 食 品 輸 出 マ ニ ュ ア

ル , p . 6 6 - 6 7  

[ 5 ]  岩 見 辰 彦 , 中 国 税 関 実 務 マ ニ ュ ア ル , 成 山 堂 書

店 , p p . 3 3 - 5 4 , 2 0 0 5 年  

[ 6 ]  中 国 ・ 機 電 製 品 輸 入管 理 弁 法 第 2 条 、 第 6 条  

[ 7 ] 片 山 立 志 ,  メ ガ E P A 時 代 の 貿 易 と 関 税 の 基 礎 知 識 ,  税

務 経 理 協 会 , 2 0 2 0 年  

[ 8 ] 中 国 物 流 与 采 購 聯 合 会 ， 中 国 物 流 学 会 ， 中 国 物 流 園 発

展 報 告 ， p p . 3 - 2 4 ， 2 0 1 8 年    

[ 9 ]  园海 峰 、 劉 勤 ， 物 流 区 规 划 設 計 与 運 営 管 理 ， p p . 1 - 2 4 ，

2 0 1 5 年  

[ 1 0 ]  張 暁 東 ， 物 流 园 区 布 局 规 划 理 論 研 究 ， p p . 2 1 - 2 5 ，

2 0 0 4 年   

[ 1 1 ] 物 流 企 業 A 社 の 協 力 の も と に 現 地 調 査 を 実 施  
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第 ４ 章  国 際 物 流 に お け る 出 荷 ・ 輸 出 業 務 の 効 率 化  

 

4 . 1  本 章 の 目 的  

第 2 章 及 び 第 3 章 で 考 察 し た よ う に 国 際 物 流 の グ ロ ー バ ル 化

が 進 展 す る な か で ， 関 税 障 壁 は 低 く な り ， さ ら に I T 化 の 導 入 が 進

み ， 輸 出 入 プ ロ セ ス は 簡 素 化 さ れ る 傾 向 に あ る ． し か し な が ら ， そ

の 一 方 で 輸 出 に 関 す る リ ス ク に も 注 目 が 集 ま る よ う に な っ た ． こ れ

ま で は 容 易 に 輸 出 さ れ な か っ た 高 性 能 の 工 業 製 品 や 素 材 ， 部 品

な ど が 発 展 途 上 国 ， 新 興 国 ， さ ら に は 「 な ら ず 者 国 家 」 に も 輸 出 さ

れ る 機 会 が 増 え て き た の で あ る ．  

 そ し て そ の 流 れ の な か で ， 2 0 0 1 年 ニ ュ ー ヨ ー ク で の 同 時 多 発 テ

ロ な ど ， 米 国 ， あ る い は 米 国 の 同 盟 国 に 対 す る テ ロ ， 攻 撃 ， 紛 争 な

ど が 相 次 い で 発 生 す る こ と に な っ た ． 日 本 に つ い て も 北 朝 鮮 か ら の

ミ サ イ ル 攻 撃 に よ る 危 険 に さ ら さ れ る 事 態 が 続 い て い る ．  

 こ う し た 世 界 情 勢 下 に お い て ， 通 常 兵 器 及 び 大 量 破 壊 兵 器 の

直 接 の 輸 出 に 制 限 が 加 え ら れ る の は い う ま で も な い こ と で あ る が ，

そ れ だ け で は な く ， 先 進 国 で は 日 常 生 活 一 般 に 使 わ れ る 製 品 な ど

が 「 な ら ず 者 国 家 」 な ど で は 武 器 に 転 換 さ れ る と い う 事 態 に 対 す る

危 機 意 識 が 高 ま っ て き た ． た と え ば 炭 素 繊 維 は テ ニ ス ラ ケ ッ ト の 表

面 加 工 な ど に 使 わ れ る が ， 同 時 に ミ サ イ ル の 表 層 部 分 の コ ー テ ィ ン

グ に 使 う こ と も で き る ．  

 そ こ で 本 章 で は 規 制 強 化 さ れ た 輸 出 管 理 業 務 の 一 連 の プ ロ セ

ス を 通 し て ， 国 際 物 流 に お け る 出 荷 プ ロ セ ス に 大 き な 負 荷 が あ る

こ と を 確 認 す る ．  
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4 . 2  輸 出 管 理 に お け る 規 制 強 化  

 

( 1 ) 経 緯  

 輸 出 管 理 の 導 入 は 2 0 0 1 年 9 月 1 1 日 の ニ ュ ー ヨ ー ク で の 同

時 多 発 テ ロ 発 生 を 契 機 と し て い る ． 9 ・ 1 1 の 発 生 以 降 ， 米 国 の 科

学 技 術 が イ ラ ク ， イ ラ ン ， リ ビ ア ， 北 朝 鮮 な ど の 軍 事 技 術 に 転 用 さ

れ る 事 件 が 相 次 ぎ ， 米 国 で 輸 出 管 理 に つ い て 厳 し い 対 応 を と る

動 き が 加 速 し て い っ た ．  

 ま た こ の 間 ， 日 本 に お い て も 2 0 0 6 年 1 1 月 に 軍 事 転 用 の リ ス

ク を 抱 え る 凍 結 乾 燥 機 や 粉 砕 機 の 無 許 可 輸 出 や 2 0 0 7 年 の 無

人 ヘ リ コ プ タ ー の 無 許 可 輸 出 な ど が 相 次 い で 発 生 し て い る ．  

 第 2 章 で 概 観 し た 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 や 経 済 統 合 の 発 達 で ，

先 進 国 の 先 端 技 術 が 発 展 途 上 国 や 新 興 国 に 輸 出 さ れ る ケ ー ス

が 増 え た が ， そ の 先 端 技 術 が 「 な ら ず 者 国 家 」 で 軍 事 転 用 さ れ る

ケ ー ス が 相 次 ぎ ， 輸 出 に 厳 し い 制 限 が 加 え ら れ る こ と に な っ た ．  

 一 例 を あ げ る な ら ば ， 繊 維 メ ー カ ー Ａ 社 と そ の 子 会 社 は 1 9 8 0

年 末 か ら 近 年 ま で 同 社 製 の 炭 素 繊 維 を 「 テ ニ ス ラ ケ ッ ト な ど の ス

ポ ー ツ 用 品 の 製 造 」 と い う 使 用 目 的 で 台 湾 に 輸 出 し て い た ． だ が

炭 素 繊 維 は ミ サ イ ル の 製 造 な ど の 軍 事 転 用 が 可 能 で 経 済 産 業

省 は 「 不 実 申 請 」 と し て Ａ 社 と そ の 子 会 社 に 警 告 を 出 し て い る ．  

そ こ で 先 進 国 で は 非 軍 事 製 品 と し て 使 用 さ れ て い る 製 品 な ど

が ， 軍 事 転 用 さ れ る リ ス ク を 回 避 す る こ と を 目 的 と し て ， キ ャ ッ チ オ

ー ル 規 制 が 導 入 さ れ た の で あ る ．  

外 国 為 替 及 び 外 国 貿 易 法 に よ る 国 際 的 な 平 和 お よ び 安 全 の

維 持 を 妨 げ る よ う な 特 定 の 種 類 の 貨 物 （ 以 下 ， 「 特 定 貨 物 」 ） の

輸 出 や 特 定 の 技 術 を 提 供 す る 場 合 に は 輸 出 者 は そ れ ぞ れ 経 済

産 業 大 臣 の 輸 出 許 可 （ 第 4 8 条 ） （ 以 下 ， 「 輸 出 許 可 」 ） や 役 務

取 引 の 許 可 （ 第 2 5 条 ） を 受 け ね ば な ら な い と 規 定 し て い る [ 1 ]  
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( 2 )  概 要  

米 国 輸 出 管 理 法 で は ， 米 国 か ら 第 3 国 へ の 輸 出 に キ ャ ッ チ オ

ー ル 規 制 が 適 用 さ れ る こ と に 加 え ， た と え ば 米 国 か ら 日 本 に 輸 出

さ れ た 製 品 な ど が さ ら に 第 3 国 に 再 輸 出 さ れ た 場 合 に も キ ャ ッ チ

オ ー ル 規 制 が 適 用 さ れ る こ と に な る ． 対 象 と な る の は 貨 物 ， ソ フ ト ウ

エ ア ， 技 術 で ， 米 国 原 産 品 目 を 組 み 込 ん だ 米 国 製 品 組 込 品 も

対 象 と な る ． な お ， 組 込 比 率 が 1 0 ％ 以 下 の 場 合 は 再 輸 出 規 制

対 象 外 と な る が ， 1 0 - 2 5 ％ の 場 合 は テ ロ 支 援 国 向 け の 再 輸 出 規

制 対 象 と な る ． 組 込 比 率 2 5 ％ 超 に つ い て は テ ロ 支 援 国 以 外 に つ

い て も 輸 出 規 制 対 象 と な る ． 再 輸 出 規 制 対 象 品 目 は 顧 客 審 査 ，

用 途 管 理 ， 仕 向 地 管 理 を 行 う こ と に な る ．  

以 上 か ら ， 日 本 か ら の 中 国 へ の 輸 出 に 際 し て は ， リ ス ト 規 制 と

キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 （ 補 完 的 輸 出 規 制 ） の 順 守 が 義 務 付 け ら れ て

い る ．  

リ ス ト 規 制 と は ， 武 器 ， あ る い は 軍 事 用 途 に も 転 用 可 能 な 高 度

汎 用 技 術 品 の 輸 出 に つ い て の 品 名 を リ ス ト ア ッ プ し て の 規 制 で あ

る ． 用 途 ， 需 要 者 に 関 係 な く 該 当 す る 輸 出 品 に つ い て は 日 本 の

経 済 産 業 大 臣 の 許 可 を 取 ら な け れ ば な ら な い ．  

キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 と は ， 食 料 品 ， 木 材 な ど の 一 部 の 輸 出 品 を

除 い た 全 て の 輸 出 品 に 関 す る 規 制 で あ る ．  

表 4 - 2 が 示 す 「 グ ル ー プ A 」 を 除 く 全 世 界 が 対 象 と な る が ， 現

時 点 で は 中 国 が 「 グ ル ー プ A 」 と 扱 わ れ て い な い こ と か ら キ ャ ッ チ オ

ー ル 規 制 の 対 象 と な る [ 2 ] ．  
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表 ４ - 1  グ ル ー プ A （ 旧 ホ ワ イ ト 国 ） 及 び 武 器 禁 輸 国 ・ 地 域 一 覧  

 

出 典 ： ( 株 ) 東 芝 輸 出 管 理 部 ,  キ ャ ッ チ オ ー ル 輸 出 管 理 の 実 務  

第 3 版 , 2 0 1 0 年 な ど を 参 考 に 作 成  

 

キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 で は た と え 汎 用 品 で あ っ て も ， 需 要 者 が 意

図 ， 用 途 を 変 え れ ば ， 大 量 破 壊 兵 器 の 開 発 や 生 産 が 可 能 に な る

こ と を 懸 念 し て い る ． し た が っ て ， ま ず 仕 向 地 が 「 グ ル ー プ A 」 で あ る

こ と を 確 認 す る 必 要 が あ る ．  

つ い で ， 輸 出 品 の 不 正 転 売 ， 転 用 さ れ る 危 険 性 が な い こ と を

入 念 に 調 査 し ， 確 認 し な け れ ば な ら な い ．  

そ の う え で 中 国 な ど へ の 輸 出 に つ い て ， イ ン フ ォ ー ム 要 件 ， 客 観

要 件 の い ず れ か に 該 当 す る な ら ば ， 経 済 産 業 省 の 輸 出 許 可 を 受

け る 必 要 が あ る ．  

イ ン フ ォ ー ム 要 件 が あ れ ば ， 経 済 産 業 大 臣 か ら 輸 出 者 に 対 し て

許 可 申 請 を す べ き 旨 の 通 知 が あ る ． 該 当 す る ケ ー ス は ① か ② の い

ず れ か に な る [ 2 ] ．  

① 大 量 破 壊 兵 器 等 の 開 発 ， 製 造 ， 使 用 又 は 貯 蔵 に 用 い ら れ る

ホワイト国

アルゼンチン、オーストラリア、オーストリア、ベルギー、
ブルガリア、カナダ、チェコ、デンマーク、フィンランド、
フランス、ドイツ、ギリシャ、ハンガリー、アイルランド、イ
タリア、ルクセンブルク、オランダ、ニュージーランド、ノ
ルウェー、ポーランド、ポルトガル、スペイン、スウェー
デン、スイス、英国、アメリカ合衆国

国連武器禁
輸国・地域

アフガニスタン、中央アフリカ、コンゴ民主共和国、イラ
ク、レバノン、リビア、北朝鮮、ソマリア、南スーダン、
スーダン

備考
経由地がホワイト国でも仕向地がその他の国となる場
合はキャッチオール規制の対象として扱われ、キャッチ
オール規制の対象となる。

グループIグルー
プA
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恐 れ が あ る  

② 通 常 兵 器 の 開 発 ， 製 造 又 は 使 用 に 用 い ら れ る 恐 れ が あ る  

  

輸 出 貨 物 が 大 量 破 壊 兵 器 の 開 発 な ど に 使 用 さ れ る 恐 れ が あ

る 場 合 ， す な わ ち 次 の ① か ② の 場 合 は あ る い は す で に 行 っ て い る 場

合 は 客 観 的 要 件 と な る [ 2 ] ．  

① 大 量 破 壊 兵 器 等 の 開 発 ， 製 造 ， 使 用 又 は 貯 蔵 等 に 用 い ら れ

る 恐 れ が あ る 場 合  

② 通 常 兵 器 の 開 発 ， 製 造 又 は 使 用 に 用 い ら れ る 恐 れ が あ る 場 合  

な お ， 経 済 産 業 省 の 各 要 件 の 判 断 は ， 契 約 書 ， 注 文 書 ， 会 社

案 内 ， ホ ー ム ペ ー ジ ， 経 済 産 業 省 が 作 成 し た ユ ー ザ ー リ ス ト ， そ の

他 の 輸 出 者 が 通 常 の 商 取 引 の 範 囲 内 で 入 手 で き る 文 書 な ど に

記 載 さ れ て い る か ど う か ， な ど に よ る ．  

ま た ， 輸 入 者 側 か ら 「 大 量 破 壊 兵 器 の 部 品 な ど に 使 う こ と が 可

能 か 」 と い っ た 質 問 や 問 い 合 わ せ が あ っ た 場 合 も 対 象 と な る ．  

  

( 3 )  該 非 判 定   

該 非 判 定 と は ， 技 術 提 供 に あ た っ て ， 審 査 票 を 用 い て , 技 術 士

が 事 前 に リ ス ト 規 制 に 該 当 す る か 否 か を 判 定 す る こ と で あ る ． 判

定 方 法 は ， 技 術 部 門 な ど が 仕 様 な ど の 技 術 面 を 判 定 し ， 輸 出 管

理 部 門 が 法 的 な 観 点 か ら 確 認 を 行 う 二 重 チ ェ ッ ク 体 制 が と ら れ

る こ と が 多 い ． ダ ブ ル チ エ ッ ク で 正 確 を 期 す ． イ ン ボ イ ス や パ ラ メ ー タ

ー シ ー ト な ど の 内 容 が 正 し い か を 確 認 す る [ 3 ] ．  

 該 非 判 定 は リ ス ト 規 制 品 目 （ 大 量 破 壊 兵 器 関 連 及 び 通 常 兵

器 関 連 ） の み な ら ず ， 軍 事 転 用 さ れ 大 量 破 壊 兵 器 及 び 通 常 兵

器 の 開 発 に 用 い ら れ る 恐 れ の あ る 品 目 ， す な わ ち キ ャ ッ チ オ ー ル 規

制 品 目 に つ い て も 行 わ れ る ． 許 可 が 必 要 と な る 要 件 は 客 観 要 件

及 び イ ン フ ォ ー ム 要 件 に な る ． 客 観 要 件 は 輸 出 者 に よ る 判 断 で 用
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途 要 件 （ 使 用 目 的 ） ， 需 要 者 要 件 （ 顧 客 ） か ら な り ， イ ン フ ォ ー ム

要 件 は 経 済 産 業 省 に よ る 判 断 で 経 済 産 業 省 か ら 許 可 を 取 る よ

う に 通 知 を 受 け た 場 合 に 行 う ．  

①  貨 物 及 び 技 術 （ プ ロ グ ラ ム を 含 む ）  

 輸 出 な ど の 取 引 ， 国 内 取 引 で 国 内 使 用 が 特 定 で き な い ケ ー ス

に は 該 非 判 定 が 必 要 に な る （ 図 4 - 1 参 照 ）  

②  技 術 提 供  

 非 居 住 者 へ の 提 供 を 行 う 場 合 に は 該 非 判 定 が 必 要 に な る ． イ

ン タ ー ネ ッ ト へ の 掲 載 行 為 な ど も 該 当 す る ． （ 図 参 照 ）  

 な お ， 特 定 技 術 と は 外 為 法 第 ２ ５ 条 第 １ 項 よ り 政 令 で 定 め る 特

定 の 種 類 の 貨 物 の 設 計 ， 製 造 ， 使 用 に 係 わ る 技 術 を 指 す ．  

 ま た ， 該 非 判 定 の 対 象 は 装 置 全 体 及 び 付 属 部 品 な ど に な る が

大 型 装 置 の 分 解 出 荷 に 際 し て は 分 解 品 の 判 定 が 必 要 に な る ほ

か ， 組 立 品 の 場 合 に は 自 社 製 品 部 分 の み な ら ず 外 部 か ら の 購 入

品 な ど 全 て が 対 象 に な る ．  

 保 守 対 応 品 ， サ ー ビ ス 品 ， サ ン プ ル ， プ ロ グ ラ ム ， デ ー タ な ど も 対

象 に な る ．  
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図 4 - 1  該 非 判 定 の ル ー チ ン フ ロ ー  

 

図 4 - 2  特 定 技 術 の 領 域  

出 典 ： 外 為 法 第 ２ ５ 条 第 １ 項 に よ り 作 成  

特定技術

技術データ

プログラム

図面・仕様書・マニュアル等

技術支援・指導・訓練
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( 4 )  キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ ク シ ー ト  

キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 に つ い て ， ① 制 限 顧 客 か ど う か  ， ② 特 別 用

途 管 理 取 引 か ど う か  ， ③ 需 要 者 要 件 該 当 か ど う か  ， ④ 用 途 要

件 該 当 か ど う か ， ⑤ イ ン フ ォ ー ム 要 件 該 当 か ど う か  ， ⑥ 不 審 な 取

引 か ど う か ， な ど に つ い て チ ェ ッ ク シ ー ト を 作 成 し て 確 認 す る ．  

 な お ， 制 限 顧 客 と は 表 4 - 3 の 条 件 に 該 当 す る 顧 客 で あ る [ 5 ] ．  

 

表 4 - 2  制 限 顧 客 の 該 当 一 覧  

 

出 典 ： 稲 村 國 康 ,  東 芝 に お け る 技 術 の 輸 出 管 理 ,  日 本 安 全 保

障 貿 易 学 会 第 ９ 回 研 究 大 会 , 2 0 0 9 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内訳 内訳対象となる制限顧客の内容

外国ユーザーリスト 経済産業省が外国ユーザーリストに掲載の顧客

経済産業省行政処分 経済産業省の行政処分を受けている顧客

インフォーム該当 経済産業省から通知（インフォーム）を受けた顧客

ＤＰＬ 米国法違反で制裁されている顧客(Denied Persons)

米国インフォーム該当
懸念顧客、WMD拡散で制裁されている 顧客等 テロ関連顧客等日本政府、
米政府がテロ組織として指定した顧客

テロ関連顧客等 日本政府、米政府がテロ組織として指定した顧客

その他 諸外国の政府機関もしくは国際機関が指定した顧客
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図 4 - 3  取 引 審 査 手 続 き の 基 本 フ ロ ー  

 

（ ５ ） 取 引 審 査 手 続 き  

 取 引 の 一 連 の 手 順 は 図 4 - 3 に 示 す よ う に な る ． 特 定 貨 物 ・ 技

術 の 該 非 判 定 に つ い て は ， 取 引 区 分 （ 一 般 取 引 ， 要 件 該 当 取

引 ， 特 別 管 理 地 域 向 け ， 軍 ・ 軍 事 用 途 向 け ， 制 限 顧 客 向 け ） の

い ず れ か を 確 認 し た う え で 取 引 審 査 を 行 う ．  

 各 取 引 部 門 の 主 な 役 割 を 説 明 す る と ， 取 引 部 門 は 営 業 部 門
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が 行 う こ と に な り ， 制 限 顧 客 リ ス ト で の 確 認 ， 軍 ・ 軍 事 用 途 向 け ，

特 別 管 理 地 域 の 確 認 な ど を 行 い ， 該 当 す る 場 合 に は S T 管 理 票

を 起 票 す る ． ま た 引 き 合 い 製 品 の 該 非 判 定 の 確 認 も 行 う ．  

 技 術 部 門 は 貨 物 ・ 技 術 の 該 非 判 定 を 行 い ， 技 術 提 供 に つ い て

の 管 理 も 行 う ． リ ス ト 規 制 に 関 わ る 技 術 に つ い て は 技 術 提 供 履 歴

管 理 台 帳 を 起 票 す る ．  

 輸 出 管 理 部 門 で は 取 引 審 査 ， E M C 取 引 承 認 ， S T 管 理 票 の

確 認 ， キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ ク シ ー ト の 承 認 ， E / L （ E x p o r t  

L i c e n s e : 経 済 産 業 大 臣 の 輸 出 許 可 ） の 確 認 ， 米 国 商 務 省 な

ど の 輸 出 許 可 取 得 な ど を 行 う ．  

 

( 6 )  S T 管 理 票 に よ る 取 引 審 査  

 S T 管 理 票 に よ り ， 用 途 確 認 ， 顧 客 審 査 な ど を 行 い ， 輸 出 管 理

部 門 の 承 認 を 得 る ． 対 象 と な る 取 引 に つ い て 順 に 説 明 す る ．  

一 般 取 引 （ リ ス ト 規 制 貨 物 ・ 技 術 ） で は 特 別 用 途 管 理 ， 制 限

顧 客 ， 要 件 該 当 取 引 に 該 当 し な い リ ス ト 規 制 貨 物 ・ 技 術 の 輸 出

等 取 引 が 対 象 と な る ．  

特 別 用 途 管 理 取 引 に は ， 特 別 管 理 地 域 向 け と し て ， イ ラ ン ， イ

ラ ク ， 北 朝 鮮 ， キ ュ ー バ ， シ リ ア ， ス ー ダ ン 向 け が 対 象 と な り ， 軍 ・ 軍

事 用 途 向 け 取 引 で は 外 国 の 軍 隊 も し く は 国 防 関 連 機 関 ， も し く

は こ れ ら か ら 発 注 を 受 け た 者 か ら の 引 き 合 い ， ま た は そ の 他 の 軍

事 用 途 が 対 象 と な る ．  

制 限 顧 客 （ 国 内 外 ） で は 制 限 顧 客 マ ス タ ー を 作 成 し ， 当 該 マ

ス タ ー に 掲 載 す る 企 業 や 個 人 を 対 象 と す る ．  

要 件 該 当 取 引 に つ い て は ， ① 客 観 要 件 ： 大 量 破 壊 兵 器 客 観

要 件 （ 需 要 者 要 件 ， 用 途 要 件 ） と 通 常 兵 器 客 観 要 件 （ 用 途 要

件 ） ， ② イ ン フ ォ ー ム 要 件 （ 経 済 産 業 省 か ら の 通 知 ） ， ③ 行 政 指 導

要 件 （ 核 兵 器 な ど の 開 発 な ど の た め に 用 い ら れ た と 判 明 し た ケ ー
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ス な ど ） ， ④ そ の 他 の 疑 義 が あ げ ら れ る ．  

な お ， S T 管 理 票 の 添 付 資 料 と し て ， ① 取 引 資 料 （ 引 き 合 い 資

料 ， 注 文 書 ， 仕 様 書 ， 契 約 書 ， 議 事 録 な ど ） ， ② 顧 客 情 報 （ 企 業

パ ン フ レ ッ ト ， 会 社 年 鑑 ， ホ ー ム ペ ー ジ 資 料 な ど ） ， ③ 該 非 判 定 資

料 （ 該 非 判 定 票 ， 製 品 ・ 部 品 マ ス タ ー ， 機 器 マ ス タ ー ， 判 定 リ ス ト

な ど ） ， ④ H R P チ ェ ッ ク シ ー ト ， ⑤ 用 途 確 認 書 を 用 意 す る ．  

 

（ ７ ） 経 済 産 業 省 の 輸 出 許 可  

 個 別 輸 出 許 可 （ E / L ） と 一 般 包 括 許 可 （ G B L ： G e n e r a l  

B u l k  L i c e n s e ） が あ る ．  

 個 別 輸 出 許 可 は 外 為 法 の よ る 貨 物 ， 及 び 技 術 の 輸 出 許 可 で

あ り ， 貨 物 の 輸 出 に は 輸 出 許 可 証 ， 技 術 の 提 供 に は 役 務 取 引

許 可 証 が 発 行 さ れ る ．  

 一 般 包 括 許 可 に つ い て は ， 特 定 の 地 域 へ の 特 定 範 囲 の 貨 物 の

輸 出 ， 技 術 の 提 供 に つ い て の 一 括 許 可 で 最 長 ３ 年 と な っ て い る ．

当 該 許 可 を 取 得 す れ ば 許 可 範 囲 内 で の 貨 物 の 輸 出 ， 技 術 の 提

供 に つ い て は 個 別 の 許 可 申 請 は 不 要 と な る ．  

な お , 経 済 産 業 省 は 「 該 非 判 定 の 国 際 化 」 を 推 進 し て い る . 該

非 判 定 時 に , E U の 輸 出 規 制 分 類 番 号 （ E U - E C C N ） や H S コ ー

ド と の 照 合 を 推 進 す る こ と で 業 務 円 滑 化 を 進 め て い く 方 針 で あ る .  

 

4 . 3  事 例 ： パ ソ コ ン の 輸 出 [ 4 ]  

 輸 出 管 理 の 許 可 を 必 要 と 特 定 貨 物 に 該 当 す る か ど う か は ， 輸

出 貿 易 管 理 令 （ 以 下 「 輸 出 令 」 ） の 別 表 第 1 に 1 の 項 か ら 1 5 の

項 で 規 制 さ れ て い る 貨 物 「 リ ス ト 規 制 」 と ， 1 6 の 項 の 補 完 的 輸 出

規 制 （ 以 下 ， 「 キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 」 ） の 双 方 に つ い て 確 認 す る ．  
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4 . 3 . 1  該 非 判 定 の プ ロ セ ス  

( 1 )  リ ス ト 規 制 の 該 非 判 定 の 概 要  

パ ソ コ ン 本 体 は ， 輸 出 令 別 表 第 1 の 8 の 項 の 「 電 子 計 算 機 も し

く は そ の 附 属 装 置 ま た は こ れ ら の 部 分 品 で あ っ て ， 経 済 産 業 省 令

で 定 め る 仕 様 の も の 」 の 範 疇 に あ る ．  

規 制 仕 様 に つ い て は ， 貨 物 等 省 令 の 第 7 条 に 規 定 さ れ て い る

が ， 通 常 の 市 販 パ ソ コ ン と ７ 条 の 規 制 仕 様 を 照 合 し て も ， 一 般 的

に は 輸 出 許 可 が 必 要 な 品 目 に は 該 当 し な い ． ま た ， 特 定 技 術 の

該 非 検 討 に つ い て も 市 販 パ ソ コ ン の 場 合 は 該 当 し な い ．  

 た だ し ， パ ソ コ ン に 搭 載 さ れ て い る ， 無 線 L A N 暗 号 装 置 が 対 象

と な る こ と が あ る ． 暗 号 装 置 は ， 輸 出 令 別 表 第 1 の 9 の 項 （ 通 信

関 係 ） に あ る （ 7 ） 「 暗 号 装 置 ま た は そ の 部 分 品 」 に 該 当 す る ． ま た

「 対 称 ア ル ゴ リ ズ ム の 鍵 の 長 さ が 5 6 ビ ッ ト を 超 え る も の 」 と い う 規

定 に 通 常 の パ ソ コ ン に 搭 載 さ れ て い る 暗 号 装 置 が 該 当 す る [ 4 ] ．  

 し か し 市 販 パ ソ コ ン に 内 蔵 の 暗 号 装 置 は ， 使 用 者 に よ っ て 暗 号

機 能 の 変 更 が 不 可 で あ る ． こ の 場 合 ， 供 給 者 へ の 技 術 支 援 が 不

要 な 設 計 い う こ と か ら 輸 出 許 可 は 不 要 に な る ［ 4 ］ ．  

 以 上 を 踏 ま え ， パ ソ コ ン の 仕 様 と 貨 物 等 省 令 の 規 制 仕 様 と を 照

合 し て ， 該 非 判 定 を 行 う ．  

な お ， 一 時 出 国 者 が 本 人 使 用 を 目 的 と し て 携 帯 す る パ ソ コ ン

（ 暗 号 機 能 内 蔵 可 ） を 持 ち 帰 る 場 合 は ， 輸 出 許 可 は 不 要 で あ る ．  

ま た ， 該 非 証 明 書 を 実 際 に 輸 出 す る 企 業 が 自 ら 作 成 す る の で

は な く ， 製 造 業 者 か ら 入 手 す る ケ ー ス も 多 く ， そ れ で 円 滑 に 業 務

が 進 む が ， 輸 出 を 行 う 企 業 に は 輸 出 責 任 が あ り ， 輸 出 者 等 遵 守

基 準 に よ り 社 内 選 定 さ れ た 該 非 確 認 責 任 者 を 設 け ， 当 該 責 任

者 が 確 認 を 行 う こ と が 義 務 付 け ら れ て い る ．  
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( 2 ) キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の 輸 出 許 可 申 請  

「 大 量 破 壊 兵 器 キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 」 と 「 通 常 兵 器 キ ャ ッ チ オ ー

ル 規 制 」 の そ れ ぞ れ に つ い て パ ソ コ ン は 規 制 対 象 品 目 と な る ． ホ ワ

イ ト 国 以 外 の 国 ・ 地 域 向 け の 輸 出 に つ い て は ， イ ン フ ォ ー ム 要 件 ，

客 観 要 件 ， 用 途 要 件 ， 需 要 者 要 件 に 該 当 す る 場 合 に は 経 済 産

業 大 臣 へ の 輸 出 許 可 申 請 が 必 要 と な る ．  

ま た パ ソ コ ン の 場 合 ， 米 国 法 の 再 輸 出 規 制 対 象 品 に 該 当 す る

ケ ー ス も 多 い ．  

パ ソ コ ン は ， 米 国 製 の ソ フ ト ウ エ ア や 組 込 み 部 品 が 使 わ れ て い る

た め で あ る ． 米 国 政 府 の 定 め る 輸 出 規 制 国 （ キ ュ ー バ ， 北 朝 鮮 ，

イ ラ ン ， ス ー ダ ン ， シ リ ア ） へ 輸 出 す る 場 合 に は ， 輸 出 者 が 米 国 政

府 の 許 可 を 取 得 す る 必 要 が あ る ．  

 さ ら に 外 為 法 で 規 制 さ れ て い る 特 定 技 術 を 国 外 へ 持 ち 出 す こ と

も 規 制 の 対 象 と な っ て い る ． 特 定 技 術 を パ ソ コ ン や U S B メ モ リ に

格 納 し て 国 外 へ 持 ち 出 す 際 は ， 経 済 産 業 大 臣 の 役 務 取 引 許 可

を 必 要 と す る 場 合 が あ る ．  

 

( 3 ) そ の 他 の 輸 出 先 国 の 規 制  

パ ソ コ ン の 輸 出 に つ い て は は ， 輸 入 国 側 の 規 制 で 制 限 が 加 わ る

こ と も あ る ．  

た と え ば E U で は パ ソ コ ン に 関 係 す る E U 指 令 と し て 電 磁 波 環

境 両 立 性 指 令 （ E M C 指 令 ） ， 低 電 圧 指 令 （ L V 指 令 ） ， 特 定 有

害 物 質 使 用 制 限 指 令 （ R o H S 指 令 ） ， 廃 電 気 ・ 電 子 機 器 指 令

（ W E E E 指 令 ）  ， エ ネ ル ギ ー 使 用 製 品 の 環 境 配 慮 設 計 要 求 統

合 指 令 （ E u P 指 令 ） が あ る ． そ れ ぞ れ の 規 制 に 対 応 し て い な け れ

ば 輸 出 す る こ と は で き な く な る ．  
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4 . 3 . 2  特 定 技 術 の 該 非 判 定  

 特 定 技 術 の 該 非 判 定 は 設 計 ， 製 造 ， 使 用 の ３ 項 目 に お い て 検

討 さ れ る ．  

 設 計 に 関 し て は ， 一 連 の 製 造 過 程 の 前 段 階 の 全 て の 段 階 と 定

義 さ れ ， 設 計 研 究 ， 設 計 解 析 ， 外 観 設 計 ， デ ー タ ， レ イ ア ウ ト ， プ

ロ ト タ イ プ の 製 作 や 試 験 な ど が 含 ま れ る ．  

 製 造 に 関 し て も 全 て の 製 造 過 程 が 対 象 と な り ， 組 立 ， 建 設 ， 製

品 化 ， 検 査 ， 試 験 ， 生 産 エ ン ジ ニ ア リ ン グ ， 品 質 保 証 な ど が 含 ま れ

る ．  

 使 用 と は ， 設 計 ， 製 造 以 外 の 段 階 を 指 し ， 操 作 ， 据 付 ， 修 理 ，

保 守 ・ 点 検 ， 現 地 調 達 ， オ ー バ ー ホ ー ル ， 分 解 修 理 な ど と 含 ま れ

て い る ．  

 ま た プ ロ グ ラ ム も 該 非 判 定 の 対 象 と な り ， 「 特 定 の 処 理 を 実 行 す

る 一 連 の 命 令 で あ り ， 装 置 が 実 行 で き る 形 式 か ソ ー ス コ ー ド 」 と 定

義 さ れ て い る ．  

 な お ， 技 術 の 提 供 形 態 に つ い て は リ ス ト 規 制 の 場 合 は 提 供 形

態 ， 手 段 に 問 わ ず 規 制 の 対 象 と な る が ， キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の 場

合 は 口 頭 ， パ ネ ル 展 示 な ど は 対 象 外 と な っ て い る ． 電 子 メ ー ル ， 電

話 ， フ ァ ク ス は 対 象 と な る ．  

 た だ し 次 の 場 合 は 許 可 を 要 し な い 技 術 提 供 取 引 と な る ．  

①  公 知 技 術  

②  公 知 と す る た め に 提 供 す る 技 術  

③  基 礎 科 学 分 野 の 研 究 活 動  

④  工 業 所 有 権 の 出 願 ・ 登 録 に 必 要 な 最 小 限 の 技 術  

⑤  貨 物 の 輸 出 に 付 随 し た 必 要 最 小 限 の 技 術  

⑥  プ ロ グ ラ ム 提 供 に 付 随 の 必 要 最 小 限 の 技 術  

⑦  市 販 プ ロ グ ラ ム  

し か し ， こ れ ら ① - ⑦ の 情 報 に つ い て も 取 扱 い に つ い て は 入 念 に
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行 い ， 輸 出 許 可 申 請 の 必 要 が な い こ と を 精 緻 に 確 認 す る 必 要 が

あ る ．  

 

4 . 4  考 察 及 び ま と め  

本 章 で は 輸 出 管 理 の 一 連 の プ ロ セ ス に つ い て 詳 細 な 考 察 を 行

っ た ． 特 定 貨 物 ・ 技 術 に 対 す る 該 否 判 定 と キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ

ク シ ー ト に よ る 確 認 に か か る 手 間 と 負 荷 は 甚 大 で あ り ， こ れ が 関 税

な ど の 税 関 手 続 き に 変 わ る 新 た な る 貿 易 の 障 壁 と な っ て い る こ と

は 否 定 で き な い ． 世 界 的 な 輸 出 管 理 の 強 化 は は 米 国 の 影 響 を

各 国 が 大 き く 受 け な が ら 進 め ら れ て き た が , A S E A N 諸 国 で は リ ス

ト 規 制 , キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 な ど に 対 応 す る の に 十 分 な 法 体 系 を

有 し て い な い . そ の た め 輸 出 管 理 に 関 す る 法 律 制 度 が 存 在 し な い

国 が 多 い . ま た 中 国 , イ ン ド な ど で は 法 整 備 は 行 わ れ て い る が , 依

然 と し て 司 法 面 で の 課 題 も 抱 え て い る と の 指 摘 が あ る [ 5 ] . 安 全

保 障 上 の 制 約 が あ る た め に 手 続 き の 軽 減 化 を 容 易 に 進 め る こ と

は で き な い が ， 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に よ り 発 生 し た 新 た な る 障 壁 の

影 響 で 出 荷 業 務 の 円 滑 化 が 妨 げ ら れ る こ と に な る と も い え よ う ．  

 な お , 日 本 で は 1 9 9 3 年 よ り 先 ん じ て , A S E A N 諸 国 の 輸 出 担

当 者 を 招 聘 し , 「 ア ジ ア 輸 出 管 理 セ ミ ナ ー 」 を 毎 年 開 催 し , 輸 出 管

理 の 重 要 性 に つ い て A S E A N 諸 国 の 理 解 を 深 め る 努 力 を し て い

る . （ 財 ） 安 全 保 障 貿 易 セ ン タ ー （ C I S T E C ） が 主 催 す る 当 該 セ ミ

ナ ー に は 日 本 の 経 済 産 業 省 , 外 務 省 , 有 力 企 業 な ど が 参 加 し て

い る [ 6 ] . 出 荷 ・ 輸 出 管 理 の 実 務 者 に と っ て は 政 府 関 係 者 と の 議

論 で は 制 度 論 や 「 べ き 」 論 に 傾 き が ち だ が , 実 務 に 関 す る 知 見 を 含

め て , 企 業 関 係 者 の 声 が 反 映 さ れ て い る [ 6 ] .  

 以 上 の よ う に 経 済 圏 の 拡 大 で 税 関 業 務 な ど の 軽 減 が 進 む 一 方 ,

輸 出 に 係 る 出 荷 業 務 は 規 制 に よ り 複 雑 化 し て い る の が 明 ら か に

な っ て い る .  
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注 ：  

[ 1 ] 貨 物 等 省 令 の 第 ８ 条 第 九 号  

[ 2 ] ㈱ 東 芝 輸 出 管 理 部 キ ャ ッ チ オ ー ル 輸 出 管 理 の 実 務 , 日 刊 工

業 新 聞 社 , p p . 6 3 - 6 4 , 2 0 0 2 年  

[ 3 ] 稲 村 國 康 ,  東 芝 に お け る 技 術 の 輸 出 管 理 ,  日 本 安 全 保 障

貿 易 学 会 第 ９ 回 研 究 大 会 , 2 0 0 9 年  

[ 4 ] 安 全 保 障 貿 易 情 報 セ ン タ ー ,  第 ４ 章  企 業 等 に 求 め ら れ る

安 全 保 障 貿 易 管 理 の ポ イ ン ト 安 全 保 障 貿 易 管 理 ガ イ ダ ン ス  第

7 版 ,  2 0 1 8 年   ㈱ 東 芝 輸 出 管 理 部 キ ャ ッ チ オ ー ル 輸 出 管 理 の

実 務 , 日 刊 工 業 新 聞 社 , p . 4 1 , 2 0 0 2 年  

[ 5 ]  新 留 二 郎 , 米 国 輸 出 管 理 法 の 再 輸 出 規 制 ,  日 本 機 械 輸

出 組 合 ,  2 0 0 7 年  

[ 6 ] 田 上 博 通 , 森 本 将 崇 , 輸 出 管 理 論 , 信 山 社 , p p . 2 9 -

3 0 , 2 0 0 8 年  ( 株 ) 東 芝 輸 出 管 理 部 ,  キ ャ ッ チ オ ー ル 輸 出 管 理

の 実 務  第 3 版 , 2 0 1 0 年  
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第 ５ 章  下 請 法 に よ る 発 注 ・ 入 荷 業 務 の 規 制  

 

5 . 1  本 章 の 目 的  

 本 章 で は 輸 入 業 務 と の 連 携 を 念 頭 に 工 場 に お け る 一 連 の 調

達 ・ 入 荷 業 務 ， す な わ ち 発 注 ， 原 価 計 算 ， 検 収 ・ 検 品 業 務 に つ い

て ， 下 請 法 の 影 響 を 念 頭 に 企 業 事 例 を 取 り 上 げ て ， 標 準 化 の 推

進 の 検 討 も 含 め て ， 現 状 を 分 析 ， 考 察 す る こ と で 改 善 の 方 向 性

を 示 す .  

 

5 . 2  発 注 ・ 入 荷 に 対 す る 規 制  

入 荷 に 関 す る 規 制 と し て , 下 請 代 金 支 払 遅 延 等 防 止 法 （ 以

下 ， 下 請 法 ） [ 1 ] が あ げ ら れ る ．  

 

図 5 - 1  下 請 法 違 反 に 対 す る 指 導 件 数  

出 典 ： 公 正 取 引 委 員 会 の 資 料 , ( 令 和 元 年 5 月 2 9 日 ) 平 成

3 0 年 度 に お け る 下 請 法 の 運 用 状 況 及 び 企 業 間 取 引 の 公 正 化

へ の 取 組 等  
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下 請 法 は 「 優 越 的 地 位 の 濫 用 ( 独 禁 法 ) 」 を 補 完 す る も の で あ

り , 親 事 業 者 か ら 下 請 事 業 者 に 圧 力 が か か り , 短 期 納 品 や 代 金

の 支 払 い の 遅 延 な ど が 行 わ れ る こ と を 防 ぐ た め に 設 け ら れ た 法 律

で あ る . 平 成 2 8 年 以 降 , ア ベ ノ ミ ク ス の 方 針 も あ り , 指 導 件 数 は ,

図 5 － 1 の よ う に 大 き く 増 加 し 始 め て い る .  

 

5 . 2 . 1  指 導 事 例  

 公 正 取 引 委 員 会 は ， 株 式 会 社 フ ァ ミ リ ー マ ー ト （ 以 下 「 フ ァ ミ リ

ー マ ー ト 」 と い う . ） に 対 し 調 査 を 行 っ て き た と こ ろ ， 開 店 時 販 促 費 ,

カ ラ ー 写 真 台 帳 製 作 費 , な ど を 支 払 わ せ る 行 為 に よ り , 下 請 代 金

の 額 （ 下 請 事 業 者 2 0 人 の 総 額 約 6 億 5 0 0 0 万 円 ） を 減 じ て

い た と し て 下 請 法 第 4 条 第 1 項 第 3 号 （ 下 請 代 金 の 減 額 の 禁

止 ） の 規 定 に 違 反 す る 行 為 が 認 め ら れ た こ と か ら 同 法 第 7 条 第

2 項 の 規 定 に 基 づ き ， 同 社 に 対 し 勧 告 を 行 っ て い る [ 2 ] ．  

 

5 . 2 . 2  テ キ ス ト マ イ ニ ン グ 分 析 に よ る 下 請 法 の 概 要 の 把 握  

  下 請 法 に つ い て は 中 小 企 業 庁 が 令 和 2 年 （ 2 0 2 0 年 ） 8 月 に

「 令 和 元 年 度 に お け る 下 請 取 引 の 適 正 化 に 向 け た 取 組 等 に つ い

て 」 [ 3 ] を 発 表 し ， 令 和 元 年 度 に お け る 下 請 代 金 支 払 遅 延 等 防

止 法 に よ る 取 締 状 況 な ど 下 請 取 引 の 適 正 化 に 向 け た 取 組 み を

紹 介 し て い る .  

 そ こ で 本 研 究 で は 下 請 法 の 概 要 を 把 握 す る た め に ， そ の 発 表

文 を K H - C o d e r を 使 用 し ， テ キ ス ト マ イ ニ ン グ に よ り 図 5 - 2 の よ

う に 共 起 ネ ッ ト ワ ー ク と し て 表 し た .  

共 起 ネ ッ ト ワ ー ク に よ れ ば ， 下 請 を 軸 に ， 代 金 ， 支 払 ， 遅 延 ， 防

止 が ネ ッ ト ワ ー ク で 結 ば れ て い て ， 下 請 に 対 す る 支 払 を 遅 延 せ ず に

行 う こ と が 喚 起 さ れ て い る . ま た 禁 止 を 軸 に 規 定 ， 義 務 ， 交 付 ， 書

類 ， 記 載 ， 保 存 ， 書 面 が 結 ば れ て い て ， 書 面 に 書 類 を 残 す こ と ， さ
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ら に そ の 書 面 を 保 存 す る 必 要 が あ る こ と が わ か る . 事 業 （ 者 ） を 軸

に 取 引 ， 調 査 ， 実 施 が 結 ば れ て お り ， 取 引 に 適 切 に 行 わ れ る 必 要

が あ る こ と を 示 し て い る . 加 え て ， 指 導 と 改 善 が 結 び 付 け ら れ て い

る よ う に 下 請 法 違 反 が あ れ ば 改 善 の た め の 指 導 が 行 わ れ る こ と に

な る .  
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図 5 - 2  共 起 ネ ッ ト ワ ー ク の 結 果  

注 ） 解 析 ソ フ ト ウ エ ア K H - C o d e r を 使 用 し て 作 成  
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な お ,  テ キ ス ト マ イ ニ ン グ に お い て は ,  テ キ ス ト デ ー タ x n の エ ン ト

ロ ピ ー は , 式 ( 5 . 1 ) で 与 え ら れ る [ 4 ] ．  

 

H ( X ) = ���
�→∞

�
� Ȃ �(
��� ) ��� �(
�)                 ( 5 . 1 )                   

 

こ こ で ,  

n は 文 章 中 の 文 字 数 ,  

x n は n 番 目 の 文 字 ,  

P  ( x n ) は , n 番 目 の 文 字 の 確 率  

 

テ キ ス ト デ ー タ x n が 与 え ら れ た と き の 単 語 列 w m へ の 分 解 の 仕

方 が 一 意 で あ れ ば , 式 ( 5 . 2 ) , ( 5 . 3 ) の 関 係 が 成 り 立 つ ．  

 

H ( W ) = ���
�→∞

�
� Ȃ �(���� ) ��� �(��)                  ( 5 . 2 )  

H ( X )  =
�(�)
�[���]                                 ( 5 . 3 )  

 

こ こ で ,   

m は 文 章 中 の 単 語 数 ,  

          ����は m 番 目 の 単 語 ,  

P ( ��) は , m 番 目 の 単 語 の 確 率 ,  

E [ | W | ] は 単 語 の 長 さ の 平 均 値 で あ る ．  

 
一 般 に , 形 態 素 解 析 に よ り 各 文 書 d Δ に つ い て 単 語 へ の 切 り

出 し が 行 わ れ た あ と , 情 報 検 索 や テ キ ス ト 分 類 の 問 題 を 取 り 扱 い

易 い 問 題 に 落 と し 込 ん だ モ デ ル で あ る ベ ク ト ル 空 間 モ デ ル と し て 考

え る こ と に な る ．  
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す な わ ち , 分 析 対 象 で あ る 文 書 集 合 を Δ = { d 1 ,  d 2 ,  … ,  d D } と

し , Δ 内 の 全 て の 文 書 d i に つ い て , 文 書 内 に 含 ま れ る 単 語 を 抽 出

す る の で あ る ． こ の 単 語 抽 出 に は , 通 常 , 文 書 の 分 類 や 検 索 の た め

に 有 効 と な る 単 語 （ 有 効 語 ） を 選 定 し て 抽 出 す る ．  

全 文 書 か ら 抽 出 さ れ た 有 効 語 の 集 合 を ∑ = { w 1 , w 2 ,  … ,  

w W } と す れ ば , 各 文 書 の 特 徴 ベ ク ト ル を 各 特 長 語 の 出 現 頻 度 に

応 じ て W  次 元 ベ ク ト ル で 表 現 す る こ と が で き る ．  

す な わ ち , 文 書 集 合 Δ か ら 得 ら れ る 全 有 効 語 に よ っ て ベ ク ト ル

空 間 が 構 成 さ れ る ． こ の 場 合 , 個 々 の 文 書 d i は , 式 ( 5 . 4 ) で 表 さ

れ る ．  

d i = ( v i
1 ,  v i

2 ,  … ,  v i
W )  T                             ( 5 . 4 )                  

こ こ で T  は 転 置 を 表 す ．  

 

こ れ ま で で , 各 文 書 d i の ベ ク ト ル 表 現 を 与 え た が , 各 要 素 の 値

を ど の よ う に 決 め る か と い う 問 題 が 残 っ て い る ． 各 単 語 の 出 現 頻

度 を 求 め て も 検 索 や 分 類 性 能 が , 多 く の 文 書 に 出 現 す る 単 語 に

大 き く 影 響 さ れ て し ま う こ と に な る ． そ こ で 各 単 語 の 出 現 頻 度 だ け

で な く 全 文 章 中 で そ の 単 語 が 現 れ る 割 合 を 考 慮 し た 特 長 量 の 算

出 が 必 要 で あ り , そ の た め の 方 法 が T F ･ I D F  法 で あ る ．  

こ こ で , T F  は 単 語 の 出 現 頻 度 を , I D F  は 全 文 書 中 の 単 語 の

出 現 割 合 の 減 少 関 数 を , そ れ ぞ れ 表 す .  

文 書 d i に お け る 単 語 の 出 現 頻 度 T F  を t f ( d i ,  w j )  と お

き , I D F  に つ い て は 単 語 w j を 含 む 文 書 の 数 を d f  ( w j )  と す る と

次 の ( 5 . 5 ) の 関 数 で 定 義 さ れ る ．  

 

i d f  ( w j )  = ��� �
��(�� )                         ( 5 . 5 )                                            

こ の と き , 文 書 d i  に お け る 単 語 w j の 特 徴 量 v i
j は , 式 ( 5 . 6 )
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で 与 え ら れ る ．  

v i
j = t f ( d i , w j ) ・ i d f ( w j )                      ( 5 . 6 )   

                                     

各 文 書 の 特 徴 量 が ベ ク ト ル 表 現 さ れ れ ば , 文 書 d i と 文 書 d k

の 類 似 度 は , こ れ ら の 距 離 を 使 っ て 測 る こ と が で き る ． こ れ ら の 距

離 は 原 点 付 近 の 2 点 が 近 い も の で あ る と 判 定 す る ．  

 

5 . 2 . 3  発 注 ・ 入 荷 の プ ロ セ ス  

 下 請 法 の 改 正 , 強 化 に よ り , 親 事 業 者 は 発 注 後 に 見 積 り や 支

払 い 代 金 の 修 正 , 発 注 直 後 の 納 品 や 納 品 ま も な く の 返 品 が で き

な く な っ た . 下 請 事 業 者 の 立 場 を 守 る た め に 必 要 な 法 整 備 で は あ

る が , 製 品 , 部 品 な ど の 発 注 , 入 荷 の 流 れ に 大 き な 負 荷 が か か る こ

と に な っ た と も 考 え ら れ る . 以 下 , 下 請 法 の 具 体 的 な 内 容 に つ い て

考 察 す る こ と に す る .  

 

5 . 2 . 4  下 請 法 へ の 対 応  

発 注 業 務 に お け る 注 意 と し て ， 下 請 代 金 支 払 遅 延 等 防 止 法

（ 以 下 ， 下 請 法 ） の 順 守 が あ げ ら れ る ．  

下 請 法 で は 「 下 請 代 金 の 支 払 遅 延 等 を 防 止 す る こ と に よ っ て ，

親 事 業 者 の 下 請 事 業 者 に 対 す る 取 引 を 公 正 な ら し め る と と も に ，

下 請 事 業 者 の 利 益 を 保 護 し ， も つ て 国 民 経 済 の 健 全 な 発 達 に

寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 」 （ 同 法 第 1 条 ） と 定 め ら れ て い る ．  

下 請 法 に よ り ， 無 理 な 期 日 指 定 な ど が 禁 じ ら れ て い る こ と か ら ，

「 発 注 当 日 の 納 品 」 な ど は 避 け な け れ ば な ら な い ．  

 な お ， 下 請 法 に よ り 違 反 行 為 と み な さ れ る 行 為 に は 次 の も の が あ

る [ 2 ] ．  

①  受 取 の 拒 否  

た と え ば ， 過 剰 在 庫 を 避 け る た め に 下 請 業 者 に 一 時 的 に 保 管
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さ せ る な ど ， 下 請 業 者 に 過 失 な ど が な い に も 関 わ ら ず ， 発 注 し た 製

品 の 受 取 を 拒 否 す る こ と は で き な い ．  

②  下 請 代 金 の 支 払 遅 延  

納 品 か ら 6 0 日 以 内 に 下 請 代 金 を 支 払 わ な け れ ば な ら な い ．

（ 図 5 - ３ 参 照 ）  

③  下 請 代 金 の 減 額  

納 品 さ れ た 製 品 が 納 得 で き な い 出 来 栄 え で も ， そ れ を 理 由 に

発 注 時 に 決 め た 代 金 の 減 額 な ど を 一 方 的 に 決 め ら れ な い ．  

④  返 品  

売 れ 残 っ た 製 品 の 返 品 な ど を 押 し つ け て は い け な い ．  

⑤  買 い 叩 き  

市 場 価 格 な ど よ り も 極 端 に 低 く 価 格 を 設 定 す る こ と は で き な い ．  

な お ， 買 い 叩 き を 回 避 す る と い う 観 点 か ら ， 原 価 計 算 を 行 い ，

コ ス ト に 対 す る 意 識 を 取 引 先 と 共 有 し て お く 必 要 が あ る ． あ わ せ て

標 準 品 ・ 規 格 品 と 特 注 品 の 区 別 を 明 確 化 す る 必 要 も あ る ．  

⑥  物 品 購 入 ・ サ ー ビ ス 利 用 の 強 制  

取 引 関 係 を 利 用 し て 下 請 会 社 に 物 品 の 購 入 や サ ー ビ ス の 利

用 を 強 制 し て は い け な い ．  

⑦  報 復 措 置  

親 事 業 者 が 違 反 を し て い る こ と を 下 請 事 業 者 が 公 正 取 引 委

員 会 な ど に 知 ら せ た こ と を 受 け て ， そ の 報 復 措 置 と し て 取 引 停 止

な ど を 行 っ て は い け な い ．  

⑧  支 給 原 材 料 な ど の 対 価 の 早 期 決 済  

原 材 料 ， 部 品 な ど の 有 償 支 給 に 際 し て ， そ れ ら の 対 価 を 支 払

期 日 の 前 に 支 払 わ せ た り し て は な ら な い ．  

⑨  割 引 困 難 な 手 形 交 付  

振 出 日 か ら 支 払 い 日 ま で の 期 間 が ， 繊 維 業 で は 9 0 日 を 超 え

る ， そ の 他 の 産 業 で は 1 2 0 日 を 超 え る 手 形 は 割 引 困 難 な 手 形 と
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さ れ ， 交 付 し て は い け な い ．  

⑩  不 当 な 経 済 利 益 の 提 供 要 請  

募 金 の よ う な 現 金 ， サ ー ビ ス な ど を 不 当 な か た ち で 提 供 要 請 し

て は な ら な い ．  

⑪  不 当 な 給 付 内 容 の 変 更 ・ や り 直 し  

下 請 業 者 に 責 任 が な い に も か か わ ら ず ， 注 文 の 取 消 ， 発 注 内

容 の 変 更 な ど を 行 っ て は い け な い ．  

 

 な お ， 下 請 法 に 関 す る 違 反 行 為 に つ い て は 表 5 - 1 ， 並 び に 図 5 -

4 の よ う に ま と め ら れ る ． 支 払 代 金 の 遅 延 と 減 額 に 係 わ る 違 法 行

為 が 多 く ， 両 者 を 併 せ る と 全 体 の 5 0 % に 達 す る ． 「 発 注 は 早 め ，

支 払 い は 遅 め 」 と い う 悪 し き 慣 習 が 蔓 延 し て き た 状 況 が 考 え ら れ

る ．  

遅 延 と 減 額 の 要 因 と 適 切 な 対 応 に つ い て は ， 図 5 - 5 の よ う に

ま と め ら れ る ． す な わ ち ， 減 額 に つ い て は ， 発 注 後 の 値 引 き が 大 き

な 要 因 と な っ て お り ， 「 親 事 業 者 は 発 注 時 に 決 定 し た 下 請 代 金 を

下 請 事 業 者 の 責 に 帰 す べ き 理 由 が 存 在 し な い に も か か わ ら ず ，

発 注 後 に 減 額 し て は い け な い 」 と い う こ と を 常 に 念 頭 に 置 く 必 要

が あ る ． ま た 発 注 前 の 値 引 き で あ る 買 い 叩 き に つ い て は ， 「 親 事 業

者 は ， 下 請 代 金 の 額 を 決 定 す る 際 に ， 発 注 し た 内 容 と 同 種 ま た

は 類 似 の 給 付 の 内 容 に 対 し 通 常 支 払 わ れ る 対 価 に 比 べ て 著 し く

低 い 額 を 不 当 に 定 め て は い け な い 」 と い う こ と を 組 織 内 で 徹 底 し

て お く 必 要 が あ る ． そ し て 対 策 と し て は ， 「 親 事 業 者 は ， 下 請 事 業

者 に 対 し 委 託 を し た 場 合 ， 両 社 で 合 意 し た 適 正 な 対 価 を 支 払 う

と い う こ と を 徹 底 し て お く こ と が 求 め ら れ る と い う こ と に な る ．  

以 上 ， 下 請 法 の 趣 旨 に 十 分 に 配 慮 し た う え で の 発 注 業 務 の 遂

行 が 必 要 に な っ て く る ．  
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図 5 - 3  発 注 業 務 の 手 順  
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下請法遵守の場合は60日以内に支払い

月末日締切、40日後に支払い

毎月末日締切、翌月末支払い

毎月15日締切、翌月末支払い

下請法違反

下請法違反

下請法遵守
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表 5 - 1 違 反 行 為 の 内 訳  

                             （ 単 位 ： 事 業 所 ）  

 

出 典 ： 中 小 企 業 庁 ， 平 成 ３ ０ 年 度 に お け る 下 請 取 引 の 適 正 化 に

向 け た 取 組 等 に つ い て ， p . 3 ， 2 0 1 9 年  

 

 

 

 

 

 

 

違反事項 2016年 2017年 2018年

受取の拒否 2 3 1

下請代金の支払遅延 280 314 205

下請代金の減額 204 247 185

返品 5 9 6

買い叩き 19 25 14

物品購入・サービス利用の強制 4 7 3

報復措置 0 0 0

支給原材料などの対価の早期決済 13 17 9

割引困難な手形交付 47 46 50

不当な経済利益の提供要請 5 21 15

不当な給付内容の変更・やり直し 0 0 1

実態規定違反総計 579 689 289
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図 5 - 4  違 反 行 為 の 内 訳 （ 2 0 1 8 年 ）  

出 典 ： 中 小 企 業 庁 ， 平 成 3 0 年 度 に お け る 下 請 取 引 の 適 正 化 に

向 け た 取 組 等 に つ い て ， p . 3 ， 2 0 1 9 年  
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受取の拒否 下請代金の支払遅延

下請代金の減額 返品

買い叩き 物品購入・サービス利用の強制

報復措置 支給原材料などの対価の早期決済

割引困難な手形交付 不当な経済利益の提供要請

不当な給付内容の変更・やり直し 実態規定違反総計
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図 5 - 5  下 請 法 の 主 要 な 違 反 へ の 対 応  
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親事業者は、発注時に決定した下請代金を下請事業者の責に帰すべき
理由が存在しないにもかかわらず、発注後に減額してはいけない

親事業者は、下請事業者に対し委託をした場合、
両社で合意した適正な対価を支払うことが求められている

要因：発注後の値引き

親事業者は、下請代金の額を決定する際に、発注した内容と同種または
類似の給付の内容に対し通常支払われる対価に比べて著しく低い額を
不当に定めてはいけない

要因：発注前の値引き

減額

買い叩き

適切な対応
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5 . 2 . 5  事 例 ： A 社  

( 1 )  概 要  

 製 造 業 大 手 A 社 で は 部 品 関 係 の 調 達 に つ い て ， 下 請 法 に よ り

発 注 書 を 出 さ な い 口 頭 発 注 は 行 っ て い な い ． ま た 当 日 発 注 当 日

納 品 に つ い て も 行 わ な い よ う に し て い る ． ま た 緊 急 発 注 に 対 応 し た

際 は ， 翌 日 に は 注 文 書 を 出 し て い る ． 発 注 前 の 納 品 は 違 法 で あ

る の で 行 っ て い な い ．  

た だ し ， 海 外 へ 相 見 積 も り を 行 う 場 合 は 経 済 産 業 省 の 「 金 型

図 面 や 金 型 加 工 デ ー タ の 意 図 し て い な い 流 出 の 防 止 に 関 す る 指

針 」 を 念 頭 に た と え 秘 密 保 持 契 約 を 結 ん で い た と し て も 技 術 流 出

が 生 じ る 可 能 性 が 高 い こ と を 理 解 し ， 必 要 性 に 十 分 な 配 慮 を 払

っ て い る ．  

発 注 は 週 ３ 回 （ 隔 日 納 品 ） ， 定 期 的 に 行 い ， 発 注 量 に つ い て は

受 注 に 応 じ て 行 う 不 定 量 を 発 注 す る 定 期 不 定 量 発 注 法 が 採 用

さ れ て い る ． し た が っ て ， 生 産 計 画 を ベ ー ス と し た 発 注 に よ り ジ ャ ス

ト イ ン タ イ ム 方 式 の 在 庫 管 理 が 行 わ れ ， 工 場 倉 庫 に お け る 過 剰 在

庫 は 発 生 し て い な い ． な お ， 当 該 部 署 の 従 事 者 1 人 当 た り の 担

当 」 取 引 先 は １ ５ 社 ， 発 注 ア イ テ ム 数 は 5 0 0 種 類 （ 寸 法 ， 型 式 ，

材 質 ， 製 造 元 ， 国 内 外 ） ， 発 注 単 位 （ 個 ） は １ 個 か ら あ り ， ダ ン ボ ー

ル 箱 ， ビ ニ ー ル 袋 な ど で 隔 日 納 品 さ れ て い る ．  

 な お ， 定 期 発 注 法 と 定 量 発 注 法 の 比 較 は 図 5 - ６ ， 発 注 法 の 特

徴 と 分 類 は 表 5 - 2 の よ う に な る [ 5 ] ．  
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図 5 - ６  定 期 発 注 法 と 定 量 発 注 法 の 比 較  

出 典 ： 鈴 木 邦 成 ,  絵 解 き  す ぐ で き る 流 通 在 庫 の 管 理 ・ 削 減 , 日

刊 工 業 新 聞 社 , p . 9 4 . 2 0 0 7 年 な ど を 参 考 に 作 成  
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表 5 - 2  発 注 法 の 分 類  

 

出 典 ： 鈴 木 邦 成 ,  絵 解 き  す ぐ で き る 流 通 在 庫 の 管 理 ・ 削 減 , 日

刊 工 業 新 聞 社 , p . 9 4 . 2 0 0 7 年 な ど を 参 考 に 作 成  

 

 

 

 

 

 

発注法 詳細 特徴

定期定量発注法

定期的に決まった量を発注する。長期的に需要
が安定していて販売予測の立てやすい商品に
適していまるが、商品サイクルが短かったり、流
行や季節の変化に左右されやすかったりする
商品には向かない

不定期定量発注法
（ダブルビン方式）

発注の時期は月次、週次、日次など定期的であ
るものの、発注量は次の発注までに予測される
量とする発注法である。
在庫が過剰にならないようにモニタリングを怠
らないようにする必要があ、現実的な発注方法
として評価されている。多くの企業で取り入れ
られている一般的な発注法でリードタイム日数
と在庫日数が等しくなる。

定量発注法
（基準の在庫量
となる「発注
点」をあらかじ
め設定し、在庫
量が発注点を
下回ったら決
められたら決
められた量を
発注する。通過
型倉庫で多く
用いられる）

定期不定量発注法

需要の変動に対する適応性が高くなり、曜日波
動、月末集中、季節波動などへの対応力にも優
れているが、実践するのは容易ではない。

定量発注法
（商品について
ある程度の期
間の販売計画
を立てたうえ
で発注を行っ
て適正在庫を
維持していく）
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( 2 )  改 善 の 課 題  

A 社 は 国 内 外 か ら 部 品 を 調 達 し ， 自 社 工 場 で の 組 立 工 程 な

ど を 経 て ， 中 国 な ど の 海 外 へ 製 品 の 輸 出 を 行 っ て い る ．  

 発 注 法 は 前 述 し た よ う に 定 期 不 定 量 発 注 法 で ， 下 請 法 を 順 守

し ， 当 日 発 注 当 日 納 品 の 強 要 や 発 注 書 な し で の 口 頭 発 注 は 行

っ て い な い ．  

 た だ し ， 口 頭 発 注 を 回 避 す る た め に 図 5 - ７ の よ う に 発 注 プ ロ セ

ス に お い て フ ァ ク ス に よ る 見 積 依 頼 が 多 く ， コ ス ト ， 作 業 効 率 性 と

も に 改 善 の 余 地 が あ る ． す な わ ち 担 当 １ 人 当 た り 1 0 0 枚 / 日 の フ

ァ ク ス 処 理 を 行 う 必 要 が あ り ， コ ス ト 削 減 ， 作 業 効 率 性 向 上 を 図

る べ く ， 自 動 化 の 推 進 な ど の 早 期 ， 実 現 が 望 ま れ る ．  

な お ， 自 動 発 注 シ ス テ ム は 受 注 ・ 発 注 処 理 に お け る 業 務 を 効

率 化 さ せ る 一 元 管 理 で き る シ ス テ ム で ， ウ エ ブ 上 で 受 発 注 処 理 を

行 え る だ け で な く ， 在 庫 管 理 ， 出 荷 管 理 ， 請 求 管 理 ， 顧 客 管 理 な

ど の 関 連 機 能 も 備 わ っ て お り ， E R P （ 基 幹 統 合 シ ス テ ム ） と の 連

携 も 可 能 で あ る ．  
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図 5 - ７  A 社 か ら B 社 な ど へ の 発 注 プ ロ セ ス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A社による見積依頼書を送信
（ファクス発信：担当1人当たり100枚/日）

発注先B社など複数社 見積依頼書受領（ファクス受信）

A社 見積書のファクス受信
購買システムに入力

A社から発注書・納品依頼書を郵送

B社など 見積書を送信
（ファクス送信）
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5 . 2 . 6  原 価 計 算  

 下 請 法 の 改 正 , 強 化 に よ り 見 積 り , 発 注 代 金 は 納 品 後 の 変 更

に 下 請 事 業 者 の 同 意 が 必 要 に な り 親 事 業 者 に よ る 一 方 的 な 代

金 の 押 し 付 け や 修 正 は で き な い . し た が っ て , 原 価 計 算 を 従 来 よ り

も 入 念 に 行 い , 見 積 も り の 作 成 に 当 た る 必 要 性 が 高 ま っ て い る ．  

 本 節 で は 製 造 業 に お け る 原 価 計 算 の プ ロ セ ス を 確 認 す る ．  

た と え ば , 製 品 A に つ い て の 原 価 の 総 合 計 は ， １ か 月 に 要 し た す

べ て の 費 用 の 合 計 す る こ と で 原 価 の 合 計 を 算 出 で き る [ 6 ] ．  

す な わ ち ， 材 料 費 / 月 の 総 計 M T は ，  

 T m w kM X X X                            ( 5 . 7 )  

こ こ で ，  

X m は 材 料 費 / 月 ，  

X w は 労 務 費 / 月 ，  

X k は 経 費 / 月 ，  

 

 な お ， 材 料 費 ， 労 務 費 ， 経 費 に つ い て の 原 価 の 形 態 別 分 類 は

表 5 - 3 の よ う に な る ． 材 料 費 と は 原 料 費 ， 買 入 部 品 費 ， 消 耗 品

費 な ど を ， 労 務 費 と は 賃 金 ， 給 料 ， 賞 与 ， 福 利 費 な ど を ， 経 費 と

は 減 価 償 却 費 ， 棚 卸 減 耗 費 ， 賃 借 料 ， 電 力 料 ． 旅 費 交 通 費 な

ど を ， そ れ ぞ れ 指 す [ 6 ] ．  

 

表 5 - 3  原 価 の 形 態 別 分 類  

 

出 典 ： 関 浩 一 郎 ， 菅 野 貴 弘 ， 図 解 ＆ 説 例  原 価 計 算 の 本 質 と

実 務 が わ か る 本 ， 日 刊 工 業 新 聞 社 ， p . 3 6 ， 2 0 1 3 年  

費用 概要

材料費 モノを製造活動において消費したときに生じる原価

労務費 ヒト（労働サービス）を企業活動において消費したときに生じる原価

経費 材料費、労務費以外の原価
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( 1 )  材 料 費  

 材 料 費 を 分 類 す る と ， 表 5 - 4 の よ う に な る ． 主 要 材 料 費 と は ，

鉄 鋼 や 木 材 な ど を ， 買 入 部 品 費 と は ， 配 線 板 な ど を ， 補 助 材 料

費 と は 塗 料 や 接 着 剤 な ど を ， 工 場 消 耗 費 と は 機 械 油 な ど を ， 消

耗 工 具 器 具 備 品 費 は ド ラ イ バ ー や 椅 子 な ど を ， そ れ ぞ れ 指 す ．  

 な お ， 製 品 配 合 表 な ど で は 直 接 材 料 費 と 間 接 材 料 費 が 区 別 さ

れ て 記 載 さ れ る が ， 主 要 材 料 費 と 買 入 部 品 費 は 直 接 材 料 費 ， 補

助 材 料 費 ， 工 場 消 耗 品 費 ， 消 耗 工 具 器 具 備 品 費 は 間 接 材 料

費 に 分 類 さ れ る ． ま た , 材 料 費 に つ い て は 材 料 費 を 消 費 額 で 考 え

る 主 要 材 料 費 ， 買 入 部 品 費 ， 補 助 材 料 費 と ， 材 料 費 を 購 入 額

で 考 え る 工 場 消 耗 品 費 と 消 耗 工 具 器 具 備 品 費 と に 分 け る こ と も

あ る ．  

 

表 5 - 4  材 料 費 の 分 類  

 

出 典 ： 関 浩 一 郎 ， 菅 野 貴 弘 ， 図 解 ＆ 説 例  原 価 計 算 の 本 質 と

実 務 が わ か る 本 ， 日 刊 工 業 新 聞 社 ， p . 3 8 ， 2 0 1 3 年  

 

( 2 )  労 務 費  

 労 務 費 は 労 務 主 費 と 労 務 副 費 に 分 け ら れ る ． 労 務 主 費 と は 基

本 給 ， 加 給 金 ， 諸 手 当 ， 賞 与 な ど を 指 し ， 労 働 の 主 た る 対 価 と し

て 支 払 わ れ る も の で あ る ． 労 務 副 費 と は 退 職 給 付 費 用 ， 法 定 福

利 費 で あ る ． 退 職 給 付 費 用 は 退 職 金 の 支 払 い の た め の 繰 り 入 れ

費 用 で あ り ， 法 定 福 利 費 と は 健 康 保 険 ， 年 金 費 用 な ど の 社 会 保

費用 概要

主要材料費 製品の素材に係わる費用

買入部品費 購入した形状のまま製品に組み込む部品に係る費用

補助材料費 間接的に製品に使用される素材に係わる費用

工場消耗品費 生産設備に使用されるような製品の製造に間接的に要する費用

消耗工具器具備品費 固定資産に計上するほどの重要性のない生産設備に係わる費用
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険 料 の 会 社 負 担 額 を 指 す ．  

 労 務 費 を 考 え る 場 合 ， 工 場 に お け る 従 業 員 の 分 類 を 確 認 し て

お く 必 要 が あ る ． 製 造 部 門 の 従 業 員 を 工 員 ， そ れ 以 外 の 従 業 員

を 職 員 と 呼 ぶ ．  

な お ， 工 員 は 直 接 工 と 間 接 工 に 分 類 さ れ ， 直 接 工 と は モ ノ の 加

工 に 直 接 的 に 係 わ る 機 械 工 や 組 立 工 を 指 し ， 間 接 工 と は 加 工

以 外 の 間 接 的 な 作 業 ・ 工 程 に 係 わ る 修 理 工 や 運 搬 工 を 指 す ．

表 5 - 5 は 直 接 工 の 勤 務 時 間 を 表 し た も の で あ り ， 実 働 時 間 と 手

待 時 間 が 就 業 時 間 と さ れ ， 加 工 時 間 と 段 取 時 間 を 直 接 労 務 費 ，

そ れ 以 外 の 間 接 作 業 に よ る 実 働 時 間 を 間 接 労 務 費 と し ， 労 務

費 の 至 急 対 象 と し て い る [ 7 ] ．  

 

表 5 - 5  直 接 工 の 勤 務 時 間  

 

 

出 典 ： 関 浩 一 郎 ， 菅 野 貴 弘 ， 図 解 ＆ 説 例  原 価 計 算 の 本 質 と

実 務 が わ か る 本 ， 日 刊 工 業 新 聞 社 ， p . 6 2 ， 2 0 1 3 年  

 

 

 

休憩時間

手待時間

間接作業時間

加工時間 段取時間

勤務時時間

就業時間（労務費の至急対象）

実働時間

直接作業時間

←直接労務費→ ←　　間接労務費　　→
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( 3 )  経 費  

 経 費 は 直 接 経 費 と 間 接 経 費 に 分 け ら れ る ． た だ し ， 製 品 に 直 接

的 に 結 び つ く 経 費 は 少 な く ， 経 費 の 多 く は 間 接 経 費 と な る の で ，

本 研 究 で は 間 接 経 費 を 中 心 に 論 じ る こ と に す る ．  

 間 接 経 費 は 支 払 経 費 ， 月 割 経 費 ， 測 定 経 費 ， 発 生 経 費 な ど ，

直 接 経 費 は 外 注 加 工 費 な ど か ら な る ．  

 

( 4 )  製 造 間 接 費  

 製 品 の 製 造 と 関 連 性 が 直 接 ， 判 断 で き な い 原 価 と な る 間 接 材

料 費 ， 間 接 労 務 費 ， 間 接 経 費 を 製 造 間 接 費 と い う ．  

 

5 . 2 . 7  原 価 の 算 出  

標 準 原 価 の 求 め 方 は ， 図 5 - ８ の よ う に な る ．  

標 準 原 価 を 計 算 す る 際 は ， ま ず 製 品 1 単 位 に つ い て の 標 準 原

価 を 求 め て ， 完 成 品 の 個 数 を 乗 ず る こ と で ， 完 成 品 の 原 価 を 算

出 す る  

な お 原 価 は ， 標 準 直 接 材 料 費 ， 標 準 直 接 労 務 費 ， 標 準 製 造

間 接 費 で 構 成 さ れ る  

完 成 品 の 原 価 に 仕 掛 品 の 原 価 を 加 え た も の （ 月 末 の 完 成 品

数 ＋ 月 末 仕 掛 品 数 × 仕 掛 品 の 進 捗 率 ） か ら 生 産 に あ た っ て も 製

品 １ 単 位 に 対 す る 標 準 原 価 を 算 出 す る ． な お ， 参 考 ま で に 表 5 - ９

に 仕 掛 品 の 振 替 伝 票 （ 例 ） を 示 す ．  

標 準 原 価 は 見 積 原 価 と 比 較 検 討 す る こ と が 望 ま し い ． 見 積 も

原 価 は ， 経 験 に も と づ く 予 測 値 を 入 れ て 原 価 を 計 算 し た も の で あ

る ． 勘 と 経 験 に よ り 算 出 し た 原 価 と 緻 密 な 計 算 の も と に 算 出 し た

原 価 を 比 較 す る の で あ る ．  
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図 5 - ８  標 準 原 価 の 算 出 プ ロ セ ス  

 

 

 

 

 

 

 

 

標準原価

標準直接材料費：材料単価×数量
標準直接労務費：労務単価×作業時間
標準製造間接費：製造間接単価×該当時間

月末仕掛品の標準原価完成品の標準原価

完成品の標準原価＝月末の完成品数＋月末仕掛品数×仕掛品の進捗率

見積原価
経験にもとづく予測値を入れて原価を計算

比較・検討
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5 . 3  出 荷 業 務 に お け る 下 請 法 の 影 響  

 出 荷 に お け る 禁 止 事 項 は , ① 書 面 の 交 付 義 務 , ② 支 払 遅 延 の

禁 止 , ③ 減 額 の 禁 止 , ④ 買 い 叩 き の 禁 止 , ⑤ 不 当 な 経 済 上 の 利

益 の 提 供 要 請 の 禁 止 , が あ る . 順 に 出 荷 へ の 影 響 を 考 察 す る .  

 

5 . 3 . 1  書 面 の 交 付 義 務 の 影 響  

 物 流 現 場 で の 発 注 指 示 が 書 面 を 交 付 せ ず , 口 頭 で 行 わ れ る こ

と は 少 な く な か っ た , し か し , こ れ が 「 言 っ た , 言 わ な い 」 と い っ た 不 正

確 な 発 注 状 況 の 要 因 と も な り う る .  

 も ち ろ ん , 改 善 さ れ な け れ ば な ら な い こ と で は あ る が , 書 面 の 交 付

義 務 に よ り , 書 面 の 作 成 や 確 認 の 手 間 な ど に よ り , 発 注 業 務 に こ

れ ま で 以 上 に 時 間 が か か り そ の 結 果 , 図 5 - ９ が 示 す よ う に 迅 速 な

入 荷 が で き な く な る こ と も あ る .  

 

図 5 - ９  書 面 交 付 義 務 の 納 品 へ の 影 響  
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5 . 3 . 2  支 払 遅 延 の 禁 止  

 支 払 遅 延 自 体 の 発 生 は い か な る 場 合 で も 許 さ れ る こ と で は な い

が , 法 改 正 以 前 の 場 合 は , 即 日 発 注 , 即 日 納 品 な ど の 発 注 と 納

品 の バ ラ ン ス が ど う し て も 崩 れ や す く , 結 果 的 に 納 品 後 に 遅 れ て 事

務 上 の 手 続 き が 行 わ れ る こ と に な り , 支 払 時 期 が 時 期 的 に 後 方 に

ス ラ イ ド す る こ と が 多 か っ た . た だ し こ れ は 親 事 業 者 な ど が 円 滑 に

入 荷 ・ 納 品 を 行 う う え で は 都 合 が よ く , し た が っ て , 支 払 遅 延 が 禁

止 さ れ る こ と で 緊 急 発 注 , 緊 急 入 荷 な ど に 制 限 が 加 わ る こ と に な

り , 親 事 業 者 側 は 長 期 的 に 計 画 的 な 発 注 計 画 と そ れ に あ わ せ た

納 品 時 期 の 予 測 を 行 う 必 要 が 出 て き て い る .  

 

5 . 3 . 3  減 額 の 禁 止  

 発 注 後 , あ る い は 納 品 後 に お け る 減 額 が 禁 止 さ れ て い る こ と か ら ,

「 と り あ え ず 発 注 す る 」 「 見 積 書 を 後 回 し に す る 」 と い っ た 形 態 で の

発 注 作 業 を 行 う こ と が で き な い . こ の た め , 追 加 発 注 , 追 加 補 充 な

ど を 柔 軟 に 行 う こ と は 難 し く な っ て い る . 対 策 と し て は , 部 品 補 充 に

お け る 在 庫 水 準 を あ ら か じ め , 設 定 し , 安 全 在 庫 な ど の 補 充 を 行

う 場 合 , ど れ く ら い の 間 隔 で の 補 充 が 適 切 か を 長 期 的 に 把 握 し て

お く 必 要 が あ る .  

 

5 . 3 . 4  買 い 叩 き の 禁 止  

 買 い 叩 き に つ い て も 前 節 と 同 様 に 「 と り あ え ず 発 注 」 な ど の 動 因

と な る 可 能 性 が 高 い . 買 い 叩 き を 安 易 に 行 う 環 境 と な っ た 理 由 と

し て は , 安 易 な 追 加 発 注 , 緊 急 発 注 , 安 全 在 庫 水 準 の 設 定 の 甘

さ な ど が あ げ ら れ , そ れ ら の 改 善 が 下 請 法 遵 守 の 環 境 下 で は 求 め

ら れ る こ と に な る .  
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5 . 3 . 5 不 当 な 経 済 上 の 利 益 の 提 供 要 請 の 禁 止  

 本 項 に つ い て は さ ま ざ ま な ケ ー ス が 考 え ら れ る . 基 本 的 に 見 積 書 ,

発 注 書 の な い 親 事 業 者 か ら の 発 注 に 対 し て 下 請 事 業 者 が 速 や

か な 納 品 を 強 い ら れ , か つ 支 払 延 期 , 減 額 な ど に 近 い か た ち で 経

済 上 の 不 利 益 が 生 じ る か た ち と な る ケ ー ス が 考 え ら れ る . 一 例 と し

て は 納 品 に か か わ る 配 送 費 を 下 請 事 業 者 が 負 担 す る ケ ー ス な ど

が 考 え ら れ る .  

 

5 . 4 考 察 及 び ま と め  

 以 上 を ま と め た の が 表 5 - 6 で あ る .  

 下 請 法 の 入 荷 業 務 へ の 影 響 は 大 き く , 入 荷 業 務 全 体 に つ い て ,

長 期 的 な 視 点 を も っ た 在 庫 管 理 , 発 注 計 画 , 生 産 計 画 な ど の 策

定 と 緊 急 発 注 , 追 加 発 注 な ど と そ れ に よ る 即 日 , あ る い は 短 期 納

品 の 強 要 な ど を 回 避 す る 必 要 が あ る こ と が あ き ら か に な っ た .  

 な お , 下 請 法 の 遵 守 は 必 要 で あ る が , 国 外 か ら の 輸 入 に つ い て は

独 占 禁 止 法 の 適 用 を も っ て 行 わ れ る こ と に も 留 意 し た い .  

 

表 5 - 6  下 請 法 の 遵 守 に よ る 入 荷 業 務 へ の 影 響 （ ま と め ）  

 

 

 

緊急発注の
回避

追加発注の
回避

適正在庫水準
の設定

生産計画・入荷計
画の長期的策定

配送費の下請
負担の回避

①書面の交
付義務 〇 〇

②支払遅延
の禁止 〇 〇 〇 〇

③減額の禁
止 〇 〇 〇 〇

④買い叩き
の禁止 〇 〇 〇 〇

⑤不当な経
済上の利益
の提供要請
の禁止

〇 〇 〇
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注 ：  

[ 1 ]  鎌 田 明 ,  下 請 法 の 実 務 ,  公 正 取 引 協 会 , 2 0 1 7 年  

[ ２ ]  公 正 取 引 委 員 会 ,  公 正 取 引 委 員 会 勧 告 資 料 , 株 式 会 社

フ ァ ミ リ ー マ ー ト に 対 す る 勧 告 に つ い て ,  平 成 ２ ８ 年 ８ 月 ２ ５ 日  

[ 3 ]  中 小 企 業 庁 ,  令 和 元 年 度 に お け る 下 請 取 引 の 適 正 化 に

向 け た 取 組 等 に つ い て , 2 0 2 0 年  

[ 4 ] 山 岡 真 理 , 鈴 木 邦 成 , 水 上 祐 治 , ス カ ー ト 市 場 の 低 迷 回 復 に

関 す る 一 考 察 , 第 6 4 回 日 本 経 営 シ ス テ ム 学 会 全 国 研 究 発 表

大 会 , 2 0 2 0 年  

[ 5 ] 鈴 木 邦 成 ， 図 解 す ぐ 役 立 つ 物 流 の 実 務 ， 日 刊 工 業 新 聞 社 ，

2 0 1 0 年   鈴 木 邦 成 ,  絵 解 き  す ぐ で き る 流 通 在 庫 の 管 理 ・ 削

減 , 日 刊 工 業 新 聞 社 , 2 0 0 7 年  

[ 6 ]  関 浩 一 郎 ， 菅 野 貴 弘 ， 図 解 ＆ 説 例  原 価 計 算 の 本 質 と 実

務 が わ か る 本 ， 日 刊 工 業 新 聞 社 ， p . 3 6 ， 2 0 1 3 年  

[ 7 ]  関 浩 一 郎 ， 菅 野 貴 弘 ， 図 解 ＆ 説 例  原 価 計 算 の 本 質 と 実

務 が わ か る 本 ， 日 刊 工 業 新 聞 社 ， p . 6 2 ， 2 0 1 3 年  
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第 6 章  入 荷 検 収 ・ 検 品 作 業 の 改 善  

 

6 . 1  本 章 の 目 的  

 本 章 で は 輸 入 業 務 と の 連 携 を 念 頭 に 工 場 に お け る 一 連 の 入 荷

業 務 ， す な わ ち 発 注 ， 原 価 計 算 ， 検 収 ・ 検 品 業 務 に つ い て ， 下 請

法 の 影 響 を 念 頭 に 企 業 事 例 を 取 り 上 げ て ， 標 準 化 の 推 進 の 検

討 も 含 め て ， 現 状 を 分 析 ， 考 察 す る こ と で 改 善 の 方 向 性 を 示 す .

ま た あ わ せ て , 入 出 荷 業 務 に 係 わ る 工 場 内 , あ る い は 物 流 セ ン タ ー

内 の 運 搬 , 荷 役 作 業 に お け る ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 に つ い て シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン を 行 い , そ の 結 果 を 分 析 , 考 察 す る .  

 

6 . 2  入 荷 検 収 ・ 検 品 作 業  

6 . 2 . 1  入 荷 検 収 に お け る 課 題  

ト ラ ッ ク が 入 荷 車 両 と し て 到 着 し ， 荷 卸 し を 行 う 段 階 で 貨 物 の

状 態 ， 仕 様 ， ア イ テ ム な ど を 確 認 す る 作 業 を 入 荷 検 収 作 業 と い う ．

検 収 作 業 で は 納 品 の 外 観 不 良 な ど を チ ェ ッ ク す る ． 下 請 法 を 念

頭 に 検 収 ， 検 品 作 業 に つ い て も 納 品 業 者 の 長 時 間 待 機 な ど が

発 生 し な い よ う な 健 全 な 労 働 環 境 の も と に 業 務 を 進 め る 必 要 が

あ る ．  

 一 般 的 に 見 ら れ る 課 題 と し て ， 検 収 に あ た り 荷 受 人 が 直 感 的 に

貨 物 の 外 観 を 見 て い る だ け で ， ど の よ う な 点 を チ ェ ッ ク す れ ば よ い

か を 正 確 に 把 握 し て い な い こ と が 多 い ． そ の た め ， 納 品 さ れ た 製 品

の 破 損 ， 汚 損 な ど を 見 落 と す こ と が あ る ．  

 

6 . 2 . 2 検 収 の 改 善  

検 収 に 際 し て の 手 順 と 貨 物 の 外 観 な ど の 確 認 項 目 を ま と め る

必 要 が あ る ． 外 観 概 観 不 良 に つ い て は ， 「 汚 れ ， へ こ み ， つ ぶ れ ，

穴 あ き ， ガ ム テ ー プ な ど の は が れ ， 水 漏 れ ， 浸 み 出 し ， 異 音 の 発 生 」
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に つ い て 確 認 す る ．  

ま た 検 収 の 一 連 の 手 順 に つ い て は 標 準 化 を 行 い ， 担 当 者 に よ

る 現 場 の バ ラ つ き を 解 消 す る ． 検 収 で 破 損 な ど が 発 見 さ れ れ ば ，

速 や か に 責 任 者 に 報 告 し ， 指 示 を 仰 ぐ と い う 体 制 を 徹 底 す る ．  

な お ， 検 収 書 は 署 名 ， 押 印 す れ ば ， 納 入 さ れ た 物 品 の 数 量 ， 種

類 ， 仕 様 な ど を 発 注 者 が 適 切 と 判 断 し た こ と を 証 明 す る 書 類 で あ

る ． し た が っ て ， 適 切 な 手 順 で 確 認 す る 必 要 が あ る ．  

 

 

 

図 6 - 1  検 収 作 業 の 標 準 化 の ポ イ ン ト  

出 典 ： 鈴 木 邦 成 ， 入 門  物 流 （ 倉 庫 作 業 ） の 標 準 化 ， 日 刊 工 業

新 聞 社 ， 2 0 2 0 年 ， を 参 考 に 作 成  

 

 

6 . 2 . 3  輸 入 貨 物 の 入 荷 検 品  

誤 入 荷 が 発 生 し ， 納 品 業 者 に 確 認 す る ケ ー ス が 多 く な る の は ，

検 品 の 手 順 に つ い て 標 準 化 さ れ て い な い こ と が 大 き な 要 因 と 考 え

ら れ る ． そ う し た 非 効 率 性 を 解 消 す る た め に は 検 品 の 作 業 手 順 を

検収作業

トラックがバースに到着し、荷卸しを行った段階で貨物の状
態、仕様、アイテムなどを確認する

検収に際しての手順と 貨物をチェックする場合の確認項目をまとめて各作業者に検収
のやり方と 注意事項を説明し、標準化された方法でだれもが作業できるよう にする。ま
た、検収で異常が発見された場合はすぐに責任者に報告し、指示を仰ぐこと とする

標準化のポイント

貨物の確認、数量の過不足、外観不良の有無を確認

外観不良⇒「汚れ、へこ み、つぶれ、穴あき、ガムテープなどのはがれ、水漏れ、浸
み出し、異音の発生」について確認
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マ ニ ュ ア ル 化 ， 標 準 化 し て ， 作 業 量 を 平 準 化 す る 必 要 が あ る ．  

目 視 検 品 の 際 に は ２ 名 １ 組 で  指 差 し 呼 称 を 徹 底 す る ． 入 荷

検 品 の 作 業 手 順 ， 確 認 手 順 ， 貨 物 の 保 管 ・ 格 納 方 法 な ど を 標

準 化 す る ． 現 場 の ５ S （ 整 理 ・ 整 頓 ・ 清 掃 ・ 清 潔 ・ 躾 ） を 徹 底 し ， 製

品 の 取 違 い な ど が 発 生 し な い よ う に す る ． ．  

 

 

 

図 6 - 2 検 収 作 業 の 標 準 化 の ポ イ ン ト  

出 典 ： 鈴 木 邦 成 ， 入 門  物 流 （ 倉 庫 作 業 ） の 標 準 化 ， 日 刊 工 業

新 聞 社 ， 2 0 2 0 年 ， を 参 考 に 作 成  

 

 

 

 

 

 

トラックからの荷卸し

フォークリフトなどを用いての入荷ロット単位の搬入

スキャナーによるバーコード検品

数量不足、数量過剰のチェック
＊入荷貨物が入荷予定データと合致していれば、入
庫・格納
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6 . 3 ア シ ス ト ス ー ツ に よ る 作 業 効 率 化  

6 . 3 . 1 概 要  

物 流 現 場 の 運 搬 な ど の 荷 役 作 業 に は 大 き な 負 荷 が か か る . そ こ

で 荷 役 効 率 化 の 視 点 か ら パ レ ッ ト , か ご 車 , 台 車 な ど の 導 入 が こ れ

ま で 進 め ら れ て き た . し か し , 運 搬 し た 荷 物 を ト ラ ッ ク に 積 み 下 ろ し た

り , マ テ ハ ン 機 器 , パ レ ッ ト か ら 台 車 な ど へ 段 ボ ー ル 箱 の 積 む 替 え 作

業 を 行 う 際 な ど に は ど う し て も 手 荷 役 に 頼 る こ と に な っ て き た . し か

し な が ら 手 荷 役 に か か る 作 業 負 荷 の 解 消 を 進 め る た め の 実 践 的

な ツ ー ル は 長 年 に 渡 り , 開 発 さ れ て こ な か っ た .  

 だ が , 近 年 , ア シ ス ト ス ー ツ の 開 発 に よ り , 手 荷 役 に つ い て 従 来 と

は 比 較 に な ら な い 負 荷 低 減 が 可 能 と な っ て き た . ア シ ス ト ス ー ツ は

補 助 的 な 動 力 を 持 つ パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ （ パ ワ ー ド ス ー ツ ） と 動 力

源 を 必 要 と し な い サ ポ ー ト ジ ャ ケ ッ ト に 大 別 で き る .  

な お , 本 研 究 で は 補 助 的 な 動 力 を 持 つ パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ の

導 入 の 可 能 性 に つ て 検 討 す る が , 動 力 源 を 必 要 と し な い サ ポ ー ト

ジ ャ ケ ッ ト に つ い て も 機 能 や デ ザ イ ン の 改 善 が 進 み , 軽 作 業 の 負 荷

低 減 に 大 き く 寄 与 す る 可 能 性 が 高 い こ と が 物 流 業 界 関 係 者 か ら

指 摘 さ れ て い る [ 1 ] .  

パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ は 2 0 0 0 年 代 前 半 に ベ ン チ ャ ー 企 業 が 開

発 に 乗 り 出 し た が ,  当 初 は 医 療 機 器 と し て の 活 用 に 注 目 が 集 ま

っ た . そ れ が 作 業 な ど へ の 導 入 に 向 か い 始 め た の は 2 0 1 0 年 代 に

入 っ て か ら の こ と で あ る . た だ し , 物 流 現 場 で は な く 介 護 現 場 な ど へ

の 導 入 が ま ず は 注 目 さ れ た .  

だ が 物 流 現 場 の 運 搬 作 業 な ど へ の 活 用 に つ い て も マ ー ケ ッ ト リ

サ ー チ が 進 み , 2 0 1 8 年 の 国 際 物 流 総 合 展 に も 物 流 現 場 向 け の

パ ワ ー ド シ ス ト ス ー ツ が 出 品 , 展 示 さ れ , 大 き な 注 目 を 集 め た . 物 流

関 連 企 業 と し て は パ レ ッ ト レ ン タ ル 大 手 の ユ ー ピ ー ア ー ル 社 が 開 発 ,

導 入 に 積 極 的 で あ る .  
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標 準 的 な パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ （ 以 下 , ア シ ス ト ス ー ツ ） は バ ッ テ リ

ー で 人 体 の 腰 部 の 負 担 を 軽 減 す る . 物 品 な ど を 持 ち 上 げ た り , 腰

を か が め た り す る 屈 伸 運 動 に 合 わ せ て バ ッ テ リ ー に よ り 稼 働 す る モ

ー タ ー が 腰 椎 , 椎 間 板 な ど に 負 担 が か か ら な い よ う に 人 体 の 動 き

を サ ポ ー ト す る . 2 0 - 6 0 ㎏ の 補 助 力 が 働 く こ と に な る . 物 流 現 場 で

は 作 業 者 不 足 , 高 齢 化 が 大 き な 問 題 と な っ て い る . 少 子 高 齢 化 の

影 響 で 作 業 者 確 保 が 難 し く な っ て き て い る の で あ る .  

ア シ ス ト ス ー ツ を 導 入 す る こ と で 一 般 の 作 業 者 の 作 業 負 荷 を

大 き く 軽 減 で き る こ と に 加 え て , 高 齢 者 , 女 性 が 負 担 な く 重 量 物 を

運 搬 で き る 環 境 を 構 築 で き る こ と に も な る . 物 流 セ ン タ ー や ト ラ ッ ク

タ ー ミ ナ ル な ど で の 作 業 者 の 装 着 に 加 え , 引 越 し 現 場 な ど で の 活

用 も 期 待 で き る .  

 

6 . 3 . 2  作 業 着 と し て の 位 置 付 け  

 ア シ ス ト ス ー ツ は 社 会 服 装 学 の 視 点 か ら 考 え れ ば 作 業 着 の 延

長 と し て 位 置 付 け ら れ る .  

 作 業 着 は 作 業 効 率 の 向 上 と 安 全 性 の 確 保 を 念 頭 に 導 入 さ れ

て い る .  

 た と え ば , 作 業 着 の 着 用 に つ い て は 次 の よ う な 点 に 注 意 す る 必 要

が あ る [ 2 ] .  

 

・ 作 業 着 は ボ タ ン を 留 め , フ ァ ス ナ ー を 締 め る よ う に す る . ヘ ル メ ッ ト ,

作 業 手 袋 , 安 全 靴 な ど も 規 則 を 守 り 着 用 す る .  

・ 作 業 着 や 安 全 靴 な ど は 定 期 的 に 洗 濯 を 行 い , 汚 れ が 目 立 っ た り ,

ほ こ ろ び が 生 じ た り す る こ と が な い よ う に 気 を つ け る .  

・ 常 に 作 業 着 を 清 潔 に 保 つ よ う に す る .  

・ 体 型 に 合 っ た 動 き や す い 作 業 着 を 選 ぶ .  

・ 手 荷 役 の 際 の 荷 物 の 落 下 を 防 ぐ た め の 滑 り 止 め 付 き 作 業 手 袋
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な ど も 活 用 す る .  

 

 ア シ ス ト ス ー ツ の 着 用 に あ た っ て は , こ の よ う な 作 業 着 を 着 用 す る

際 の 基 本 的 な 注 意 事 項 を 十 分 に 認 識 し た う え で 安 全 に 配 慮 し な

け れ ば な ら な い . し た が っ て ア シ ス ト ス ー ツ の 開 発 に あ た っ て は , 補 助

力 の 向 上 に 加 え て , 「 い か に 安 全 を 確 保 し つ つ 安 全 性 を 向 上 さ せ

て い く か と い う 点 に つ い て も 工 夫 が な さ れ て き た .  

 

6 . 3 . 3  ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 で 期 待 さ れ る 効 果 と 課 題  

ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 で 期 待 さ れ る 効 果 に は 次 の 通 り で あ る .  

 

( 1 )  荷 役 作 業 の 負 担 軽 減  

前 述 し た よ う に 重 量 物 の 運 搬 な ど に あ た っ て 作 業 時 間 を 短 縮

し , 作 業 人 員 削 減 を 削 減 す る こ と が 可 能 に な る . 作 業 時 間 に つ い

て は 9 - 1 0 ％ 削 減 で き る と い う 実 験 デ ー タ が 出 さ れ て い る [ 3 ] .  

 

( 2 )  作 業 負 担 軽 減  

物 流 セ ン タ ー に お け る ピ ッ キ ン グ 作 業 な ど で は 中 腰 姿 勢 な ど に な

り , 腰 部 へ の 負 担 が 大 き く な り , 腰 椎 , 椎 間 板 を 痛 め る こ と が 多 い

が ア シ ス ト ス ー ツ を 着 用 す る こ と で 防 止 可 能 と な る .  

 

( 3 )  誤 作 業 の 減 少  

物 流 セ ン タ ー な ど で の ピ ッ キ ン グ , 仕 分 け 作 業 に お い て は 中 腰 姿

勢 を 余 儀 な く さ れ る こ と か ら 作 業 者 の 集 中 力 が 低 下 し 誤 ピ ッ キ

ン グ , 誤 仕 分 け な ど を 誘 発 す る リ ス ク が あ る . ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入

で そ う し た リ ス ク を 軽 減 で き る .  
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( 4 )  労 働 力 の 強 化  

重 量 物 の 運 搬 に は 体 力 的 な 点 か ら 難 し い と 考 え ら れ て い た 女 性

や 高 齢 者 な ど の 現 場 作 業 投 入 効 果 が 可 能 に な り , 物 流 現 場 の

労 働 力 を こ れ ま で 以 上 に 安 定 的 に 確 保 す る こ と が 可 能 に な る .  

 次 に , 表 6 - 1 並 び に 表 - 2 で ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 効 果 を 表 に し て

視 覚 化 し た . 表 - 1 に 示 す よ う に 現 場 作 業 に お け る 荷 役 生 産 性 は

ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 で 大 き く 改 善 さ れ る こ と に な る . 性 能 面 に お い

て は ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 に は メ リ ッ ト が 多 い こ と が わ か る .  

 た だ し , 表 6 - 2 の よ う に ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 コ ス ト に つ い て は 改

善 の 余 地 を 抱 え て い る . す な わ ち ア シ ス ト ス ー ツ を 導 入 す る こ と で

荷 役 生 産 性 が 向 上 し , 短 期 費 用 （ ラ ン ニ ン グ コ ス ト ） に つ い て は 低

減 さ れ る が , 現 状 で は ア シ ス ト ス ー ツ の 初 期 導 入 費 用 （ イ ニ シ ャ ル

コ ス ト ） が 高 く , 初 期 投 資 を 回 収 す る ま で に 相 当 な 時 間 が か か っ て

し ま う の で あ る . 具 体 的 に 数 字 を 用 い て 説 明 す る と , 本 研 究 の ヒ ヤ

リ ン グ 実 施 時 点 で は 1 着 当 た り 3 年 レ ン タ ル で 総 額 1 2 0 万 円 程

度 の 負 担 が か か る こ と に な っ た .  

 し た が っ て , ３ 年 で イ ニ シ ャ ル コ ス ト を 回 収 で き る か ど う か が ア シ ス

ト ス ー ツ 導 入 に 当 た っ て の 大 き な 意 思 決 定 要 因 と な る の で あ る . そ

こ で 本 研 究 で は 作 業 者 5 0 人 程 度 の 標 準 的 な 物 流 セ ン タ ー [ 4 ]

を 想 定 し て , シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い , 導 入 に お け る コ ス ト メ リ ッ ト を

検 討 し た .  
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表 6 - １  ア シ ス ト ス ー ツ と 手 荷 役 と の 利 用 比 較  

 

注 ） 低 , 中 , 高 の 程 度 に つ い て は 関 連 現 場 で の ヒ ヤ リ ン グ に よ り 作 成 .  

低 ： 効 率 が き わ め て 低 い ,  中 ： 一 般 に 想 定 で き る 効 率 水 準 ,  高 ： 平 均

的 な 水 準 を 大 き く 上 回 っ て い る  

 

 

表 6 - 2  ア シ ス ト ス ー ツ と 手 荷 役 の コ ス ト 比 較  

 

注 ） 低 , 中 , 高 の 程 度 に つ い て は 関 連 現 場 で の ヒ ヤ リ ン グ に よ り 作 成 .  

低 ： コ ス ト が き わ め て 低 い ,  中 ： 一 般 に 想 定 で き る コ ス ト 水 準 ,  高 ： 平 均

的 な コ ス ト 水 準 を 大 き く 上 回 っ て い る  

 
 
6 . 3 . 3  検 討 条 件  

導 入 効 果 の 検 討 に 必 要 な 設 備 投 資 費 用 ， 導 入 に よ り 得 ら れ

る 金 銭 的 効 果 の 根 拠 と な る 条 件 等 を 以 下 に 示 す ．  

手荷役 アシストスーツ

中or低 高

中or低 高

中or低 高

高 低

中or低 低

利用比較

労災発生率

誤仕分率

項目

荷捌効率

荷卸効率

荷積効率

手荷役 アシストスーツ

中or低 高

中or高 低

中or低 高

低 高

中 低離職率

コスト比較
項目

導入費用

運用費用

短期費用

スケールメリット
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6 . 3 . 4  ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 費 用 と 導 入 効 果  

①  導 入 費 用 （ 設 備 投 資 費 ） ； �  

ア シ ス ト ス ー ツ 購 入 単 価 ； �!" 

1 , 1 4 4 , 8 0 0 円 / 着  

導 入 数 ； #!" 

     �$ = #!" ∙ �!"                             ( 6 . 1 )               

②  効 率 化 ， 省 力 化 に 関 す る 性 能  

・ 補 助 力  2 0 ｋ ｇ  

（ 労 働 基 準 法 ， 職 場 に お け る 腰 痛 予 防 対 策 指 針 に よ る 制 限

は 5 5 k g ）  

重 量 制 限 緩 和 効 果  ； '� = (55 + 20) 55 = 1.364�   ( 6 . 2 )  

・ 作 業 時 間 （ 手 荷 役 ， 段 ボ ー ル 運 搬 ）  

段 ボ ー ル ２ 才 １ ５ ケ ー ス ， １ 才 ５ ケ ー ス 荷 捌 時 間  

未 装 着 ： ２ 分 3 7 秒 （ 1 5 7 秒 ） → 装 着 ： 2 分 2 4 秒 （ 1 4 4 秒 ）  

    時 短 効 果 ： '2 = 144 157 = 0.917�                ( 6 . 3 )                     

6 . 3 . 5   荷 捌 き ， 庫 内 運 搬 作 業 者 の 労 働 条 件  

時 給 ； 56 = 1,200 円 / 時  

平 均 労 働 時 間 ； 8!9 = 10  時 間 / 日   

 う ち ， 定 時 労 働 時 間 ； 8: = 8  時 間  

 時 給 割 増 対 象 と な る 残 業 労 働 時 間 ； 8< = 2 時 間  

 時 給 割 増 率 ； => = 1.2 

平 均 日 給 ； 5� = 56 × @8: + 8< ∙ =>A = 1,200 × (8 + 2 × 1.2) = 12,480 

円 / 人 ・ 日  

倉 庫 内 作 業 日 数 ； B� = 5 日 / 週  

年 間 稼 働 日 数 ； C� = 320 日 / 年  

一 人 当 た り 年 間 支 払 労 務 費 ； 5D = 5� ∙ C� = 12,480 ×
    320 = 3,993,600 円 / 年  
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な お ， 人 員 削 減 時 の 省 力 化 効 果 の 算 定 時 に は ， 式 ( 4 ) で 与 え

ら れ る 年 間 労 務 費 に 福 利 厚 生 費 等 の 付 帯 費 割 増 率 ； =! = 1.2と

し て 2 0 ％ を 加 算 し た 額 5DE = =! × 5D = 1.2 × 3,993,600円 / 年 と す る ．  

削 減 作 業 時 間 ：   

8: = (1 − '2) × 8!9 = (1 − 0.917) × 10 = 0.83 時 間 / 人 ・ 日      

( 6 . 4 )  

 

6 . 3 . 6  設 備 投 資 効 果 の 検 討  

 ア シ ス ト ス ー ツ を リ ー ス で 導 入 し た 場 合 ， 単 年 度 で リ ー ス 料 に 見

合 う だ け の 効 率 化 効 果 が 必 要 で あ る ． 購 入 価 格 の 1 / 3 程 度 が リ

ー ス 料 （ リ ー ス 会 社 は ３ 年 で 償 却 ） と 仮 定 し て ， 約 4 0 0 , 0 0 0 円 /

着 ・ 年 以 上 の 効 率 化 効 果 が 必 要 で あ る ．  

ア シ ス ト ス ー ツ １ 着 の 導 入 に よ っ て 得 ら れ る 年 間 の 労 務 費 の 削

減 効 果 額 ； G2�は ，  

時 短 効 果 に よ る 削 減 作 業 時 間 8:が 想 定 残 業 時 間 8<を 越 え な け れ

ば ，  

G2� = 8: × => × 56 × C� = 0.83 × 1.2 × 1,200 × 320 = 382,464 円 / 着 ・ 年  

                                        ( 6 . 5 )  

   

な お , 本 検 討 で は 該 当 し な い が ， 時 短 効 果 に よ る 削 減 作 業 時

間 8:が 想 定 残 業 時 間 8<を 越 え る 場 合 に は ， 次 式 で 与 え ら れ る ．  

    G2� = H8< × @=> − 1A + 8:I × 56 × C� 円 / 着 ・ 年        ( 6 . 5 ’ )                             

 

式 ( 5 ) か ら ． 時 短 効 果 の 直 接 的 効 果 の み を 考 慮 し た 場 合 に は ，

わ ず か に 導 入 効 果 が リ ー ス 料 を 下 回 り ， リ ー ス で の 導 入 メ リ ッ ト は

無 い と 判 断 で き る ．  

そ の た め ， ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 を 設 備 投 資 と 考 え ， 設 備 投 資

費 の 投 資 回 収 期 間 に よ り 投 資 効 果 を 検 討 す る ． 投 資 効 果 と し て
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は ， 直 接 的 効 果 と し て 作 業 時 間 の 短 縮 効 果 （ 時 短 効 果 ） を ， 間

接 的 効 果 と し て 作 業 品 質 や 作 業 安 全 性 の 改 善 を 金 銭 的 効 果 と

し て 評 価 し て 考 慮 す る ．  

 

6 . 4  効 果  

6 . 4 . 1  直 接 的 効 果  

ア シ ス ト ス ー ツ #!"着 の 導 入 に よ っ て 得 ら れ る 年 間 の 労 務 費 の 削

減 効 果 額 ； G2�は ，  

  G2� = G2� × #!" = 382,464 × #!" 円 / 年               ( 6 . 6 )  

                            

 一 方 ， こ れ に 対 す る 設 備 投 資 額 は ， 金 利 負 担 な ど を 考 慮 し な け

れ ば 次 式 で 与 え ら れ る ．  

  �$ = �!" × #!" = 1,144,800 × #!"                     ( 6 . 7 )  

                      

①  い ま ， 単 純 に ア シ ス ト ス ー ツ 装 着 者 の 時 短 効 果 の み を 考 え ， 作

業 者 の 削 減 を 考 慮 し な い 場 合 の 投 資 回 収 期 間 （ 年 ） は ， 次 式

で 与 え ら れ る ．  

  J> = �$ G2� = �!" G2� =� 1,144,800 382,464 = K. L��           ( 6 . 8 )            

②  ア シ ス ト ス ー ツ 装 着 者 の 時 短 効 果 に よ る 作 業 の 効 率 化 を 作    

業 者 の 削 減 に 寄 与 さ せ た 場 合 に は ， 以 下 の よ う に ア シ ス ト ス ー

ツ の 導 入 着 数 に よ り 投 資 回 収 期 間 が 変 化 す る こ と に な る ．  

庫 内 作 業 者 数 ； M� = 50 人  ク ラ ス の 場 合 を 考 え る ．  

   

作 業 者 １ 人 を 削 減 す る た め に 必 要 な ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 数 ； �!"

は ， 作 業 者 一 人 の 年 間 の 会 社 負 担 労 務 費 に 相 当 す る 時 短 効 果

に よ る 労 務 費 の 削 減 額 が 必 要 で あ る こ と か ら 次 式 で 与 え ら れ る ．     

�!" = 5DE G� = 4,792,320 382,464 =� 12.53 → 13着            ( 6 . 9 )    

す な わ ち ， 1 3 着 の 倍 数 に 満 た な い 導 入 着 数 の 場 合 に は ， 作 業
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員 の 削 減 は で き な く な り 装 着 者 の 時 短 に よ る 労 務 費 の 削 減 効 果

の み を 考 慮 す る 必 要 が あ る ．  

図 6 - 3  ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 着 数 と 省 力 化 人 数 お よ び 投 資 回

収 期 間 （ 年 ）  直 接 的 効 果 の み 考 慮  

 

 

ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 着 数 ； #!"に 対 す る 作 業 者 の 削 減 数 ； M�は ，  

M� = N(#!" ∙ �!") 5D� O                        ( 6 . 1 0 )  

こ こ に ， [
]は ガ ウ ス 記 号 で 
 以 下 の 最 大 の 整 数 を 表 す ．  

 

ア シ ス ト ス ー ツ #!"着 の 導 入 に よ っ て 得 ら れ る 年 間 の 労 務 費 の 削 減

効 果 額 ； G2�は ， 次 式 で 与 え ら れ る ．  

             G2� = M� ∙ 5D + (#!" − M� ∙ �!") ∙ G2� 円 /  ( 6 . 1 1 )   

                      

 投 資 回 収 期 間 ； J>は ，  
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         J> = �$ G2��                    ( 6 . 1 2 )   

                                             

で 求 め ら れ る ．  

図 6 - 3 に は ， ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 着 数 を １ 着 か ら 5 0 着 に 変

化 さ せ た 場 合 の 省 力 化 人 数 と 投 資 回 収 期 間 （ 年 ） を 計 算 し た 結

果 を 示 す ． 図 か ら ， 作 業 員 5 0 人 規 模 の 倉 庫 で あ れ ば ， ア シ ス ト ス

ー ツ の 導 入 着 数 の 増 加 と と も に 投 資 回 収 期 間 が 3 . 0 年 か ら 2 . 7

年 と 僅 か に 短 く な り 投 資 効 果 が 高 く な る こ と が 分 か る ． ま た ， 作 業

の 効 率 化 に よ る 作 業 員 の 削 減 が 図 れ ， 全 員 装 着 す る こ と に よ り ３

人 の 人 員 減 ( 6 % ) が 実 現 す る ．  

設 備 投 資 の 適 正 回 収 期 間 に は 諸 説 が あ り ， 過 去 に は 3 ～ 5

年 と 言 わ れ て い た が 最 近 で は 経 済 環 境 の 変 化 が 急 激 な た め ２ ～

３ 年 が 一 般 的 水 準 と 言 わ れ て い る ． 3 . 0 年 は 適 正 回 収 期 間 の 最

長 期 間 程 度 と な る が ， 最 近 の 人 手 不 足 の 状 況 を 考 慮 す れ ば 作

業 員 の 削 減 の メ リ ッ ト は 大 き く 導 入 効 果 は あ る と い え よ う ．  

 

6 . 4 . 2  間 接 的 効 果  

  作 業 時 間 短 縮 等 の 直 接 的 投 資 効 果 に 加 え て ， 以 下 に 示 す

間 接 的 効 果 を 投 資 効 果 と し て 算 定 す る こ と が で き る ．  

①  作 業 へ の 集 中 力 が 向 上 （ 作 業 品 質 の 改 善 ） す る こ と に よ る

誤 仕 分 け ， 誤 出 荷 等 の 原 因 で 発 生 す る ク レ ー ム 費 用 の 減 少 を 考

慮 す る ．  

誤 仕 分 け ， 誤 出 荷 な ど に よ る ク レ ー ム 処 理 費 用 を P$:( 円 / １ ク レ

ー ム ) と す る ． 誤 仕 分 け ， 誤 出 荷 率 が 0 . 1 ％ か ら 0 . 0 5 % 程 度 に

半 減 す る と 仮 定 し た 場 合 ， 誤 仕 分 け な ど の 1 機 会 あ た り の 損 失

が ク レ ー ム 処 理 な ど に 1 0 万 円 か ら 5 0 万 円 か か る と し て ， 年 間

1 0 0 万 円 か ら 5 0 0 万 円 程 度 削 減 が 期 待 で き る ．  

ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 の 着 数 の 増 加 し ス ー ツ 着 用 作 業 に 習 熟
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す る に 従 い ， 作 業 に 集 中 す る こ と が 可 能 と な り 誤 出 荷 な ど の ク レ ー

ム が 減 少 す る ． し か し ， 全 作 業 車 に 占 め る ス ー ツ 着 用 者 の 割 合 が

あ る 程 度 大 き く な い と 効 果 は 表 れ な い と 考 え ら れ る ． こ れ は ， 薬 の

投 薬 量 と 投 薬 効 果 の 関 係 を 表 す 用 量 反 応 曲 線 と 類 似 の モ デ ル

化 が 有 効 で あ る そ こ で ， ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 数 ( 着 用 者 数 ) の 増

加 に 従 っ て 用 量 反 応 曲 線 と し て 次 式 で 表 さ れ る シ グ モ イ ド 関 数 を

用 い て ク レ ー ム 数 が 減 少 す る も の と す る ．  

#$ = #$,!9 × QR$ × �
S T1 + �UVWX(YZW[)

�\VWX(YZW[) ∙ �\VWX

�UVWX]^   0 ≤ 
 ≤ 1         ( 6 . 1 3 )       

こ こ に ， R$は 最 大 ク レ ー ム 減 少 率 ， #$,!9は 年 間 の 平 均 ク レ ー ム

数 ， 
は ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 率 で 
 = #!" M�� ， `は ク レ ー ム 減 少 の S

字 曲 線 の 形 状 係 数 ， [  ] は ガ ウ ス 記 号 を 表 す ．  

図 4 - 3 に は ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 に よ る 最 大 ク レ ー ム 減 少 が 半

減 ， す な わ ち R$ = 0.5と し ， 導 入 前 の 年 間 平 均 ク レ ー ム ； #$,!9 = 10
件 ， S 字 曲 線 の 形 状 係 数 ； ` = 8の 場 合 の ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 数 と

ク レ ー ム 件 数 の 関 係 を 示 す ．  

ク レ ー ム 件 数 の 減 少 に よ る 間 接 的 投 資 効 果 ； Ga�,�は 次 式 で 評

価 で き る ．  

Ga�,� = #$ × P:                         ( 6 . 1 4 )     

 ②  作 業 条 件 の 改 善 に よ る 作 業 者 の 労 災 罹 災 率 の 低 下 や 腰

痛 対 策 等 に 係 る 労 働 災 害 対 策 費 ； P"$の 軽 減 効 果 を 間 接 的 効

果 と し て 考 慮 す る ．  

  ア シ ス ト ス ー ツ 着 用 に よ る 労 働 災 害 対 策 費 の 削 減 は ， 導 入 着

用 数 に ほ ぼ 比 例 す る と 考 え ら れ る た め ， 労 働 災 害 対 策 費 ； P"$の 軽

減 効 果 Ga�,Sは 次 式 で 与 え ら れ る ．  

Ga�,S = P"$ × R"$ × �Xb
cd

                    ( 6 . 1 5 )     
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図 6 - 4  シ グ モ イ ド 関 数 を 用 い た ア シ ス ト ス ー ツ 導 入 数 と ク レ ー ム

件 数 の 関 係  

 

図 6 - 5  ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 着 数 と 省 力 化 人 数 お よ び 投 資 回

収 期 間 （ 年 ）  直 接 的 効 果 と 間 接 的 効 果 を 考 慮  
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上 式 で R"$は 全 員 着 用 時 の 労 働 災 害 対 策 費 の 削 減 率 を 表 す ．  

 

い ま ， 労 働 災 害 対 策 費 を 年 間 総 労 務 費 (56 × 8: × C�) × M� =
153,600,000円 / 年 の 0 . 5 % と 仮 定 す る と ， P"$ = 00.0005 × 153,600,00 =
768,000円 / 年 と な る ．  

  図 6 - 5 に は ， ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 着 数 を １ 着 か ら ５ ０ 着 に 変

化 さ せ た 場 合 の 直 接 的 効 果 に 間 接 的 効 果 を 加 え て 算 定 し た 省

力 化 人 数 と 投 資 回 収 期 間 （ 年 ） の 関 係 を 示 す ． 図 6 - 5 か ら ， 図

6 - 3 に 示 し た 直 接 的 効 果 の み を 考 慮 し た 場 合 に 比 べ ， ア シ ス ト ス

ー ツ の 導 入 着 数 の 増 加 と と も に 投 資 回 収 期 間 が 短 く な り 全 員 装

着 時 に は 2 . 7 年 が 2 . 5 年 と 僅 か に 短 く な り 投 資 効 果 は よ り 明 瞭

と な る ． 一 方 ， 作 業 員 の 削 減 数 は ， 間 接 的 効 果 が 作 業 時 間 の 短

縮 に 直 接 繋 が ら な い こ と か ら ３ 人 の 人 員 減 ( 6 % ) と 変 わ ら な い ．  

 な お ， 上 記 検 討 で は ア シ ス ト ス ー ツ の メ ン テ ナ ン ス 費 用 （ バ ッ テ リ

ー 交 換 や 誤 作 動 対 策 ， 等 ） を 考 慮 し て い な い た め ， こ れ ら を 考 慮

し た 場 合 に は 投 資 回 収 期 間 は さ ら に 長 く な る も の と 考 え ら れ る ．  

 

6 . 5  考 察 及 び ま と め  

 本 検 討 で は 作 業 時 間 の 短 縮 の み に 着 目 し た が ， 式 ( 6 . 3 ) で 分

か る よ う に 時 短 効 果 は 1 0 % 未 満 で あ る ． 一 方 ， 本 来 の ア シ ス ト ス

ー ツ の 効 用 は 重 量 物 荷 捌 の 軽 減 化 で あ り ， 式 ( 6 . 2 ) で 分 か る よ

う に 軽 減 効 果 は 4 0 % に 近 い ． そ の た め ， 時 短 効 果 に 加 え て

5 5 k g を 超 え る 段 ボ ー ル が あ る 場 合 に は ， ２ 人 作 業 が １ 人 で 可 能

と な る と い っ た 大 き な 省 力 化 効 果 が 期 待 で き る と 考 え ら れ る ．  

ま た ， 本 検 討 で は 作 業 の 効 率 化 （ 時 短 効 果 ） が 導 入 数 に 単 純

比 例 す る と 仮 定 し た が ， 実 際 に は 着 用 者 が 過 半 を 過 ぎ る と 相 乗

効 果 か ら 全 体 の 作 業 効 率 は 式 （ 6 . 3 ） で 与 え ら れ る 値 以 上 に な る
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こ と も 考 え ら れ る ．  

な お , 図 ６ － ６ の よ う な 非 電 動 タ イ プ の ア シ ス ト ス ー ツ を 暫 定 的 に

導 入 す る と い う 選 択 肢 も あ る .  

 

 

 

図 ６ － ６  ア シ ス ト ス ー ツ に よ る 作 業  

 

 以 上 , 本 章 で は 国 際 物 流 に お け る 日 本 国 内 工 場 か ら 中 国 ，

A S E A N 向 け な ど ， ア ジ ア 方 面 へ の 出 荷 ・ 輸 出 管 理 業 務 に つ い て ，

現 状 を 分 析 し ， 考 察 し た ．  

 工 場 か ら の 製 品 の 出 荷 ， 輸 出 を 念 頭 に イ ン ボ イ ス ， 梱 包 明 細 書 ，

コ ン テ ナ 明 細 書 ， お よ び 一 連 の 輸 出 管 理 業 務 の 流 れ を 確 認 し た

う え で ， 工 場 倉 庫 ， 物 流 セ ン タ ー な ど に お け る 出 荷 業 務 の 効 率 化

を 進 め る 有 力 な 方 策 と し て ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 を 提 案 し ， そ の 効

果 を 検 証 し た ． そ の 結 果 ， 適 正 期 間 内 に 初 期 投 資 を 回 収 し ， 以

降 は ラ ン ニ ン グ コ ス ト の 低 減 効 果 を 享 受 で き る こ と が わ か っ た ．  
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注 ：  

[ 1 ] 先 行 研 究 と し て は 次 の 文 献 な ど を あ げ ら れ る .  
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ー シ ス テ ム 学 会 誌 , 2 0 0 6 年   内 橋 正 幸 , 植 田 慶 輔 , 池 田 雅 夫 .

「 パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ の 開 発 : ひ ず み と 角 度 に よ る 負 荷 の 推 定 」 ,  

シ ス テ ム 制 御 情 報 学 会 , 2 0 0 6 年  

八 木 栄 一 ， 佐 藤 元 伸 ， 佐 野 和 男 ， 三 井 利 仁 ， 馬 渕 博 行 ,  「 歩

行 と 持 ち 上 げ 動 作 を 支 援 す る た め の 電 動 パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ の

検 証 実 験 」 ,  日 本 機 械 学 会 論 文 集 , 2 0 1 5 年  

宇 賀 神  宰 司 , 「 パ ワ ー ア シ ス ト ス ー ツ , 作 業 現 場 の “ 救 世 主 ” に 」 ,

日 経 ビ ジ ネ ス , 日 経 B P , 2 0 1 7 年 .  

[ 2 ] 鈴 木 邦 成 , 『 物 流 セ ン タ ー & 倉 庫 管 理 業 務 者 必 携 ポ ケ ッ ト ブ

ッ ク 』 , 日 刊 工 業 新 聞 社 , 2 0 1 8 年 , p p . 1 1 0 - 1 1 1  

[ 3 ] 八 木 栄 一 , 関 西 広 域 連 合 研 究 成 果 企 業 化 促 進 セ ミ ナ ー ,

「 メ デ ィ カ ル ジ ャ パ ン 2 0 1 7 大 阪 」 , 2 0 1 7 年 ,  及 び 関 連 企 業 へ の

ヒ ヤ リ ン グ 調 査 等 か ら 推 定  

[ 4 ] 鈴 木 邦 成 . 『 図 解  物 流 セ ン タ ー の し く み と 実 務  第 ２ 版 』 , 日

刊 工 業 新 聞 社 , 2 0 1 8 年  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



123 
 

第 ７ 章  入 出 荷 業 務 の 適 正 化 へ の 提 案  

 

7 . 1  本 章 の 目 的  

 本 論 文 で は 日 本 と 東 ア ジ ア を 結 ぶ 貿 易 ・ 国 際 物 流 ネ ッ ト ワ ー ク

の 現 状 と 課 題 を 踏 ま え て ， 出 荷 業 務 に お け る リ ス ト 規 制 , キ ャ ッ チ

オ ー ル 規 制 ， 及 び に 国 内 外 調 達 に お け る 下 請 事 業 者 経 由 で の 発

注 ・ 入 荷 業 務 に つ い て 考 察 を 進 め て き た .  

日 本 起 点 の 製 造 業 の 国 際 物 流 工 程 の 効 率 化 に つ い て

A S E A N 地 域 経 済 統 合 に よ る 規 制 緩 和 , 並 び に 中 国 の 国 際 物

流 体 制 の 円 滑 化 が 行 わ れ て い る こ と を 確 認 し た が , そ の 反 面 , 出

荷 ・ 輸 出 管 理 に お け る リ ス ト 規 制 及 び キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 ， 調 達 ・

入 荷 , 並 び に 下 請 事 業 者 経 由 の 国 際 調 達 ・ 輸 入 に 際 し て 下 請

法 に よ る 規 制 強 化 の 影 響 が 見 ら れ る ， 図 7 - 1 の よ う に グ ロ ー バ ル

な 視 点 か ら の 輸 出 入 ス キ ー ム の 規 制 緩 和 の 推 進 と , 現 場 レ ベ ル で

の 入 出 荷 業 務 に お け る 規 制 強 化 が 相 反 す る か た ち で 併 存 し て い

る と も い え よ う . そ こ で 本 章 で は , グ ロ ー バ ル 化 に よ る 税 関 業 務 な ど

の 円 滑 化 , I T 化 な ど と 相 反 す る か た ち で 進 む 入 出 荷 業 務 に 関 連

す る 規 制 強 化 に お け る 実 務 レ ベ ル で の 対 応 策 に つ い て ま と め , 業

務 改 善 の 方 向 性 を 示 す こ と に す る .  

 

 

図 7 - 1  国 際 物 流 の 円 滑 化 と 入 出 荷 業 務 の 複 雑 化  

 

 

地域経済統合 ASEAN

自由貿易推進 中国

国際物流の円滑化

下請法 国際調達・発注・入荷業務

リスト規制,キャッチオール規制 出荷業務

入出荷業務の複雑化
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7 . 2  出 荷 業 務 に 係 わ る 改 善  

 製 造 業 に お い て は ， 第 ４ 章 で 考 察 し た よ う に 一 連 の 出 荷 業 務 に

精 通 し て い る だ け で は な く ， リ ス ト 規 制 及 び キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 を

中 心 に 輸 出 管 理 に つ い て 正 確 な 実 務 知 識 を 有 す る 人 材 の 育 成

が 必 要 と な る ．  

 輸 出 管 理 に つ い て は ， ① リ ス ト 規 制 貨 物 ･ 技 術 の 取 引 ， ② キ ャ ッ

チ オ ー ル 規 制 貨 物 ･ 技 術 の 輸 出 等 取 引 ， ③ 特 別 用 途 管 理 取 引 ，

④ 制 限 顧 客 と の 取 引 の ４ 項 目 に つ い て の 正 確 な 知 識 が 必 要 に な

る [ 1 ]  

．  

7 . 2 . 1  リ ス ト 規 制 貨 物 ・ 技 術 の 輸 出 等 取 引  

①  輸 出 等 取 引  

 製 造 業 の 輸 出 管 理 部 で は S T C （ S t r a t e g i c  T r a d e  

C o n t r o l s ） 取 引 承 認 を 行 う ． S T C 取 引 と は ， 国 際 的 な 平 和 と

安 全 の 維 持 を 阻 害 す る お そ れ が あ る 取 引 ， な ら び に 外 為 法 お よ び

そ の 関 係 政 省 令 等 が 規 制 す る 取 引 の こ と で ， そ の 取 引 承 認 を 正

確 に 行 え る 人 材 が 求 め ら れ る ． ま た リ ス ト 規 制 貨 物 ･ 技 術 が 米 国

原 産 貨 物 ･ 技 術 に 該 当 す る 場 合 は E M C （ E x p o r t  

M a n a g e m e n t  C o n t r o l s ） 取 引 承 認 を 必 要 と す る ．  

②  輸 出 等 取 引 以 外 の 取 引 ( 国 内 取 引 )  

 リ ス ト 規 制 貨 物 ･ 技 術 を 国 内 で 取 引 す る 場 合 は ， 適 切 な 情 報

提 供 を 行 い ， 安 全 保 障 貿 易 の 遂 行 に 対 し て 違 法 な か た ち で の 輸

出 を 防 止 し な け れ ば な ら な い ．  

 

7 . 2 . 2   キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 貨 物 ･ 技 術 の 輸 出 等 取 引  

 キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 貨 物 ･ 技 術 の 輸 出 等 取 引 の う ち ， 客 観 要 件 ，

イ ン フ ォ ー ム 要 件 に 該 当 ， ま た は 疑 義 が あ れ ば S T C 取 引 承 認 が

必 要 に な る ． 承 認 に あ た っ て は 客 観 要 件 ， イ ン フ ォ ー ム 要 件 に つ い
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て の 正 確 な 知 識 を 有 す る 輸 出 管 理 責 任 者 ， あ る い は 輸 出 管 理

部 が 行 う こ と に な る ． ま た 米 国 原 産 貨 物 ･ 技 術 に 該 当 す る 場 合 は ，

E M C 取 引 承 認 が 必 要 に な る ．  

 

7 . 2 . 3 特 別 用 途 管 理 取 引  

法 規 制 に 寄 ら な い 自 主 的 な 輸 出 管 理 と し て ， 輸 出 等 取 引 に つ

い て ， 貨 物 ･ 技 術 の 該 非 に 係 わ ら ず ， 特 別 用 途 管 理 取 引 と し て

厳 重 な 審 査 を 行 う 必 要 が あ る ． 引 合 受 領 時 ま た は 受 注 活 動 開

始 前 に ， S T C 取 引 承 認 を 行 う こ と と す る ．  

な お ， 取 引 さ れ る 貨 物 ･ 技 術 が 米 国 原 産 貨 物 ･ 技 術 に 該 当 す

る 場 合 は ， S T C 取 引 承 認 を 得 る 前 に ， 輸 出 管 理 責 任 者 の E M C

取 引 承 認 を 得 る 必 要 が あ る ．  

 

7 . 2 . 4  制 限 顧 客 と の 取 引  

 規 制 貨 物 ･ 技 術 お よ び 米 国 原 産 貨 物 ･ 技 術 の 取 引 ( 国 内 取 引

を 含 む ) は 原 則 と し て 辞 退 す る ．  

 

7 . 3  入 荷 ・ 輸 入 管 理 に お け る 留 意 点  

製 造 業 に お い て は ， 第 ５ 章 で 指 摘 し た よ う に 一 連 の 入 荷 ・ 輸 入

業 務 に 精 通 し て い る だ け で は な く ， 下 請 法 に つ い て 正 確 な 実 務 知

識 を 有 す る 必 要 が あ る ．  

下 請 法 の 構 造 は 図 7 - 2 の よ う に な っ て お り ， 4 つ の 義 務 事 項

と 1 1 の 禁 止 行 為 が 定 め ら れ て い る [ 2 ] ． 親 事 業 者 ・ 下 請 事 業 者

の 資 本 金 区 分 は ， 親 事 業 者 が 資 本 金 3 億 円 超 の 法 人 事 業 者

の 場 合 は ， 下 請 事 業 者 は 資 本 金 3 億 円 以 下 の 法 人 事 業 者 ， 親

事 業 者 が 資 本 金 1 0 0 0 万 円 超 3 億 円 以 下 の 法 人 事 業 者 の 場

合 は ， 下 請 事 業 者 は 資 本 金 1 0 0 0 万 円 以 下 の 法 人 事 業 者 と な

る ．  
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ま た ， 取 引 内 容 （ 委 託 内 容 ） 要 件 に は 製 造 委 託 ， 修 理 委 託 ，

情 報 成 果 物 作 成 委 託 ， 役 務 提 供 委 託 が あ り ， 各 委 託 に つ い て

の 誤 解 が あ れ ば 発 注 業 務 が 滞 る リ ス ク も あ る ． 人 材 育 成 に お い て

は こ れ ら 取 引 内 容 に つ い て の 正 確 な 知 識 が 求 め ら れ る ．  

 

 

 

図 7 - 2  下 請 法 の 構 造  

 

 

7 . 3 . 1 製 造 委 託  

製 造 委 託 と は ， 事 業 者 が 他 の 事 業 者 に 物 品 の 規 格 ・ 品 質 ・ 性

能 ・ 形 状 ・ デ ザ イ ン ・ ブ ラ ン ド な ど を 指 定 し て 製 造 を 委 託 す る こ と で

あ る ． 対 象 と な る 物 品 の 範 囲 が 広 い の で 注 意 を 要 す る ．  

対 象 と な る 物 品 の 範 囲 は 極 め て 広 く ， ラ ベ ル ， 取 扱 説 明 書 ， 容

器 な ど も 含 ま れ る ．  

 

 

18

資本金要件
(親事業者・下請事業者)

取引内容要件
・製造委託
・修理委託
・情報成果物作成委託
・役務提供委託

義務事項

禁止行為

下請法
適用

親事業者
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7 . 3 . 2 修 理 委 託  

下 請 法 で は 「 事 業 者 が 業 と し て 請 け 負 う 物 品 の 修 理 を 他 の 事

業 者 に 委 託 す る こ と お よ び 事 業 者 が そ の 使 用 す る 物 品 の 修 理 を

業 と し て 行 う 場 合 に そ の 修 理 を 他 の 事 業 者 に 委 託 す る こ と を い う

と さ れ て い る ． 下 請 企 業 に 修 理 依 頼 を 出 し ， 即 日 納 品 や 修 理 費

の 減 額 な ど を 要 求 す れ ば 下 請 法 に 抵 触 す る こ と に な る ．  

 

7 . 3 . 3 情 報 成 果 物 作 成 委 託  

下 請 法 で は 「 事 業 者 が 業 と し て 行 う 情 報 成 果 物 の 作 成 を 他 の

事 業 者 に 委 託 す る こ と お よ び 事 業 者 が そ の 使 用 す る 情 報 成 果 物

の 作 成 を 業 と し て 行 う 場 合 に そ の 情 報 成 果 物 の 作 成 を 他 の 事 業

者 に 委 託 す る こ と を い う 」 と さ れ て い る ． こ の 場 合 も 発 注 ， 納 品 に

際 し て 下 請 法 に 抵 触 す る 行 為 が 禁 じ ら れ て い る ． 情 報 成 果 物 の

作 成 に あ た っ て の 買 い 叩 き ， 減 額 要 求 な ど を 行 う こ と は 許 さ れ な い ．  

 

7 . 3 . 4 役 務 提 供 委 託  

事 業 者 が 業 と し て 行 う 提 供 の 目 的 た る 役 務 の 提 供 の 行 為 の 全

部 ま た は 一 部 を 他 の 事 業 者 に 委 託 す る こ と で あ る ．  

無 償 で 役 務 を 提 供 す る こ と は 含 ま れ な い が ， 物 品 の 販 売 に 付 随

す る サ ポ ー ト サ ー ビ ス な ど は 無 償 と は み な さ れ な い の で 下 請 法 に 抵

触 す る ． ま た ， 自 ら 利 用 す る 役 務 の 委 託 は 対 象 外 と な る の で ， 顧

客 渡 し の 契 約 で あ る 場 合 の 製 品 の 配 送 な ど は 対 象 外 と な る ．  

 

7 . 3 . 5  委 託 発 注 の 責 任 の 所 在  

 上 記 の 下 請 へ の 委 託 ， 発 注 に つ い て は ， 企 業 内 の さ ま ざ ま な 部

署 が 当 該 部 署 の 都 合 で 行 う と ， 下 請 法 に 抵 触 す る 恐 れ が 出 て く

る ． し た が っ て ， 下 請 法 に つ い て 熟 知 し た 担 当 者 を 輸 入 ・ 調 達 部

門 に 配 置 し ， 図 7 - 3 の よ う に 必 ず 輸 入 ・ 調 達 部 門 を 介 し て ， 発 注
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す る こ と が 望 ま し い ． し た が っ て ， 委 託 発 注 先 に つ い て は ， 輸 入 ・ 調

達 部 門 が 責 任 を も っ て 行 う こ と と す る 体 制 作 り を 進 め る 必 要 が あ

る ．  

 

 

 

図 7 - 3  下 請 事 業 者 へ の 発 注  

 

 

7 . 4  標 準 化 の 推 進  

製 造 業 の 国 際 物 流 工 程 は ， 図 7 - 4 の よ う に 出 荷 ・ 輸 出 関 連 業

務 と 入 荷 ・ 輸 入 関 連 業 務 に 分 け ら れ る ．  

 入 荷 ・ 輸 入 業 務 は ， サ プ ラ イ ヤ ー か ら の 部 品 ， 資 材 の 調 達 プ ロ セ

ス で 発 注 ， 納 品 を 経 て 行 わ れ る 一 連 の 作 業 を 指 す ． 入 荷 ． 輸 入

業 務 が 手 順 通 り に 行 わ れ な け れ ば ， そ れ に 続 く 一 連 の 作 業 に 大 き

な 遅 れ が 生 じ る こ と に な る ． し た が っ て ， 標 準 的 な 作 業 手 順 を 設 定

し ， 可 能 な 限 り ， 作 業 時 間 な ど を 平 準 化 す る こ と で 対 応 し な け れ

ば な ら な い ．  

「価格を押し付けた」とみなされる発注を行わない
原則として、下請法を十分に理解した取引先への交
渉は輸入・調達部門の担当者を経由して発注する

対応

輸入・調達以外の部門

輸入・調達部門

下請事業者
交渉

輸入・調達部門
を通しての発注
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出 荷 ・ 輸 出 業 務 は ， 出 荷 依 頼 を 受 け て ， 生 産 ラ イ ン か ら 仕 分 け ，

梱 包 作 業 な ど を 経 て 出 荷 に 至 る 一 連 の 作 業 を 指 す ． 出 荷 ・ 輸 出

業 務 が 滞 れ ば 納 品 遅 れ に つ な が る ．  

 以 上 を 踏 ま え た う え で ， 人 材 育 成 に お い て も ， 入 荷 ・ 輸 入 業 務

及 び ， 出 荷 ・ 輸 出 業 務 に 関 す る 標 準 化 を 行 い ， 一 連 の 手 順 に 熟

練 さ せ る 必 要 が あ る ．  

 

 

 

図 7 - 4  製 造 業 の 標 準 化  

出 典 ： 鈴 木 邦 成 著 , 入 門 物 流 （ 倉 庫 ） 作 業 の 標 準 化 ,  日 刊 工

業 新 聞 社 , 2 0 2 0 年  

 

 

 

入荷・入庫

入荷予定情報
入荷検品
格納・ロケーション
（指示・登録）

在庫・棚卸

在庫ロケーション
（登録・変更など）
在庫・棚卸
格納・ロケーション
（指示・登録）

出庫・出荷

出荷（指示・登録）
在庫引当・解除
ピッキング指示
出荷検品

実績管理/進捗管理
[入庫作業・入荷検品、出庫作業（ピッキング、仕分け）出荷検品など]

明細書作成機能
運賃明細書、入荷/出荷明細報告書、運賃明細報告書、保管料・荷役料明細請求書などの作成

入荷業務：サプライヤー（供給業者）などからの部品、資材、食材などの調達に
際して、納品トラックにより、貨物が到着し、荷卸しを経て行われる一連の作業

出荷業務：出荷依頼を受けて、生産ラインから直接、あるいは在庫・保管エリア
からピッキング作業を経て、出荷エリアで方面別、納品先別などに仕分けされ、
トラックに荷積みされ、出荷バースから出荷される一連の作業
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7 . 5  規 制 強 化 に お け る 実 務 知 識 の 習 得  

 本 論 文 の 考 察 を 踏 ま え る と ， 出 荷 ・ 輸 出 ， 並 び に 入 荷 ・ 輸 入 の

一 連 の プ ロ セ ス に 習 熟 し た 人 材 を 育 成 す る 教 育 プ ロ グ ラ ム も 必 要

に な る （ 図 7 - 5 ） ．  

 す な わ ち ， 物 流 イ ン フ ラ が 不 十 分 で あ る た め に 円 滑 な 業 務 遂 行

を 目 指 す に あ た り ， 多 く の 課 題 を 抱 え て い る A S E A N と ， 複 雑 な

保 税 区 を 抱 え て い る 中 国 の 物 流 事 情 を 理 解 し た う え で ， 作 業 標

準 化 さ れ た 日 本 の マ ザ ー 工 場 に お け る 出 荷 ・ 輸 出 業 務 と 入 荷 ・

輸 入 業 務 に 精 通 す る 必 要 が あ る ． こ の う ち ， 出 荷 ・ 輸 出 業 務 に つ

い て は ， 輸 出 管 理 プ ロ セ ス に つ い て の 正 確 な 知 識 が 必 要 と さ れ ，

入 荷 ・ 輸 入 業 務 に つ い て は ， 下 請 法 に 精 通 す る 必 要 が あ る ．  

 こ れ ら の 知 識 の 習 得 に は O J T （ オ ン ザ ジ ョ ブ ト レ ー ニ ン グ ） に 加 え

て ， 定 期 的 に 社 内 研 修 を 行 っ て い か な け れ ば な ら な い ．  

 

 

図 7 - 5  製 造 業 の 物 流 工 程 に 関 す る 人 材 教 育 体  

 

 

 

 

ASEAN・中国の物流・貿易事情の把握

出荷・輸出業務 入荷・輸入業務

標準化による作業手順の習得

【輸出管理プロセスの精通】
キャッチオール規制
リスト規制

【下請法の精通】
適切な発注プロセス
適切な発注ポリシー
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7 . 6  出 荷 ・ 輸 出 管 理 の 補 助 体 制  

 以 上 の よ う に , リ ス ト 規 制 , キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の 強 化 に よ り , 製

造 業 の 輸 出 部 門 の 出 荷 業 務 に は 大 き な 負 荷 が か か る ケ ー ス が あ

り , 地 域 経 済 統 合 の 拡 張 な ど の マ ク ロ レ ベ ル で の 規 制 緩 和 で 輸

出 量 が 増 え れ ば , そ れ に あ わ せ て 出 荷 業 務 は 煩 雑 性 を 増 す こ と に

な る ．  

 そ こ で , 専 門 性 の 高 い 輸 出 管 理 部 門 を 補 佐 し , 同 時 に 社 内 連

携 を 強 化 す る 必 要 の あ る 営 業 部 門 , 入 荷 ・ 調 達 部 門 と の 橋 渡 し

を 行 う 国 際 物 流 管 理 統 括 グ ル ー プ （ あ る い は 課 , 仮 称 ） を 新 設 し ,

縦 割 り で は な く , 横 割 り , 部 署 横 断 的 な か た ち で 国 際 業 務 全 般 を

見 渡 す 組 織 体 制 の 構 築 を 提 案 す る ．   

そ こ で , 専 門 性 の 高 い 輸 出 管 理 部 門 を 補 佐 し , 同 時 に 社 内 連

携 を 強 化 す る 必 要 の あ る 営 業 部 門 , 入 荷 ・ 調 達 部 門 と の 橋 渡 し

を 行 う 国 際 物 流 管 理 統 括 グ ル ー プ （ あ る い は 課 , 仮 称 ） を 新 設 し ,

縦 割 り で は な く , 横 割 り , 部 署 横 断 的 な か た ち で 国 際 業 務 全 般 を

見 渡 す 組 織 体 制 の 構 築 を 提 案 す る ．  

 

7 . 6 . 1  組 織 概 要  

 バ ー ナ ー ド に よ れ ば , 組 織 に は 組 織 目 的 , 貢 献 意 欲 , 情 報 共 有 が

バ ラ ン ス よ く 存 在 す る 必 要 が あ る と さ れ て い る ． 組 織 横 断 的 に 構

築 さ れ る 国 際 物 流 管 理 統 括 グ ル ー プ （ 仮 称 ） は バ ー ナ ー ド の 指 摘

す る ３ 要 素 を 十 分 に 満 た す 組 織 と な る [ 3 ] ．  

 

( 1 ) 組 織 目 的  

 地 域 経 済 圏 の 拡 張 な ど に よ る 通 関 業 務 の 簡 素 化 の 影 響 で , 業

務 量 の 増 加 が 著 し い 煩 雑 な 出 荷 業 務 及 び 輸 出 許 可 の 申 請 な ど

へ の 適 切 な 対 応 を 行 い , あ わ せ て 営 業 部 門 , 調 達 ・ 輸 入 部 門 な ど

と の 連 携 を 密 に し , モ ニ タ リ ン グ 機 能 も あ わ せ 持 つ ．  
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( 2 ) 貢 献 意 欲  

 リ ス ト 規 制 , キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 , さ ら に は 後 述 す る 下 請 法 へ の 対

応 な ど に 精 通 し た 実 務 知 識 が 必 要 と さ れ る 部 署 と な る こ と か ら , 企

業 活 動 へ の 貢 献 度 は 高 い ． 輸 出 規 制 に 係 わ る , 責 任 あ る 諸 手 続

き に 常 時 , 携 わ る こ と で 貢 献 意 欲 は 大 き く 刺 激 さ れ る ．  

 

（ ３ ） 情 報 共 有  

 輸 出 管 理 部 , 調 達 ・ 輸 入 部 門 , 営 業 部 門 の 橋 渡 し 部 署 と な る こ

と で , 情 報 共 有 の 中 軸 組 織 と し て 機 能 す る こ と に な る ．  

 

7 . 6 . 2  貿 易 関 連 の 組 織 改 革  

 創 業 か ら １ ０ ０ 年 以 上 の 歴 史 を 持 つ B 社 は リ ス ト 規 制 , キ ャ ッ チ

オ ー ル 規 制 を 含 む 輸 出 管 理 に つ い て , 情 報 シ ス テ ム の 刷 新 を 契 機

に 大 幅 な 組 織 改 革 を 行 っ た ．  

組 織 改 革 に あ た っ て の 大 き な 課 題 は , ① 審 査 ル ー ト の 複 雑 性 ,

煩 雑 性 , ② 業 務 分 散 な ど に よ る ム ダ の 発 生 , ③ 作 業 ミ ス の 発 生 や

タ イ ム リ ー な 情 報 の 把 握 , 共 有 の 困 難 性 と い っ た も の で あ っ た ．  

B 社 に は リ ス ト 規 制 , キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の 対 象 と な る 製 品 の 多

い 医 療 , 科 学 , 映 像 の ３ 事 業 が あ り , 承 認 ル ー ト が 長 く , 業 務 の 重

複 も 多 か っ た ． ま た 審 査 の た め の デ ー タ ベ ー ス も 共 有 さ れ て い な か

っ た の で あ る ．  

 

 そ こ で 前 記 の ３ つ の 主 要 課 題 の 解 決 を 念 頭 に , 組 織 改 革 と シ ス

テ ム の 導 入 を 行 っ た ． そ の 結 果 , 審 査 時 間 の 2 5 - 3 3 ％ 程 度 の 削

減 , 要 員 配 置 な ど の 効 率 化 , 各 部 署 の 業 務 の 可 視 化 と 情 報 収

集 な ど が 確 実 に 計 れ る よ う に な っ た ．  

 組 織 改 革 に あ わ せ て の 情 報 シ ス テ ム の 刷 新 は 不 可 欠 で , C 社 で

は 製 品 の 特 徴 上 , リ ス ト 規 制 が 多 い ． そ こ で 過 去 の 取 引 審 査 結
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果 を 自 動 適 用 で き る シ ス テ ム を 構 築 し , 類 似 す る 品 目 の 該 非 判

定 結 果 を ま と め る 機 能 な ど を S C M 支 援 シ ス テ ム と 連 携 さ せ る こ と

で 受 注 か ら 出 荷 ま で の プ ロ セ ス 管 理 を 行 っ て い る ．  

 た だ し , 高 価 な シ ス テ ム の 導 入 に は 踏 み 切 れ な い 製 造 業 も 多 く ,

ま ず は 組 織 改 革 に よ る 業 務 効 率 化 を 先 行 さ せ る の が 現 実 的 と い

え る ．  

 

7 . 6 . 3  横 断 型 組 織 の 新 設  

リ ス ト 規 制 , キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 に 係 わ る 実 務 担 当 者 は 輸 出 管

理 部 門 , 該 非 判 定 部 門 , 特 定 技 術 の 該 非 判 定 部 門 , キ ャ ッ チ オ

ー ル シ ー ト の 確 認 部 門 の ほ か , 営 業 部 門 , 調 達 ・ 輸 入 部 門 な ど に

も 及 ぶ た め , 既 存 の 一 部 門 に 業 務 を 集 中 し て こ な す の は 難 し く , 横

断 的 な 組 織 の 新 設 が 望 ま し い ．  

輸 出 取 扱 量 に よ り 関 連 業 務 量 に バ ラ つ き は 出 て く る が , 東 京 証

券 取 引 所 １ 部 上 場 の 年 商 ５ ０ ０ 億 円 か ら １ ０ ０ ０ 億 円 程 度 の 企 業

を 想 定 し た 場 合 , 以 下 の 組 織 を 標 準 型 の プ ロ ト タ イ プ と し て 提 案

す る ．  

( a ) ス タ ッ フ 数 ： ６ 名  

( b ) 分 担 ： 午 前 , 午 後 と い っ た 半 日 単 位 で 当 日 担 当 部 署 の 業 務

を 補 佐  

( c ) 補 佐 業 務 ： 補 佐 業 務 は 次 の ① - ⑥ と な る ．  

①  輸 出 管 理 部 門 及 び 経 済 産 業 省 と の 連 絡 ・ 関 連 業 務    

②  リ ス ト 規 制 ・ キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の 該 非 判 定 部 門 と の 連 絡  

③  特 定 技 術 の 該 非 判 定 部 門 と の 連 絡  

④  キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ ク シ ー ト の 確 認  

⑤  調 達 ・ 輸 入 部 門 と の 連 絡  

⑥ 営 業 部 門 と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  

 な お , 上 記 の ６ 業 務 に 加 え て , そ の 他 の 雑 務 ・ 打 ち 合 わ せ な ど も
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行 う ． 勤 務 体 制 に つ い て は 週 ご と に 各 担 当 者 の 要 望 も 踏 ま え て

行 い , 必 要 に 応 じ て 行 う .  

 

7 . 7  ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 シ ス テ ム の 構 築  

 当 該 新 設 組 織 の ス タ ッ フ は 週 ご と に シ フ ト を 組 み , ① - ⑥ の 業 務

全 て を 担 当 す る ． シ フ ト 表 の 作 成 に つ い て は , 負 担 な く 行 う た め に

以 下 の よ う に 拘 束 条 件 を 限 定 し た う え で モ デ ル 化 を 行 い , ス ケ ジ ュ

ー ル 管 理 を 行 う [ 4 ] ．  

 

①  シ フ ト 拘 束 条 件   

メ ン バ ー 構 成 に 関 わ る 条 件 （ 勤 務 状 況 の 満 足 ）  

( a )  対 象 期 間 に お け る 各 勤 務 シ フ ト （ 補 佐 業 務 ） の 最 小 総 時

間 ・ 最 大 総 時 間 を 守 る  

( b )  各 日 ， 各 時 間 帯 , 各 勤 務 シ フ ト （ 補 佐 業 務 ） の 最 小 人 数 ・

最 大 人 数 を 守 る  

 

② 担 当 者 拘 束 条 件   

各 ス タ ッ フ の 労 働 負 荷 , 勤 務 制 限 に 関 わ る 条 件  

( c )  対 象 期 間 に お け る 各 ス タ ッ フ の 勤 務 シ フ ト （ 補 佐 業 務 ） 毎 の

最 小 回 数 ・ 最 大 回 数 の 範 囲 内 と す る  

( d )  日 ・ 時 間 帯 レ ベ ル で の 担 当 希 望 業 務 を 考 慮 す る  

 

7 . 8  定 式 化  

 前 項 の 拘 束 条 件 を 前 提 に し て , 次 の よ う に 定 式 化 を 行 う [ 8 ] ．  

目 的 関 数 ( 7 . 1 ) 式 は , 拘 束 条 件 ( a ) の 最 大 総 時 間 に 対 す る ペ

ナ ル テ ィ の 総 和 を 最 小 化 す る ．  

M i n i m i z e   Ȃ Ȃ Ȃ e""∈g�∈c�∈�     ( 7 . 1 )  

こ こ で , Cは 対 象 期 間 の 日 の 集 合 , Mは 担 当 者 の 集 合 , hは 勤 務 シ フ
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ト ( 補 助 業 務 ) の 集 合 , 変 数 e"は , 拘 束 条 件 ( a ) の 最 大 総 時 間 に

違 反 す る ペ ナ ル テ ィ で あ り , 勤 務 シ フ ト i で 最 大 総 時 間 を 超 え て し

ま う 時 間 数 で あ る . e"は , ( 7 . 1 2 ) 式 で 定 義 さ れ て い る .  

 

( 7 . 2 ) 式 は 各 ス タ ッ フ に つ い て 各 日 B, 各 時 間 帯 ℎの 勤 務 で 必 ず シ

フ ト iに 割 り 当 て ら れ る こ と を 表 す ．  

Ȃ 
�6�""∈g  =  1 , B ∈ C, ℎ ∈ k, # ∈ M             ( 7 . 2 )  

こ こ で , kは 時 間 帯 日 の 集 合 , 変 数 
�6�" は , 各 日 B, 各 時 間 帯 ℎに ,

各 担 当 者 #に つ い て 割 り 当 て ら れ た 勤 務 が iの 場 合 は 1 , そ う で な い

場 合 は 0 と な る 0 - 1 変 数 で あ る ． 
�6�"は , ( 7 . 1 1 ) 式 で 定 義 さ れ て

い る .  

 

( 7 . 3 ) , ( 7 . 4 ) 式 は 拘 束 条 件 ( a ) を 表 す 制 約 で あ り , 各 シ フ ト iの

総 時 間 が 最 小 総 時 間 P1, 最 大 総 時 間 P2の 範 囲 内 で あ る こ と を 示

す ． ( 7 . 4 ) 式 は , 違 反 （ ペ ナ ル テ ィ ） を 許 し ,  変 数 e"は , 逸 脱 量 （ 超

過 時 間 数 ） を 表 す .  

Ȃ Ȃ Ȃ 
�6�"�∈c6∈��∈� ≥ P1" , i ∈ h               ( 7 . 3 )  

Ȃ Ȃ Ȃ 
�6�"�∈c6∈��∈� ≤ P2" + e" , i ∈ h              ( 7 . 4 )  

 

( 7 . 5 ) , ( 7 . 6 ) 式 は , 拘 束 条 件 ( b ) に つ い て , 各 日 B, 各 時 間 帯 ℎに

お け る シ フ ト iの 必 要 人 数 を , 最 小 人 数 P3", 最 大 人 数 P4"で 制 約 す

る .  

Ȃ 
�6�"�∈c ≥ P3", B ∈ C, ℎ ∈ k, i ∈ h               ( 7 . 5 )  

Ȃ 
�6�"�∈c ≤ P4", B ∈ C, ℎ ∈ k, i ∈ h               ( 7 . 6 )  

 

( 7 . 7 ) , ( 7 . 8 ) 式 は , 拘 束 条 件 ( c ) に つ い て , 対 象 期 間 に 関 す る 各

ス タ ッ フ の シ フ ト iの 勤 務 数 を 最 小 ・ 最 大 回 数 ( P5�";  P6�") で 制 約

す る .  

Ȃ Ȃ 
�6�"6∈��∈� ≥ P5�" , # ∈ M, i ∈ h               ( 7 . 7 )  

Ȃ Ȃ 
�6�"6∈��∈� ≤ P6�" , # ∈ M, i ∈ h               ( 7 . 8 )  

 

( 7 . 9 ) 式 は , 拘 束 条 件 ( d ) に 関 す る 制 約 で あ る ． 希 望 勤 務 m\�6�"
を 使 っ て 特 定 の 日 Bの 時 間 帯 ℎに お け る 各 ス タ ッ フ #の シ フ ト iを 制

約 す る ．  
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m\�6�" − 
�6�" ≤ 0, B ∈ C, ℎ ∈ k, # ∈ M, i ∈ h          ( 7 . 9 )  

 

変 数 
�6�n は , 各 日 B, 各 時 間 帯 ℎに , 各 担 当 者 #に つ い て 割 り 当 て

ら れ た 勤 務 が iの 場 合 は 1 , そ う で な い 場 合 は 0 と な る 0 - 1 変 数

で , ( 7 . 1 0 ) 式 で 定 義 す る ．  


�6�" ∈ o0, 1p, B ∈ C, ℎ ∈ k, # ∈ M, i ∈ h               ( 7 . 1 0 )  

 

変 数 e"は ,  各 シ フ ト iの 最 大 総 時 間 の 逸 脱 量 （ 超 過 時 間 数 ） を 表

す 変 数 で , ( 7 . 1 1 ) 式 で 定 義 す る .  

e" , i ∈ h           ( 7 . 1 1 )  

 

こ こ で , c 1 ～ c 6 は す べ て 定 数  

c 1  ： 対 象 期 間 に お け る 各 シ フ ト の 最 小 総 時 間 ( 表 ７ － １ )  

c 2  ： 対 象 期 間 に お け る 各 シ フ ト の 最 大 総 時 間 ( 表 ７ － １ )  

c 3  ： 各 日 ， 各 時 間 帯 ， 各 シ フ ト の 最 小 人 数 ( 表 ７ － 2 )  

c 4  ： 各 日 ， 各 時 間 帯 ， 各 シ フ ト の 最 大 人 数 ( 表 ７ － 2 )  

c 5  ： 対 象 期 間 に お け る 各 ス タ ッ フ の シ フ ト 毎 の 最 小 回 数  

( 表 ７ － 3 )  

c 6  ： 対 象 期 間 に お け る 各 ス タ ッ フ の シ フ ト 毎 の 最 大 回 数  

( 表 ７ － 3 )  

 

な お , 集 合 の 定 義 は ,  

対 象 期 間 の 日 の 集 合 ： D = { 1 , 2 , … D m a x }   

（ D m a x は 最 大 日 数 ）  

担 当 者 の 集 合    ： N = { 1 , 2 , . . . N m a x }   

（ N m a x は 担 当 者 数 ）  

補 助 業 務 の 集 合   ： S = { 1 , 2 , . . . S m a x }   

（ S m a x は 補 助 業 務 数 ）  

時 間 帯 の 集 合    ： H = { 1 , 2 , … H m a x }   

（ H m a x は 時 間 帯 数 ）  
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7 . 9  数 値 実 験  

 対 象 期 間 を 5 日 と し , 時 間 帯 を 午 前 ９ － １ ３ 時 （ 休 憩 込 み ： ４ 時

間 ） , 午 後 １ ４ － １ ８ 時 （ ４ 時 間 ） の ２ つ に 分 け た .  各 シ フ ト の 最 小 総

時 間 ・ 最 大 総 時 間 は 表 4 - 2 の よ う に 設 定 し , 必 要 人 数 は 表 4 - 3

の 値 と し た .  

 各 ス タ ッ フ の 対 象 期 間 に お け る 各 シ フ ト の 勤 務 回 数 は , 表 4 - 4

の よ う に 設 定 し , 全 ス タ ッ フ と も 同 じ 値 を 使 用 し た . 各 ス タ ッ フ の 希

望 勤 務 に つ い て も , 表 4 - 5 の よ う に 設 定 し た .  

 得 ら れ た 結 果 を 表 4 - 6 に 示 す . す べ て の 拘 束 条 件 を 満 た し た 解

を 得 る こ と が で き た ． ペ ナ ル テ ィ の 総 和 も 0 で あ っ た .  

 

 

表 7 - 1  最 小 総 時 間 ・ 最 大 総 時 間  

 補 佐 業 務  
最 小 総 時

間  

最 大 総 時

間  

①  輸 出 管 理 部 門 及 び 経 済 産 業 省

と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  
４ ８ 時 間  ４ ８ 時 間  

②  リ ス ト 規 制 ・ キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の

該 非 判 定 部 門 と の 連 絡  
４ ８ 時 間  ４ ８ 時 間  

③  特 定 技 術 の 該 非 判 定 部 門 と の

連 絡  
３ ２ 時 間  ３ ２ 時 間  

④  キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ ク シ ー ト の 確

認  
４ ８ 時 間  ４ ８ 時 間  

⑤  調 達 ・ 輸 入 部 門 と の 連 絡  ２ ０ 時 間  ２ ０ 時 間  

⑥  営 業 部 門 と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  ２ ０ 時 間  ２ ０ 時 間  

⑦  そ の 他 の 雑 務 ・ 打 ち 合 わ せ な ど  ２ ４ 時 間  ２ ４ 時 間  
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表 7 - 2  必 要 人 数  

 補 佐 業 務  最 小 人 数  最 大 人 数  

①  輸 出 管 理 部 門 及 び 経 済 産 業 省

と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  
0  2  

②  リ ス ト 規 制 ・ キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の

該 非 判 定 部 門 と の 連 絡  
0  2  

③  特 定 技 術 の 該 非 判 定 部 門 と の

連 絡  
0  2  

④  キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ ク シ ー ト の 確

認  
0  2  

⑤  調 達 ・ 輸 入 部 門 と の 連 絡  0  1  

⑥  営 業 部 門 と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  0  1  

⑦  そ の 他 の 雑 務 ・ 打 ち 合 わ せ な ど  0  1  

 

表 7 - 3  最 小 回 数 ・ 最 大 回 数  

 補 佐 業 務  最 小 回 数  最 大 回 数  

①  輸 出 管 理 部 門 及 び 経 済 産 業 省

と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  
2  2  

②  リ ス ト 規 制 ・ キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 の

該 非 判 定 部 門 と の 連 絡  
2  2  

③  特 定 技 術 の 該 非 判 定 部 門 と の

連 絡  
1  2  

④  キ ャ ッ チ オ ー ル ・ チ ェ ッ ク シ ー ト の 確

認  
2  2  

⑤  調 達 ・ 輸 入 部 門 と の 連 絡  0  1  

⑥  営 業 部 門 と の 連 絡 ・ 関 連 業 務  0  1  

⑦  そ の 他 の 雑 務 ・ 打 ち 合 わ せ な ど  1  1  
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表 7 - 4  希 望 勤 務  

ス タ ッ フ N o .  希 望 勤 務  

1  1 日 目  A M  補 佐 ②  

4  4 日 目  P M  補 佐 ⑤  

5  3 日 目  A M  補 佐 ④  

 

表 7 - 5  シ フ ト 表  

 

注 ） 網 掛 け は 任 意 に 設 定 し た 希 望 勤 務  

 

 

7 . 1 0  考 察  

 出 荷 ・ 輸 出 業 務 の 効 率 化 を 推 進 す る に は 横 断 的 な 統 括 部 署

を 新 設 し , そ の 新 設 組 織 に 大 き な 労 働 負 荷 を か け な い か た ち で 業

務 の 補 佐 を 行 う 必 要 が あ る . そ の た め に は 担 当 者 の ス ケ ジ ュ ー ル

管 理 は 不 可 欠 と な る . さ ら に い え ば ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 シ ス テ ム を 過

去 の 取 引 審 査 結 果 を 自 動 適 用 で き る 検 索 シ ス テ ム や S C M 支 援

シ ス テ ム と 連 携 さ せ る こ と で 受 注 か ら 出 荷 ま で の プ ロ セ ス 管 理 を

行 う こ と が 望 ま し い ．  

 

スタッフ AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM
1 2 5 1 2 1 3 6 4 4 7
2 7 1 4 2 2 3 1 4 6 5
3 6 2 1 1 3 2 7 3 4 4
4 1 4 6 7 4 1 3 5 2 2
5 4 1 7 3 4 2 1 2 5 6
6 2 2 4 1 5 4 3 1 7 3

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat
1 2 3 4 5
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7 . 1 1  ま と め  

 本 章 で は ， キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 , 下 請 法 の 改 正 な ど を 踏 ま え て の

製 造 業 の 物 流 工 程 の 適 正 化 を 円 滑 に 進 め る こ と を 念 頭 に 人 材

育 成 の 必 要 性 に 触 れ ， 輸 出 管 理 規 制 と 下 請 法 か ら 入 出 荷 ・ 輸

出 入 に お け る 実 務 知 識 の 充 実 に 言 及 し た ．  

以 上 を 踏 ま え て ,  効 率 化 ， 省 人 化 に よ る 業 務 の 円 滑 化 を 図 る

べ く ， マ テ ハ ン （ 物 流 関 連 ） 機 器 や 物 流 I o T （ モ ノ の イ ン タ ー ネ ッ ト ）

の 導 入 を 進 め る こ と も 重 要 で あ る が ， 現 場 作 業 の 適 正 化 を 念 頭

に 置 い た 作 業 標 準 化 を 進 め る こ と を 提 案 す る ．  
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注 ：  

[ 1 ]  ( 株 ) 東 芝 輸 出 管 理 部 ,  キ ャ ッ チ オ ー ル 輸 出 管 理 の 実 務  第

3 版 , 2 0 1 0  

[ 2 ]  鎌 田 明 ,  下 請 法 の 実 務 ,  公 正 取 引 協 会 , 2 0 1 7 年  

[ 3 ] 飯 田 春 樹 ,  バ ー ナ ー ド 研 究 ― そ の 組 織 と 管 理 の 理 論  ,  文

真 堂 ,  1 9 7 8 年  

[ 4 ]  村 山 要 司 , 鈴 木 邦 成 , 若 林 敬 造 , 豊 谷 純 , 渡 邊 昭 廣 , 「 パ ー

ト タ イ ム 勤 務 に お け る シ フ ト 管 理 に 関 す る 一 考 察 」 , 日 本 大 学 生

産 工 学 部 第 4 9 回 学 術 講 演 会 ,  及 び ,  鈴 木 邦 成 , 村 山 要 司 ,

若 林 敬 造 , 渡 邊 昭 廣 , 邢  怡 ,  ト ラ ッ ク 運 行 に お け る 乗 務 割 作 成

の 効 率 化 , 並 び に 中 継 輸 送 の 導 入 効 果 の 検 証 , 日 本 情 報 デ ィ レ

ク ト リ 学 会 誌 , p p . 7 0 - 8 0 , 2 0 1 7 年  
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第 8 章  結 論  

 

8 . 1  本 章 の 目 的  

 本 章 で は 本 論 文 全 体 の 構 成 を 振 り 返 り ， 各 章 の 分 析 と 考 察 を

通 し て 明 ら か に な っ た こ と を ま と め ， 本 論 文 の 結 論 を 示 す こ と と す

る ．  

 

8 . 2  本 論 文 の 結 論  

本 研 究 で は ア ジ ア 経 済 圏 に お け る 製 造 業 の 現 場 が 直 面 す る 国

際 物 流 業 務 に つ い て ， 出 荷 ・ 輸 出 ， な ら び に 入 荷 ・ 輸 入 を 中 心 に ，

そ の 現 状 を 考 察 し ， 課 題 を 明 ら か に し た う え で ， 人 材 教 育 プ ロ グ ラ

ム の 大 枠 を 提 案 し た ．  

 第 １ 章 は 序 論 で あ り ， 本 論 文 の 目 的 と 構 成 を 示 し た ．  

 第 ２ 章 で は ア ジ ア に お け る 物 流 事 情 の 現 状 を 考 察 し ， 課 題 を 抽

出 し て い る ． A S E A N の 急 速 な 発 展 を 踏 ま え て ， 物 流 施 設 ・ 設 備

の 近 代 化 に 大 き な 遅 れ が 見 ら れ る 国 も 多 い な か ， 物 流 に お い て 各

国 が ど の よ う な 改 革 ， 改 善 を 進 め る 必 要 が あ る の か を 貿 易 及 び 国

際 物 流 シ ス テ ム ， な ら び に 物 流 イ ン フ ラ の 視 点 か ら 分 析 し た ． そ の

結 果 ， ア ジ ア に お い て は シ ン ガ ポ ー ル な ど の 一 部 の 国 の 国 際 及 び

国 内 の 物 流 イ ン フ ラ は 世 界 標 準 を 達 成 し て い る が ， 発 展 途 上 で

あ る 国 も 多 く ， 国 際 物 流 の 円 滑 な 展 開 に は 早 急 な イ ン フ ラ 構 築 が

必 要 で あ る こ と が わ か っ た ．  

 第 ３ 章 は ， 中 国 に お け る 保 税 区 の 構 造 を 踏 ま え た う え で ， 中 国

の 税 関 ・ 港 湾 シ ス テ ム に つ い て 実 地 調 査 を 行 い ， 現 状 を 分 析 し ，

課 題 を 抽 出 し た ． 第 ２ 章 の ア ジ ア 各 国 の 税 関 ・ 港 湾 シ ス テ ム 及 び

物 流 イ ン フ ラ 構 築 の 遅 れ を 考 慮 す る と ， 中 国 税 関 ・ 港 湾 シ ス テ ム

及 び の 物 流 イ ン フ ラ が 高 い 水 準 に あ る こ と が 確 認 で き た ．    

 第 ４ 章 で は 国 際 物 流 に お け る 出 荷 ・ 輸 出 管 理 に つ い て ， そ の 詳
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細 を 論 じ た ． リ ス ト 規 制 ， キ ャ ッ チ オ ー ル 規 制 に 対 す る 輸 出 管 理 業

務 の 一 連 の フ ロ ー を 示 し ， そ の 煩 雑 性 , 並 び に 複 雑 性 を 明 ら か に

し た .  

 第 5 章 で は 国 際 物 流 に お け る 入 荷 ・ 輸 入 業 務 に つ い て 製 造 業

の 国 際 物 流 担 当 者 が 直 面 す る 下 請 法 と の 係 わ り に つ い て 概 要 を

説 明 し ， 考 察 を 行 っ た ． 下 請 法 で は 当 日 発 注 ， 当 日 納 品 な ど の

下 請 業 者 に 過 酷 な 対 応 を 迫 る こ と が 禁 止 さ れ て い る が ， 入 荷 ・ 輸

入 の プ ロ セ ス が 平 準 化 さ れ て い な か っ た り ， 効 率 化 し た り さ れ て い

な い と ， 結 果 と し て 下 請 業 者 に も 負 荷 が か か る 可 能 性 が あ る こ と

を 指 摘 し た ．  

 第 6 章 で は 工 場 倉 庫 ， 物 流 セ ン タ ー な ど で 行 わ れ る 出 荷 に 際 し

て の 構 内 運 搬 作 業 の 負 荷 軽 減 と 効 率 化 に つ い て モ デ ル 化 を 行 い ，

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 通 し て ア シ ス ト ス ー ツ の 導 入 効 果 を 検 証 し た ． そ

の 結 果 ， 初 期 投 資 を 3 年 以 内 で 回 収 す る こ と が 可 能 で ， 回 収 以

降 は ラ ン ニ ン グ コ ス ト 削 減 の メ リ ッ ト を 享 受 で き る こ と が 明 ら か に な

っ た ．  

 第 ７ 章 で は ， ２ 章 か ら ５ 章 ま で の 内 容 を 踏 ま え て ， 地 域 経 済 統 合

に お け る 税 関 業 務 な ど の 円 滑 化 の 方 向 性 と , そ れ と 相 矛 盾 す る キ

ャ ッ チ オ ー ル 規 制 , 下 請 法 な ど の 規 制 強 化 に よ る 入 出 荷 業 務 の

複 雑 化 を 指 摘 し , 同 時 に 製 造 業 の 国 際 物 流 業 務 に 携 わ る 現 場

ス タ ッ フ に 求 め ら れ る 人 材 育 成 プ ロ グ ラ ム の 充 実 を 指 摘 し て い る ．

ま た 出 荷 ・ 輸 出 業 務 に つ い て は ， リ ス ト 規 制 及 び キ ャ ッ チ オ ー ル 規

制 に 関 わ る 実 務 知 識 ， 入 荷 ・ 輸 入 業 務 に つ い て は 発 注 業 務 を 効

率 化 し た う え で の 下 請 法 に 係 わ る 実 務 知 識 を 体 系 的 に 身 に つ け

る 必 要 性 が あ る こ と を 指 摘 し た ． ま た あ わ せ て , 組 織 横 断 的 な 新

設 組 織 を 提 案 し , モ デ ル 化 を 行 い , そ の ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 に つ い て

検 証 し た ．  

以 上 を 踏 ま え た 本 論 文 の 結 論 は ， グ ロ ー バ ル 化 時 代 に 求 め ら
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れ る 国 際 物 流 業 務 の あ り 方 を 輸 出 管 理 の 重 要 性 と 下 請 法 の 遵

守 を 念 頭 に お い た 円 滑 か つ 効 率 的 な 業 務 体 制 の 構 築 が 求 め ら

れ る と い う と い う こ と に な る ．  

 ま た 今 後 の 課 題 は ， コ ロ ナ 禍 で 国 際 物 流 に お い て も パ ン デ ミ ッ ク

防 止 な ど の 観 点 か ら 新 し い 規 制 や シ ス テ ム の 構 築 が 求 め ら れ る 時

代 と な る こ と を 踏 ま え て ， そ の 具 体 的 な 方 策 を 模 索 し ， 検 討 し て い

く こ と と 考 え る ．  
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